
PHONES BASS
EXTENSION

TONE
BYPASS

ON OFF

0
BASS
1 1

2 2
3 3

4 4
5– 5+

0
TREBLE

1 1
2 2

3 3

4 4
5– 5+

0
BALANCE

1 1
2 2

3 3

4 4
5L 5R

SOURCE
REC OUT

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS

TUNERVCR 1
CD

VCR 2 PHONO
VIDEO AUX

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-A2 CINEMA DSP 7ch
DOLBY

D I G I T A L

STANDBY/ON

POWER

INPUT MODE

INPUT SELECTOR VOLUME

16
20 12

28 8

40 4

60 2

0
–dB

S VIDEO VIDEO
VIDEO AUX

L RAUDIO

A
SPEAKERS

B – +SET MENU NEXT EXT. DECODER EFFECT PROGRAM

REMOTE CONTROL
TRANSMITTER

TAPE/MD

CD

TUNER

VCR 1

DVD/LD

PHONO

V-AUX

EXT. DEC.

TV/DBS

VCR 2

TV

VCR
STANDBY

SYSTEM
POWER ON

MUTE

MASTER
VOLUME

OPERATION
CONTROL

EFFECT

TRANSMIT

NATURAL SOUND AV AMPLIFIER

DSP-A2
取扱説明書

このたびは、ヤマハ AVアンプDSP-A2をお買い求めいただき

まして、まことにありがとうございます。

DSP-A2の優れた性能を充分に発揮させるとともに、末永くご

愛用いただくために、この取扱説明書をご使用前に必ずお読み

くださいますよう、お願いいたします。

お読みになったあとは、保証書とともに保管してください。

保証書の手続きを
お買い求めいただきました際、購入店で必ず保証書の手続きを行って

ください。保証書に販売店名、購入日などがありませんと、保証期間

中でも万一サービスの必要がある場合に実費をいただくことがありま

すので、充分ご注意ください。

本機は電気用品取締法に定める技術基準に適合しています。

ご使用の前に必ずお読みください。
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● 本機の上に水などの入った容器や小さな金属物を置
かないでください。こぼれたり、中に入った場合火
災・感電の原因となります。

● 本機の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいも
のなどを差し込んだり、落し込んだりしないでくだ
さい。火災・感電の原因となります。特にお子様の
いるご家庭ではご注意ください。

● 電源供給コンセントに機器を接続するときは、機器
の消費電力の合計が本機背面に表示されている供給
電力を越えないようにしてください。火災の原因に
なります。
また、供給電力内であっても電源を入れたときに大
電流の流れる機器（電熱機具、ヘアドライヤー、電
磁調理機器など）は接続しないでください。

● 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げ
たり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしな
いでください。コードが破損して、火災・感電の原
因となります。

● 本機のキャビネットは絶対に外さないでください。
感電の原因となります。内部の点検・整備・修理は
販売店にご依頼ください。

● 本機を改造しないでください。火災・感電の原因と
なります。

安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）

ご使用の前に必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みになり、正しくお使いください。
またお読みになったあと、いつでも取り出せる所に必ず保存してください。

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他
の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

● 本機に水を入れたり、ぬらさないようにご注意くだ
さい。火災・感電の原因となります。

● 表示された電源電圧交流100V以外の電圧で使用し
ないでください。火災・感電の原因となります。

● 本機を使用できるのは日本国内のみです。船舶など
の直流(DC)電源には接続しないでください。火災
の原因となります。

● 電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本
機の下敷にならないようにしてください。コードに
傷がついて、火災・感電の原因となります。

● 風呂場では使用しないでください。火災・感電の原
因となります。

設置されるとき 使用中に異常が発生したとき

●電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販
売店に交換をご依頼ください。そのまま使用すると
火災・感電の原因となります。

● 万一機器の内部に水や異物が入った場合は、まず機
器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセ
ントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま
使用すると火災・感電の原因となります。

● 万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの
異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因とな
ります。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、必
ず電源プラグをコンセントから抜いてください。煙
が出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼く
ださい。お客様による修理は危険ですから絶対にお
やめください。

● 万一、本機を落としたり、キャビネットを損傷した場
合は、機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグを
コンセントから抜いて販売店にご連絡ください。その
まま使用すると火災・感電の原因となります。

　警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容を示しています。

分解禁止

指を挟まれな
いよう注意

●記号は行為を強制したり指示する
内容を告げるものです。

　記号は禁止の行為であることを告げ
るものです。

△記号は注意（危険・警告を含む）を促
す内容があることを告げるものです。

絵表示の例

ご使用になるとき

水場での使用
禁止

分解禁止
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設置されるとき

●湿気やほこりの多い場所に置かないでください。
火災・感電の原因となることがあります。

●ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に
置かないでください。落ちたり、倒れたりしてけ
がの原因となることがあります。

●電源コードを熱器具に近付けないでください。
コードの被ふくが溶けて、火災・感電の原因とな
ることがあります。

●直射日光が当たる場所など異常に温度が高くなる
場所に放置しないでください。キャビネットや部
品に悪い影響を与え、火災の原因となることがあ
ります。

●濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでくださ
い。感電の原因となることがあります。

●電源プラグを抜くときは、電源コードを
引っ張らないでください。コードが傷つ
き、火災・感電の原因となることがありま
す。必ずプラグを持って抜いてください。

●本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふ
さぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることが
ありますので、次の点に注意してください。
・本機を押し入れ、本箱など風通しの悪い狭い
所に押し込まないでください。

・テーブルクロスを掛けたり、じゅうたんや、
布団の上に置かないでください。

●本機を設置する場合は、放熱をよくするために他
の機器との間は少し離して置いてください。ラッ
クなどに入れるときは、本機の天面から10cm以
上、背面から10cm以上のすきまを開けてくださ
い。

●移動する場合は、電源スイッチを切り、必ず電源
プラグをコンセントから抜き、外部の接続コード
を外してから行ってください。コードが傷つき、
火災・感電の原因となることがあります。

　注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定
される内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

ご使用になるとき

●接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読
み、電源を切り、説明に従って接続してください。
また接続には指定のコードを使用してください。

●電源を入れる前には音量（ボリューム）を最小に
してください。突然大きな音が出て聴力障害など
の原因となることがあります。

●付属のリモコンに電池を挿入する場合、極性表示
（プラス＋とマイナス－の向き）に注意し、表示
通りに入れてください。間違えると電池の破裂、
液もれにより、火災・けがや周囲を汚損する原因
となることがあります。

●指定以外の電池は使用しないでください。また、
新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでくだ
さい。電池の破裂、液もれにより、火災・けがや
周囲を汚損する原因となることがあります。

●旅行などで長期間本機をご使用にならないときは、
安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いて
ください。火災の原因となることがあります。

お手入れについて

●1年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご相談
ください。本機の内部にほこりのたまったまま、
長い間掃除しないと火災や故障の原因となること
があります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に
行うと、より効果的です。なお、掃除費用につい
ては販売店にご相談ください。

●お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセ
ントから抜いて行ってください。感電の原因とな
ることがあります。

安全上のご注意

● 本機は音楽や映画などを再生する目的で設計されております。従って信号発生器やテストディスクの信号などを再生します

と、本機の故障の原因となるばかりではなく、スピーカーをいためる原因となることがあります。
● デジタルオーディオインターフェース規格は民生用と業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオーディオインター

フェースに接続する目的で設計されています。業務用のデジタルオーディオインターフェース機器との接続は、本機の故障

の原因となるばかりでなくスピーカーをいためる原因となることがあります。
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ドルビーデジタル*1対応
DSP-A2は、最新のシアターサウンド“ドルビーデジタル”を家庭で楽しめるドルビーデジタルデコーダーを搭載。DSP（デジタルサ

ウンドフィールドプロセッサー）と組み合わされた各種音場で楽しめます。

DTS*2（デジタルシアターシステムズ）対応
ドルビーデジタルサウンドとともに優れたデジタルサラウンドサウンドを提供してきたDTSをご家庭にお届けするため、本機にはDTS

デコーダーも搭載しています。ドルビーデジタルと同様に、DSPと組み合わされた各種音場で楽しめます。

豊富な音場プログラムを搭載
大規模音場処理のキーデバイスとして、YSS918-Fを搭載しました。YSS918-Fはヤマハ独自のCINEMA DSP処理に必要な機能

を内蔵、ドルビーデジタル・プロロジックデコーダー、DTSデコーダーおよび高度なDSP音場処理をワンチップで実現しました。ド

ルビーおよびDTSサラウンド映画からコンサート、ディスコなどの幅広いソフトを多彩な音場効果で楽しむことができます。

多彩な入出力端子
入力端子は、AVソース（すべてS接続対応）／オーディオソースにマルチに対応し、デジタル信号をダイレクトに接続できるCOAXIAL/

OPTICAL端子は、ドルビーデジタル信号／DTS信号／PCM信号を自動判別して再生します。LD入力にはデモジュレータ回路を内

蔵し、ドルビーデジタルRF信号をダイレクトに接続することができます。さらに6チャンネルの外部デコーダー入力を装備したこと

により、すべてのマルチチャンネルのディスクリート音声を手軽に、しかも本格的に楽しめます。

出力端子は、音声チャンネル／映像チャンネルの豊富な出力端子を持ち、録音出力にはデジタル端子も装備しています。

充実した録音／録画機能
フロントパネルにREC OUTセレクターを装備。リアパネルの接続を変更することなく、スムーズな録音／録画が可能です。また、

オーディオ系ソースに他のAV系ソースの映像を組み合わせて録画するBGV（バックグラウンドビデオ）機能も内蔵しています。

多機能リモコンを標準装備
本機に付属のリモコンは、ヤマハの機器を集中操作する、オペレーションコントロール機能がプリセットされています。また、１つの

キーを押すだけで複数の操作ができるマクロ機能も装備しています。加えて本リモコンは、他のリモコンの信号をラーニング（記憶）す

る機能を装備していますので、お使いになるシステムに最適で、オリジナルなリモコンに構成することができます。

オンスクリーン機能
プログラムやパラメーターなどの操作状況、スピーカーのレベル調整などをモニター画面に表示するオンスクリーン機能を搭載。

*1 ドルビーラボラトリーズライセンシングコーポレーションからの実施権に
基づき製造されています。
ドルビー、DOLBY、PRO LOGIC、およびダブルD記号Vは、ドルビー
ラボラトリーズライセンシングコーポレーションの商標です。
著作権1992年ドルビーラボラトリーズインコーポレーティッド。不許複
製。

*2 DTS Technology LLCからのライセンスに基づき製造されていま
す。
さらに、以下のPCT（特許協力条約）/US95/0059 に由来する米
国特許5,451,942および米国国内特許出願によるライセンスを受
けています。米国特許および外国特許を追加出願中です。
“DTS”は DTS Technology LLC の商標です。
なお、これらの一部または全部を許可なしに複製することはできま
せん。

特長
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マクロマーク�
マクロ機能があるキーを示します。�
�
�

EFFECTキー�
音場効果を入／切します。�
�
OPERATION CONTROLキー�
インプットセレクターで選んだ機器をコントロー
ルします。各機器に対応した主要3キー～4キー
の操作ができます。�
ヤマハのテープデッキ、CDプレーヤー、チュー
ナー、DVDプレーヤー、LDプレーヤー、MDの
コントロール信号はプリセットされています。�
・その他の機器はラーニング後に操作できます。�
�
�
�
�
�
SYSTEM POWER キー�
電源を入れます。�
�
TVキー�
現在空きキーです。�
�
マクロマーク�
�
VCRキー�
現在空きキーです。�
�
STANDBYキー�
電源を切ります。�
�
MASTER VOLUMEキー�
音量を調節します。�

TRANSMIT/LEARNインジケーター�
＊操作のためにキーを押しても点灯しないときは、
そのキーに信号が入っていないか、電池が消
耗しています。�

�
インプットセレクター�
入力を切り換えます。�
また、プリセットマクロが働きます。�
（MACROスイッチがQUICK、SLOW時）�
マクロ操作例：�
　電源オン（本体の電源オフ時）→ 　入力切換 
→ 　再生開始、など�
�
�
　　キー�
このキーを押すとヤマハのLDプレーヤーを
OPERATION CONTROLキーで操作できます。�
・インプットセレクターの機能はありません。�
�
LIGHTボタン�
押すとキーが点灯します。�
�

MACROスイッチ�
OFF：マクロ機能を使わないとき。�
�
QUICK：マクロ機能を使うとき。�
�
SLOW：マクロ機能を使うとき。�

�
MUTEキー�
押すと音量が下がります。�
もう一度押すと、もとの音量に戻ります。または、
SLEEP、ON SCREEN、TV、VCR以外のどの
キーを押してももとの音量に戻ります。�

←→�
←→�

M
A

C
R

O
Q

U
IC

K
O

F
F

S
LO

W （通常はこの位置で使います。）�

（QUICKでは操作できないとき。）�

リモコン操作チャート カバーを閉めて使う

詳細は取扱説明書をご覧ください。
DSP-A2 V287350



6

スピーカーシステムの構成

スピーカーを 使用しないセンター
メインスピーカーの間隔が狭い場合（TVセットの

両脇にメインスピーカーを置く場合など）は、セ

ンタースピーカーを使用しなくても充分な効果が

得られます。

セットメニューのセンタースピーカーモード

を「NONE（ノン）」に設定します。（P.30参照）

スピーカーを 使用するセンター
センタースピーカーを使用すれば、ボーカルや

セリフの定位が大きく改善されます。

大型スピーカーを使用する場合は、セット

メニューのセンタースピーカーモードを

「LRG（ラージ）」に設定します。（P.30参照）

小型スピーカーを使用する場合は、セット

メニューのセンタースピーカーモードを

「SML（スモール）」に設定します。（P.30参

照）

スピーカーシステムの基本構成は「メインスピーカーL, R（2本）＋セン
タースピーカー（1本）＋フロント・エフェクトスピーカーL, R（2本）＋
リア・エフェクトスピーカーL, R（2本）」の7スピーカーシステムです。
センタースピーカー／フロント・エフェクトスピーカーL, Rを使用しな
い場合は、6～4スピーカーシステムになります。（サブウーファーの
使用に関しては、P.9を参照してください。）

スピーカーの配置例（7スピーカーシステム）

● 音場用のエフェクトスピーカー（フロント／リア）の配置

は、下図のような位置関係が理想的です。

● 各スピーカーの再生音色が異なると、移動する人物の声

など（音色）が不自然に変化することがあります。できる

だけ、メーカーや音色の揃ったスピーカーの使用をおす

すめします。

● 小型のスピーカーをご使用になる場合は、さらにサブ

ウーファーの設置（P.9参照）をおすすめします。映画の

サラウンド効果を充分にお楽しみいただけます。

メインスピーカー（L）�

メイン�
スピーカー（R）�

フロントエフェクト�
スピーカー（FR）�

フロントエフェクト�
スピーカー（FL）�

センタースピーカー（C）�

テレビ�
（モニター）�

リアエフェクト�
スピーカー（RL）�

リアエフェクト�
スピーカー（RR）�  1.5～�

　1.8ｍ�
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スピーカーシステムの構成

大型スクリーンシステムとの組み合わせや、本格

的に音場効果を引き出したい場合に効果的です。

セットメニューの「1E. SYS. SETUP」を

“7ch”に設定する。

設定のしかたは、P.32を参照してください。

フロント・エフェクトスピーカーを使用しない場合

の設定です。

セットメニューの「1E. SYS. SETUP」を

“5ch”に設定する。

設定のしかたは、P.32を参照してください。

メインスピーカー2本（L, R）、センタースピーカー1本、

エフェクトスピーカー4本（フロント／リア：各L, R）、

合計7本のスピーカーを使用するシステムです。

RL

FR

RR

FL
L C R

7スピーカーシステムからフロント・エフェクトスピー

カー2本を省いたシステムです。

7スピーカーシステムからセンタースピーカー1本を省い

たシステムです。

RL

FR

RR

FL
L R

（L+C）�（R+C）�

メインスピーカー2本（L, R）とリア・エフェクトスピーカー

2本、合計4本のスピーカーを使用するシステムです。

エフェクト
スピーカーを 使用するフロント エフェクト

スピーカーを 使用しないフロント

5スピーカーシステム

6スピーカーシステム

RL RR

L RC
（L+FL）�（R+FR）�

RL RR

L R
（L+C+FL）�（R+C+FR）�

音場の高さの表現が弱まります

が、AV音場再生時に音声などの

センター定位はそのままにし

て、会話のシーンでは画面と一

体化した効果が得られます。フ

ロント・エフェクト信号はメイ

ンチャンネルの信号とミックス

して再生されます。

ムービーシアタープログラムで

は、70mmマルチトラックの

迫力と臨場感をリアルに再現

し、会話は画面上に定位し、効

果音は画面後方、音楽はさらに

その後方に広がりを持って再現

されます。最も本機の性能を発

揮できるシステムです。

センターチャンネルの定位感が

多少減少しますが、DSP音場

が立体感と奥行き感を持って創

り出されます。この場合、AV

音場再生時の、センターチャン

ネル信号は「NONE」モードを選

択することで、メインのL, Rに

振り分けて出力されます。

この場合、ドルビー プロ・ロ

ジック再生時のセンターチャン

ネル信号は、「NONE」モード

を選択することで、メインのL,

Rに振り分けて出力され、フロ

ント・エフェクト信号はメイン

チャンネルの信号とミックスし

て再生されます。

7スピーカーシステム

4スピーカーシステム

ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
成
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スピーカーの設置場所

■ メインスピーカー..................................................................................................................................

■ センタースピーカー ..............................................................................................................................

■ エフェクト（フロント／リア）スピーカー ............................................................................................

テレビ�
（モニター）�

センター�
スピーカー�

テレビ�
（モニター）�メイン�

スピーカー�
メイン�
スピーカー�

RL

FR

RR

FL
L C R

0.5～1m1m位� 1.5～3m 0.5～1m 1m位�

フロントエフェクトスピーカーより広くても良い�

横に長い部屋の場合�

L

C

R1/4

1

スクリーン�

フロント・エフェクトスピーカーは、配置例（P.6参照）のように、メインスピーカー（L, R）の

約0.5～1.0m外側、前方斜めに配置し、スピーカーをリスニングポジションに向けます。

リア・エフェクトスピーカーは、フロント・エフェクトスピーカーと対称になるように、

後方斜めに配置し、スピーカーをリスニングポジションに向けます。

エフェクトスピーカの高さは、フロアーに直接座って聴く場合は、床から約1.5m、椅子

に座って聴く場合は、床から約1.8mが適当です。これらの距離は目安に、調整と試聴を

繰り返してメインスピーカーの音とサラウンド音場の拡がり感のバランスが良くなるよ

うに設定します。

スクリーンを使用する場合

イラストを参考にスピーカーを設置してください。

● メインスピーカーL, Rは、スクリーンの下辺から1/4位の高さが適当です。
● センタースピーカーは、スクリーンの真下中央に設置します。センタースピーカーを使用

すると、リアルな音像定位が得られます。
● スクリーン使用時には、フロント・エフェクトスピーカーの効果が大きく得られます。

CINEMA-DSP音場プログラムでは、センタースピーカーからの音像を上方に引き上げ、
スクリーン映像との一体感が得られます。

テレビを設置している場合は、テレビ画面とスピーカーの前面を揃え、テレビの下／上

など、できるだけテレビ画面に近いところに設置します。テレビの下に設置した方が、

フロント・エフェクトスピーカーにより音像の高さが補正され、音声が画面の人物など

と一致します。（リスニングポジションにも影響されます。）

スクリーンを設置している場合は、スクリーンの下中央に設置します。

ステレオ再生と同様に、左右のスピーカーをリスニングポジションから等距離に設置し

ます。

テレビを設置している場合は、左右のスピーカーとテレビの距離を等しく設置します。

スクリーンを設置している場合は、スクリーンの両脇に設置します。

ご注意

スピーカーによっては、テレビ（モニター）の画面が乱れる場合があります。（画面が乱れた場
合は、テレビとスピーカーを離してください。）画面近くに設置するセンタースピーカーやサ
ブウーファーには、防磁型スピーカーの使用をおすすめします。
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スピーカーシステム（7～4スピーカー：P.6、7参照）に、サブウーファーを加
えてご利用になると、映画の迫力や臨場感をリアルに楽しむことができます。

大型のメインスピーカーを使用している場合も、良質のサブウーファーを設置
すると、より大きな効果が得られます。1台目はフロント側に、2台目をリア側
に設置することをおすすめします。

サブウーファーの設置

リア�
エフェクト�
スピーカー�

L

リア�
エフェクト�
スピーカー�
R

リア側�
スーパー�
ウーファー�

スピーカーコード�

映画ではリアチャンネル側の低音再生も非常に重要です。フロント側の低音と、リア側

の低音が再生されると、迫力が増すだけでなく、CINEMA DSP音場プログラム（P.51参

照）のリアリティが大きく改善されます。

リア側専用のサブウーファーは、リア・エフェクトスピーカーのL, R端子からスピーカー

コードで接続します。この場合、セットメニューの「1B. REAR SP」を“LARGE”に設定

してください。（P.30参照）

リア側にサブウーファーを設置しない場合は、リアスピーカーの大きさに応じて

“SMALL/LARGE”を設定してください。

メモ
● リア側サブウーファーのスピーカーレベル調整は、サブウーファー側で行います。本機では
行えません。

● リア側サブウーファーの接続についてはサブウーファーの取扱説明書をご覧ください。

■ リア側サブウーファー ..........................................................................................................................

SUB WOOFER OUTPUT端子に、アンプ内蔵サブウーファーを接続します。

低音の聞こえかたは、スピーカーを置く位置と聞く位置の両方に影響されるので、設置す

る位置を変えてお試しください。

ご注意

本機のSUB WOOFER（出力）端子には、ハイカットフィルター（90Hz）が内蔵されています。
接続するサブウーファーのハイカット周波数は“最も高い周波数”でご使用ください。

■ フロント側サブウーファー...................................................................................................................

■ 設置例

フロント側サブウーファー

メインスピーカーの外側近くに設置します。左

右、どちらでもかまいません。壁の反射音を避

けるために少し内側に向けます。

リア側サブウーファー

リスニングポジションより後方に設置

します。左右の位置は、聴きやすい位

置に設置してください。

OUTPUT
FRONTCENTER

SUB
WOOFER

REAR
(SURROUND)

サ
ブ
ウ
ー
フ
ァ
ー
の
設
置
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DIGITAL SIGNAL

DVD/LD

OPTICAL
COAXIAL

CD

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

TAPE/MD

DVD/LD

TV/DBS

SIGINAL
GND

V DIGITAL
RF SIGNAL

AUDIO SIGNAL

EXTERNAL DECODER INPUT

PHONO

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

TAPE/MD

MAIN

SURROUND

SUB WOOFER CENTER

DVD/LD

TV/DBS

IN

OUT

IN

VCR 1

VCR 2

OUT

TUNER

AUDIO SIGNAL VIDEO SIGNAL
S VIDEO

DVD/LD

TV/DBS

IN

OUT

IN

VCR 1

VCR 2

OUT

MONITOR
OUT

S VIDEO

VIDEO

OUTPUTCOUPLER
FRONTCENTER

SUB
WOOFER

MAIN
IN

PRE
OUT

MAIN REAR
(SURROUND)

SPEAKERS

CENTER

+ ++

FRONT REAR

(SURROUND)

– ––

+

–

A MAIN+ – – + A

B B

AC OUTLETS
SWITCHED

100W
MAX.

TOTAL

MIN. /SPEAKER: 6CENTER
MIN. /SPEAKER: 6FRONT
MIN. /SPEAKER: 6REAR

MIN. /SPEAKERA OR B :  6 MIN. /SPEAKERA+B:12

接続図では、接続コードを次のように示します。

　

音声信号接続コード

映像信号接続コード（コンポジット）

S映像信号接続コード

同軸デジタル接続コード

光デジタル接続コード

接続のしかた
正しい接続のために
● 接続前に、本機および外部機器の電源を切ってくだ

さい。

● 外部機器によって、接続方法や端子名が異なる場合

があります。外部機器の取扱説明書もあわせてご覧

ください。

● ピンジャックの入出力端子は、信号別に色分けされ

ています。
映像信号（コンポジット） ：黄色
音声信号の左（L）チャンネル ：白色
音声信号の右（R）チャンネル ：赤色
モノラル音声信号 ：黒色
ドルビーデジタルRF信号 ：黒色
CDデジタル信号（同軸） ：橙色

● 入出力端子の接続には、市販のコード（ピンプラグ

コード、光ファイバーケーブル、同軸ケーブルおよ

びSビデオケーブル）を使用してください。

● 接続が終わったら正しく配線されているか、もう一

度お確かめください。

● 本機が外部機器（テレビ、チューナーなど）に影響を

与える場合は、本機と外部機器の設置場所を離して

ください。障害をなくすために、チューナーやテレ

ビのアンテナには外部アンテナを使用し、同軸ケー

ブルで接続することをおすすめします。

オーディオ機器の接続
→P.11参照

ビデオ機器の接続
→P.12参照

スピーカーの接続
→P.18参照

電源コードの接続
→P.21参照

デジタル対応機器の
接続　　→P.14参照

6（5.1）チャンネル外部デコーダー入力
端子の接続 →P.15参照

他のアンプとの接続
→P.19参照

R

L

R

L
白�

赤�

白�
左�
右�

左�
右� 赤�

黄� 黄�
V V

C C

SS

端子

白�

（モノラル：黒）�

赤�

黄�

黒�

橙�

黒�

OO
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接続のしかた

オーディオ機器の接続

MMカートリッジ、または高出力型MCカートリッジ付のレコードプレーヤーを接続
します。

メモ

低出力型MCカートリッジ付のレコードプレーヤーを接続する場合は、昇圧トランス、ま
たはMCヘッドアンプを使用してPHONO端子に接続してください。

ご注意

SIGNAL GND端子は、安全アースではありません。アナログプレーヤーなどを接続した
場合の雑音を低減するものです。（レコードプレーヤーによっては、まれにアース線を
SIGNAL GND端子に接続しない方がハムノイズが減少することがあります。）

PHONO端子について

● 右チャンネル（R）、左チャンネル（L）、入力（IN）、出力（OUT）を確認して正しく接続してください。

● オーディオ機器のデジタル接続はP.14を参照してください。

SIGINAL
GND

AUDIO SIGNAL

PHONO

メモ

本機をヤマハオーディオ機器と接続する場合は、各機器と本機の同じ番号のついた端子を接
続してください。（端子番号は今後発売されるヤマハオーディオ機器［CD、カセット、チュー
ナー、コンポなど］にも表示される予定です。）

ご注意
● テープデッキを接続している場合、テープデッキの電源を切ると本機の音が歪むことがあ
ります。本機の電源を入れている時は、常にテープデッキの電源も入れてください。

● 本機の電源を切った状態で、接続した外部機器の音をモニター、または録音すると、音が歪
むことがあります。本機の電源を入れた状態でご使用ください。

DIGITAL SIGNAL

DVD/LD

OPTICAL
COAXIAL

CD

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

TAPE/MD

DVD/LD

TV/DBS

SIGINAL
GND

V DIGITAL
RF SIGNAL

AUDIO SIGNAL

EXTERNAL DECODER INPUT

PHONO

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

TAPE/MD

MAIN

SURROUND

SUB WOOFER CENTER

DVD/LD

TV/DBS

IN

OUT

IN

VCR 1

VCR 2

OUT

TUNER

AUDIO SIGNALレコードプレーヤー�

出力コード� アース線�
CDプレーヤー�

FM/AMチューナー�

LINE OUT

LINE OUT

MDまたはテープデッキ�

LINE OUT LINE IN

接
続
の
し
か
た
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AUDIO SIGNAL

EXTERNAL DECODER INPUT

PHONO

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

TAPE/MD

MAIN

SURROUND

SUB WOOFER CENTER

DVD/LD

TV/DBS

IN

OUT

IN

VCR 1

VCR 2

OUT

TUNER

AUDIO SIGNAL VIDEO SIGNAL
S VIDEO

DVD/LD

TV/DBS

IN

OUT

IN

VCR 1

VCR 2

OUT

MONITOR
OUT

S VIDEO

VIDEO

COU

PRE
OUT

M音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

S
映
像
出
力
�

TV/DBSチューナー�

モニター�
（テレビまたは�
プロジェクター）�

S映像入力�映像入力�
S
映
像
出
力
�

映
像
出
力
�

音
声
出
力
�

LDプレーヤー、�
DVD/LDコンパチブルプレーヤー�
またはDVDプレーヤー�

ビデオ機器の接続

● ビデオ機器のデジタル接続はP.14を参照してください。

■ LD, TV/DBS, MONITOR OUTの接続 .............................................................................................
V DIGITAL RF SIGNAL入力端子についてはP.17を参照してください。

メモ

モニターとしてワイドテレビを接続して画面がワイドにならない
場合は、ワイドテレビ側の画面モードの設定を「ワイド」に切り替
えてください。

接続のしかた

MONITOR OUT端子からは、映像信号だけ
が送り出されます。
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AUDIO SIGNAL

EXTERNAL DECODER INPUT

PHONO

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

TAPE/MD

MAIN

SURROUND

SUB WOOFER CENTER

DVD/LD

TV/DBS

IN

OUT

IN

VCR 1

VCR 2

OUT

TUNER

AUDIO SIGNAL VIDEO SIGNAL
S VIDEO

DVD/LD

TV/DBS

IN

OUT

IN

VCR 1

VCR 2

OUT

MONITOR
OUT

S VIDEO

VIDEO

COU

PRE
OUT

M

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

音
声
入
力
�

映
像
入
力
�

S
映
像
出
力
�

S
映
像
入
力
�

1台目のVCR

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

音
声
入
力
�

映
像
入
力
�

S
映
像
出
力
�

S
映
像
入
力
�

2台目のVCR

■ VCR 1, VCR 2の接続 ........................................................................................................................

S-VIDEO端子について

接続のしかた

S-VIDEO信号は、ビデオ信号（コンポジット信号）を「輝度を表す信号：Y信号」と「色

を表す信号：C信号」に分けて伝送する方式です。S-VIDEO端子で接続すると映像信

号をロスなく伝えることができ、より美しい映像で録画／再生が行えます。

S-VIDEO端子に接続した機器の操作は、その機器の取扱説明書を参照してください。

ご注意
● S-VIDEO端子の接続には、専用のSビデオケーブルを使用してください。
● 本機の「S-VIDEO端子」と「VIDEO端子（ピンジャック）」は独立しています。ピンジャッ
クから入力された信号は、ピンジャックから出力され、S-VIDEO端子から入力された信
号は、S-VIDEO端子から出力されます。

S VIDEO

接
続
の
し
か
た
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DIGITAL SIGNAL

DVD/LD

OPTICAL
COAXIAL

CD

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

TAPE/MD

DVD/LD

TV/DBS

SIGINAL
GND

V DIGITAL
RF SIGNAL

AUDIO SIGNAL

EXTERNAL DECODER INPUT

PHONO

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

TAPE/MD

MAIN

SURROUND

SUB WOOFER CENTER

DVD/LD

TV/DBS

IN

OUT

IN

VCR 1

VCR 2

OUT

TUNER

AUDIO SIGNAL

ドルビーデジタルRF出力�
 (LDディスクのドルビー�
  デジタルRF信号)

DIGITAL OUT（光）�

D
IG
IT
A
L 
O
U
T（
光
）
�

DIGITAL IN（光）�

MDまたはテープデッキ�

DIGITAL OUT�
（光）�

DIGITAL OUT�
（同軸）�

CDプレーヤー�

DIGITAL OUT�
（光）�

TV/DBSチューナー�

LDプレーヤー、�
DVD/LDコンパチブルプレーヤー�
またはDVDプレーヤー�

接続のしかた

デジタル対応機器の接続

防塵キャップについて
メモ

● CDでは、COAXIAL端子とOPTICAL端子から同時にデジタル信号が入力
されると、COAXIAL端子からの入力信号を優先します。

● インプットモードが“AUTO”で、デジタル信号とアナログ信号が同時に入
力された場合の入力信号は、ドルビーデジタルRF（ドルビーデジタル対応
のLDのみ）→デジタル（COAXIAL→OPTICAL［CDのみ］）→アナログの優
先順位で自動選択されます。デジタル信号を無視して、アナログ信号に固定
することもできます。DVD/LDの場合、「ドルビーデジタルRF固定」「DTS
固定」「デジタル固定」「アナログ固定」に変更することができます。CD、
TAPE/MD、TV/DBSでは、「DTS固定」または「アナログ固定」に変更する
ことができます。（P.38参照）

● 本機のDIGITAL SIGNAL（OPTICAL）端子は、EIAJ規格に基づいて設計さ
れています。EIAJ規格を満たさない光ファイバーケーブルを使用すると、正
常に動作しないことがあります。

● REC OUTのデジタルとアナログは独立しているため、アナログ信号はアナ
ログ端子に、デジタル信号はデジタル端子にのみ出力されます。デジタルと
アナログ両方の入出力端子があるMDなどを接続する場合は、両端子ともつ
なぐことができます。

● 接続が終了したら、配線が正しいか、もう一度確認してください。

光ファイバーケーブルを接続する場合は、

OPTICAL端子に付いているキャップを抜い

てから接続してください。また、抜いた

キャップは大切に保管し、端子を使用しな

い場合は必ずキャップを差し込んでくださ

い。（ほこりなどの侵入を防ぎます。）

● 本機は、アナログ端子の他にデジタル信号をダイレクトに接続できるデジタル端子（COAXIAL

［同軸］／OPTICAL［光］）を装備しています。（デジタル端子はPCM/ドルビーデジタル/DTS兼

用です。）

COAXIAL端子に接続する場合はピンプラグコード（市販）を、OPTICAL端子に接続する場合は

光ファイバーケーブル（市販）を使用してください。

防塵キャップ�
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6（5.1）チャンネル外部デコーダー入力端子の接続

● EXTERNAL DECODER INPUT端子に6（5.1）チャンネル外部デコーダーを接続することがで

きます。インプットセレクターで選択した映像とEXT. DECODERキーで選択した外部デコー

ダーの6チャンネル音声を楽しめます。

● 6チャンネル外部デコーダーまたは多チャンネル対応DVDプレーヤーを接続した場合は、必ず

接続端子に対応したスピーカー（メイン L/R、リア L/R、センター、サブウーファー）を設置し

てください。

● 外部デコーダー入力の音声には、本機の音場効果はかかりません。

接続のしかた

デコーダー内蔵の多チャンネル対応DVDプレーヤーを接続する場合

DVDプレーヤーの多チャンネル音声出力端子を本機のEXTERNAL DECODER INPUT

端子に直接つなぎます。

ハイビジョンテレビやMUSEデコーダーのディスクリート音声（3.1）も接続できます。

ハイビジョンテレビ（デコーダー）の音声L、R出力およびセンター出力を本機のMAIN L、

R 入力端子およびCENTER 入力端子に接続します。

サラウンド出力がステレオの場合は、市販のピンプラグケーブルを使って、本機の

SURROUND L、R入力端子に接続します。（サラウンド出力がモノラルの場合は、市販

の1P→2P分岐ピンプラグケーブルを使って本機のSURROUND L、R入力端子に接続

します。）

サブウーファー出力について：

ハイビジョンテレビやMUSEデコーダーなどの3.1ディスクリート音声端子にはサブウー

ファー出力がありませんが、メインスピーカーのL、R端子にサブウーファーを接続する

と、メインチャンネルの低音域をサブウーファーから出力することができます。接続につ

いては、サブウーファーの取扱説明書をご覧ください。

DIGITAL SIGNAL

DVD/LD

OPTICAL
COAXIAL

CD

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

TAPE/MD

DVD/LD

TV/DBS

SIGINAL
GND

V DIGITAL
RF SIGNAL

AUDIO SIGNAL

EXTERNAL DECODER INPUT

PHONO

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

TAPE/MD

MAIN

SURROUND

SUB WOOFER CENTER

AUDIO SIG

外部デコーダー�DVDプレーヤーなど�

メイン出力�

出力� 入力�

サブウーファー出力�

センター出力�

リア（サラウンド）出力�

接
続
の
し
か
た
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6（5.1）チャンネル音声について

● 映画の音響システムを家庭で楽しむ際は、家庭でもそれに応じ
た再生システムを構築しなければなりません。従来の劇場用ド
ルビーステレオの場合は、ドルビー・プロ・ロジックという家
庭用の規格［前方左右＋前方中央＋後方＝計4チャンネル］が用意
されました。そして、劇場用ドルビーデジタルに対して、家庭
用に生まれた規格が“ドルビーデジタル”や“DTS（デジタルシア
ターシステムズ）の”［前方左右＋前方中央＋後方左右＋低域効果
音（LFE：0.1チャンネル）＝計5.1チャンネル］です。

本機はドルビーデジタルおよびDTSデコーダーを搭載し、さ
らにドルビーデジタルRF信号を直接LDプレーヤーおよび
DVD/LDコンパチブルプレーヤーから入力するためのV

DIGITAL RF SIGNAL入力端子を装備していますので、ドル
ビーデジタルおよびDTSソフトをそれぞれのサラウンドサウ
ンドシステムならではの臨場感にあふれた再生でお楽しみいた
だけます。

● LFE：0.1チャンネルについて
ドルビーデジタルやDTSで初めて家庭に導入されたLFEは、
特殊な低域効果音、あるいは5チャンネル部に収録しきれない
部分の低域音として使用されます。ただし「LFEチャンネルだ
けが、ドルビーデジタルやDTSのサブウーファー用信号では
ない」ということに注意が必要です。図のように、全チャンネ
ルフル帯域化により、各5チャンネルには、それぞれの方向情
報を持った低域成分が含まれており、この低域をバランスよく
再生することが、映画サラウンドでの最重要課題となります。
本機では、低域再生をよりよく行えるように、スピーカーに応
じた設定が可能になっています。（P.29～32参照）また、バラ
ンスよく再生した上で、システムの低域能力に応じてLFE量を
調整することも可能です。（P.63、64参照）

S S

L C R

LS RS

SW
L C R

接続のしかた

ドルビー・プロ・ロジック ドルビーデジタルおよびDTS
2 記録チャンネル数 5.1

4 再生チャンネル数 5.1

前方左右＋
再生チャンネル構成

前方左右＋前方中央
前方中央＋後方 ＋後方左右＋低域効果音

マトリックス処理、
音声処理

ディスクリート処理、
ドルビー・サラウンド ドルビーデジタルまたは

DTSエンコード、デコード

16ビット 信号処理ビット数 20ビット

7kHz
サラウンド音声の

20kHz高域再生限界

■ ドルビーデジタルとDTS(デジタルシアターシステムズ）.................................................................

ドルビーデジタルとDTSは、今日、私たちが家庭で体験できる5.1チャンネルサラウンド

サウンドシステムの双璧を成しています。両者のあいだには、エンコード時のデータ圧縮

の違いなどはありますが、5.1チャンネル音声を基本とした優れたオーディオパフォーマ

ンスの再現において、ほとんど差異は認められません。ドルビーデジタル、DTSにかか

わらず、それぞれのソフト作成者の意図により（各チャンネルにどの音を割り当てるかな

ど）数々の特長を持った個性あるソフトが生み出されています。本機ではドルビーデジタ

ルデコーダーとDTSデコーダーの両方を搭載したことにより、ドルビーデジタル対応お

よびDTS対応を問わずそれぞれのディスクの特長を生かしたオーディオパフォーマンス

を体験できます。

LOW HIGH

LOW HIGH

LOW HIGH

LOW HIGH

LOW

～120Hz

L

C

R

RS

LS

LFE

HIGH
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DVD/LD

V DIGITAL
RF SIGNAL この端子はレーザーディスクソース専用端子です。

本機に接続するLDプレーヤーまたはDVD/LDコンパチブルプレーヤーに、ドルビーデジタルRF出力端
子がある場合は、本機のV DIGITAL RF SIGNAL DVD/LD入力端子と接続します。（ドルビーデジ
タルRF信号とデジタル／アナログ信号を同時に入力した場合、ドルビーデジタルRF信号が最優先され
ます。）

入力モードの設定により以下の入力信号を選択できます。（P.38参照）

V DIGITAL RF SIGNAL入力について

接続のしかた

入力モード 入力信号の優先および固定

AUTO ドルビーデジタルRF優先

ドルビーデジタルRF入力
↓ドルビーデジタル信号の入力なし

デジタル入力
↓デジタル信号の入力なし

アナログ入力

D. D. RF ドルビーデジタルRF固定

DTS DTSデジタル固定

DGTL デジタル固定

ANALOG アナログ固定

ドルビーデジタルRF信号を再生する場合は、入力
モードを“AUTO”または、“D. D. RF（固定）”に設定
してください。

メモ

ドルビーデジタルRF信号はREC OUT出力されませ
ん。DVD/LDを録音／録画する場合は、DVD/LDの
OPTICALデジタル端子およびAUDIOアナログ端子
も同時に接続してください。

ご注意

ドルビーデジタルRF出力端子付のLDプレーヤーま
たはDVD/LDコンパチブルプレーヤーを本機に接続
しても、通常のLDディスク（ソフト）ではドルビーデ
ジタル再生になりません。ドルビーデジタル対応の
ディスク（ソフト）を再生してください。

DTS信号の入力について

デジタル出力を持つCDプレーヤー、LDプレーヤーおよびDTS対応DVDプレーヤーを本機のデジタル入力端子に接続するだけ

でDTS対応ディスクをお楽しみいただけます。本機はこれらのDTS信号を自動識別し、CDまたはLDのDTS信号を入力すると

通常赤色の インジケーターが点灯し、DVDのDTS信号を入力すると通常オレンジ色の インジケーターが点灯します。

※ CDまたはLDのDTS再生において、オレンジ色のインジケーターが点灯することがあっても支障ありません。（P.78参照）

DTS対応ディスクを再生するために特別な操作は必要ありませんが、入力モードの設定によりDTS信号の優先／固定を選択で
きます。（P.38参照）

ご注意
● DTS対応のCDやLDを“AUTO”の設定で再生すると、本機がDTS信号を識別するまで短時間のあいだノイズが発生します。ノイ
ズの発生を避けるには、“DTS”に設定してください。

● DTS対応のCDやLDを“ANALOG”の設定で再生すると、DTSエンコード信号をそのまま再生するためノイズが出力されます。DTS
ソースを再生するときは必ずデジタル入力端子に接続し、“AUTO”または“DTS”に設定してください。

● デジタル出力のレベルが調整できるCDプレーヤーなどでDTS対応ソフトを再生する場合は、出力レベルを最大またはニュート
ラル（フラット）にします。これは、DTSデータをエラーなく本機に出力させるためです。この操作を行わないと、DTS対応ソフト
は再生できないので注意してください。

● 一部のプレーヤーでは、本機とデジタル接続をしてもDTS再生ができない場合があります。プレーヤーのデジタルアウトデータに
何らかの処理がされている場合、通常のデジタル音声ではわずかな音量差やわずかな周波数特性差にしかならない処理でも、DTS
データではエラーを生じ、再生ができなくなるからです。

● DTS対応のLDやCDの再生中に、状況によってはプレーヤーのデジタル出力にエラーが生じることがあり、“INPUT DATA ERR”
と表示されます。この場合、再生を止め、プレーヤーの電源を入れ直してください。

入力モード 入力信号の優先および固定

AUTO DTSデジタル優先

DTS DTSデジタル固定

接
続
の
し
か
た
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OUTPUTLER
FRONTCENTER

SUB
WOOFER

MAIN
IN

N REAR
(SURROUND)

SPEAKERS

CENTER

+ ++

FRONT REAR

(SURROUND)

– ––

+

–

A MAIN+ – – + A

B B

MIN. /SPEAKER: 6CENTER
MIN. /SPEAKER: 6FRONT
MIN. /SPEAKER: 6REAR

MIN. /SPEAKERA OR B :  6 MIN. /SPEAKERA+B:12

センター�
スピーカー�

フロント�
エフェクト�
スピーカー�
（右）�

フロント�
エフェクト�
スピーカー�
（左）�

リア�
エフェクト�
スピーカー�
（右）�

リア�
エフェクト�
スピーカー�
（左）�

メイン�
スピーカー�
A（右）�

メイン�
スピーカー�
B（右）�

メイン�
スピーカー�
A（左）�

メイン�
スピーカー�
B（左）�

10mm

スピーカーコード�

バナナプラグ�

スピーカーコード先端の絶縁部を10mm位はがします。ショートを防ぐために、芯線

をしっかりとよじります。スピーカー端子を左に回してゆるめ、スピーカー端子の穴に

スピーカーコードを差し込み、スピーカー端子を右に回して締め付けてください。

市販のバナナプラグを使用する場合は、端子を強く締めてから差し込んでください。

● 本機の接続は、7スピーカーシステムを主にして説明しています。サブウーファーの接続は、P.19をご覧ください。

● 接続する際に、右チャンネル（R）、左チャンネル（L）、“＋”（赤）、“－”（黒）を確認して正しく接続してください。極性（＋／－）

を間違えて接続した場合、不自然な再生音になります。

● スピーカーコードを接続する場合、ショートしないように注意してください。ショートした状態で電源を入れると、保護回路

が働いて自動的に電源が切れますが、故障の原因になる恐れがあります。

● 接続するスピーカーのインピーダンスは6Ω以上のものを使用してください。メインスピーカーAとBを同時に使う場合は、

インピーダンスが12Ω以上のスピーカーを接続してください。それ以下のインピーダンスのスピーカーを使用すると、故障

する恐れがあります。

スピーカーの接続

スピーカーコードの接続

● 正しいバランスでサラウンド再生を楽しんでいただくために、メイン、センター、リア・エフェクト、フロント・エフェクト

に（性能の）異なるスピーカーを使用する場合は、本機内蔵のテストトーンによってレベルを合わせてください。（P.33参照）

接続のしかた
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OUTPUTCOUPLER
FRONTCENTER

SUB
WOOFER

MAIN
IN

PRE
OUT

MAIN REAR
(SURROUND)

他のアンプとの接続

● スピーカー出力をパワーアップする場合や、お手持ちのアンプを使用する場合などは、COUPLER出力端子およびOUTPUT

端子に外部パワーアンプ（プリメインアンプ）を接続してください。アンプ内蔵のサブウーファーも、SUB WOOFER

OUTPUT端子に接続します。

メイン カプラー

MAIN COUPLER端子
PRE OUT：メインL, Rチャンネルの出力端子（プリアウ

ト）です。外部のパワーアンプ（プリメインア

ンプ）を接続して、メインスピーカーを駆動す
る場合に使用します。

MAIN IN ： 本機のメイン用パワーアンプの入力端子です。

ご注意

MAIN IN端子に入力信号がない場合、本機のMAIN
SPEAKERS端子および、PHONES端子からは出力されま
せん。

センター アウトプット
CENTER OUTPUT端子
OUT：センターチャンネルの信号を出力します。外部のパ

ワーアンプ（プリメインアンプ）を接続して、セン
タースピーカーを駆動する場合に使用します。

MAIN COUPLER端子を使用するとき
は、ジャンパーピンを外します。（外し
たジャンパーピンは保管してくださ
い。）また、これらの端子を使用しない
場合は、必ずジャンパーピンを差し込
んだ状態で使用してください。イラス
トを参考に、絶対に他の端子に差し込
まないように注意してください。

ジャンパーピンについて

サブ ウーファー アウトプット
SUB WOOFER OUTPUT端子
サブウーファーを使用して、重低音を補強する場合に使用します。
全チャンネル（LFE信号を含む）をミックスして、90Hz以下の低域信
号を出力します。ただし、EXTERNAL DECODER INPUTのSUB
WOOFER端子から入力した信号は、そのまま出力されます。

ご注意

EXTERNAL DECODER INPUT端子に接続した機器を再生する
ときは、サブウーファーを必ずSUB WOOFER OUTPUT端子に接
続してください。

メモ
●サブウーファーのスピーカーレベル調整については、P.40を参照
してください。

●セットメニュー「1D. LFE/BASS OUT」の設定によっては、SUB
WOOFER OUTPUT端子から出力されないチャンネルの信号が
あります。（P.31参照）

接続のしかた

フロント アウトプット
FRONT OUTPUT端子
フロント・エフェクトチャンネルの信号を出力します。外部のパ
ワーアンプ（プリメインアンプ）を接続して、フロント・エフェク
トスピーカーを駆動したい場合に使用します。
リア サラウンド アウトプット

REAR (SURROUND) OUTPUT端子
リア・エフェクトチャンネルの信号を出力します。外部のパワー
アンプ（プリメインアンプ）を接続して、リア・エフェクトスピー
カーを駆動したい場合に使用します。

接
続
の
し
か
た
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■ 接続図 ....................................................................................................................................................

● 本機のOUTPUT端子は、パワーアンプのINPUT端子、またはプリメインアンプのAUX（MAIN IN）端子と接続します。

● 機器によって端子名などが異なる場合があります。接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

接続のしかた

VIDEO SIGNAL
S VIDEO

DVD/LD

TV/DBS

IN

OUT

IN

VCR 1

VCR 2

OUT

MONITOR
OUT

S VIDEO

VIDEO

OUTPUTCOUPLER
FRONTCENTER

SUB
WOOFER

MAIN
IN

PRE
OUT

MAIN REAR
(SURROUND)

SPEAKE

CENTER

+ ++

FRONT

– ––

+

–

A MA+ –

B

MIN. /SPEAKER: 6CENTER
MIN. /SPEAKER: 6FRONT
MIN. /SPEAKER: 6REAR

MIN. /SPEAKEA OR B :  6

アンプ内蔵�
サブ�

ウーファー�

AUX/MAIN INPUT

AUX/MAIN INPUT

AUX/MAIN INPUT AUX/MAIN INPUT

 INPUT

メイン用�
パワーアンプ�

（プリメインアンプ）�

センター用�
パワーアンプ�

（プリメインアンプ）�

フロント・エフェクト用�
パワーアンプ�

（プリメインアンプ）�

リア・エフェクト用�
パワーアンプ�

（プリメインアンプ）�
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AC OUTLETS
SWITCHED

100W
MAX.

TOTAL

電源コードの接続

● 接続が終了したら、配線が正しいか、もう一度確認してください。

■ SWITCHED AC OUTLETS（電源供給コンセント）

本機のPOWERスイッチと連動しています。合計で消費電力

100Wまでのオーディオ機器を接続し、電源を供給することがで

きます。

■ 電源コード

すべての接続が終わったら、家庭用AC100V、50/60HzのAC

コンセントに電源プラグを接続してください。本機の消費電力は

360Wです。

接続のしかた

接
続
の
し
か
た
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PHONES BASS
EXTENSION

TONE
BYPASS

ON OFF

0
BASS
1 1

2 2

3 3

4 4

5– 5 +

0
TREBLE

1 1
2 2

3 3

4 4

5– 5 +

0
BALANCE

1 1
2 2

3 3

4 4

5L 5 R

SOURCE
REC OUT

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER

VCR 2 PHONO

VIDEO AUX

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-A2 CINEMA DSP 7ch
DOLBY

D I G I T A L

STANDBY/ON

POWER

INPUT MODE

INPUT SELECTOR VOLUME

16
20 12

28 8

40 4

60 2

0
–dB

S VIDEO VIDEO
VIDEO AUX

L RAUDIO

A
SPEAKERS

B – +SET MENU NEXT EXT. DECODER EFFECT PROGRAM

V DIGITAL

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER
VCR 2 PHONO
V-AUX

SLEEP

V PRO LOGIC
DSP

SPEAKERS
A B

MOVIE THEATER 1
70mm Spectacle 

シーリングパネル�
パネル下部を軽く押すと開きます。�

各部の名称とはたらき
フロントパネル

パワー スタンバイ オン

POWER STANDBY/ONスイッチ
本機の電源を入り／切りします。電源を入れるときは、ボ

リュームつまみを必ず最小の位置にします。

ご注意

電源を入れてから数秒間は本機のミューティング機能により
音が出ません。

リモコン受光窓
付属リモコンのコントロール信号（赤外線）を受光します。

スピーカーズ

SPEAKERS A/Bインジケーター
SPEAKERSスイッチで選択したスピーカーのインジケー

ターが点灯します。

プロセッサーインジケーター
DTS（赤色 ：CDまたはLD、オレンジ色 ：

DVD）／ドルビーデジタル／ドルビー プロ・ロジック デ

コーダーの動作中、DSP音場処理中にそれぞれのインジ

ケーターが点灯します。

メモ

LDコンパチブルプレーヤーでDVDやビデオCDなどを再生し
たあとでDTS対応LDを再生した場合、オレンジ色の イ
ンジケーターが点灯することがありますが支障ありません。

ディスプレイ
プログラムの名称や、パラメーターなどの動作状況を表示

します。

入力ソースインジケーター
インプットセレクターで選んだソースの または インジ

ケーターが点灯します。

スリープ

SLEEPインジケーター
スリープタイマーの動作中に点灯します。

インプット モード

INPUT MODEキー
VCR1、2、VIDEO-AUX、TUNER、PHONO、EXT.
DECODER以外の入力の優先／固定モードを切り替える
キーです。DVD／LD入力時は、AUTO／D. D. RF固定／
DTS固定／DIGITAL固定／ANALOG固定の切り替えにな
り、その他の入力時は、AUTO／DTS固定／ANALOG固
定の切り替えになります。（P.38参照）

ご注意

赤色 インジケーター点灯中は、入力モードの変更はでき
ません。

インプット セレクター

INPUT SELECTOR
再生するソースを選択します。（P.37参照）
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バス エクステンション

BASS EXTENSION ON/OFFスイッチ
スイッチを押してONにすると、メインL, Rの低域を＋6dB
（50Hz）強調することができます。

トーン バイパス

TONE BYPASS ON/OFFスイッチ
スイッチを押してONにすると、音声信号はトーンコント

ロール回路をバイパスしてフラットな特性で出力されま

す。

バス トレブル

トーンコントロール（BASS/TREBLE）
メインL, Rとセンターの低音域／高音域を調整します。
BASS： 低音域を調整します。右（＋）に回すと低音域が

強調され、左（－）に回すと減衰されます。0の
位置でフラットな特性になります。

TREBLE：高音域を調整します。右（＋）に回すと高音域が
強調され、左（－）に回すと減衰されます。0の
位置でフラットな特性になります。

ご注意
● トーンコントロールは、メインL, Rチャンネルだけにはたら
き、センターチャンネルとエフェクト（フロント／リア）チャ
ンネルにははたらきません。

● トーンコントロールにより、メインL/Rを極端にブースト（増
強）、またはカット（減衰）した場合、フロントとリア（エフェ
クト）との音のつながりが悪くなることがあります。

バランス

BALANCEコントロール
メインL, Rのバランスを調整します。0を基準にL側に回す
ほどR側の音が小さくなり、R側に回すほどL側の音が小さ
くなります。

ご注意

BALANCEコントロールは、メインL, R信号だけにはたらき、
エフェクト信号にははたらきません。ただし、スピーカーモー
ドの「1E. SYS. SETUP」（システムセットアップ）が5chの
場合は、メインチャンネルに含まれるフロントエフェクト信号
のバランスも調整されます。

レック アウト

REC OUTセレクター
録音や録画するソースを選択します。（P.53参照）

ビデオ　エイユーエックス

VIDEO AUX端子
ビデオなどを接続する予備入力端子です。
S-VIDEO ： Sビデオ出力を接続します。
VIDEO ： ビデオ出力を接続します。
AUDIO L, R： オーディオ出力（音声）を接続します。オー

ディオ出力がモノラルの場合は、L, Rどち
らかの端子に接続するか、市販のモノラル
→ステレオ変換ケーブルを使用します。

ボリューム

VOLUMEつまみ／インジケーター
全体の音量を調節します。右に回すと音量が大きくなり、
左に回すと小さくなります。ミューティング中はインジ
ケーターが点滅します。

スピーカーズ

SPEAKERSスイッチ
本機に接続されたメインスピーカーA・Bを選択します。

A・B両方のスイッチをONにすると、A・B両方のメイン

スピーカーから音が出ます。

● SPEAKERSスイッチをON/OFFするときは、音量を

絞ってください。

セット  メ ニュー

SET MENU＋／－キー
セットメニューの設定に使います。（P.62参照）

ネクスト

NEXTキー
セットメニューを呼び出します。（P.62参照）

エクスターナルデコーダー

EXT. DECODERキー
EXTERNAL DECODER INPUT端子につないだ機器を選
択します。6チャンネルディスクリート音声が楽しめま
す。

エフェクト

EFFECTキー
音場プログラムの効果を入り／切りします。OFFの状態で
は通常のステレオ再生になり、センタースピーカーとエ
フェクトスピーカー（フロント／リア）からの音は出ませ
ん。（ドルビーデジタルおよびDTS再生では、すべての
チャンネルをL, Rに合成します。）

ご注意

EXT. DECODER入力を選んでいるときは、EFFECT ON/
OFFにかかわらず音場効果はかかりません。

プログラム

PROGRAM ／ キー
ドルビー プロ・ロジック サラウンド効果をはじめとする
12種類の音場プログラム、および36のタイプを選択しま
す。“ ”／“ ”キーを押すと、音場プログラム（タイプ）
が順送り／逆送りされます。

ご注意

EFFECT OFF状態では音場プログラムは選べません。音場プ
ログラムを選ぶには、EFFECTキーを押して「EFFECT OFF」
表示を消します。

フォーンズ

PHONES端子
ヘッドホンを接続します。メインL/Rの音が出力されま
す。ヘッドホンだけで聴くときは、SPEAKERSスイッチ
A、BともOFFにし、EFFECTもOFFにしてください。
深夜のプライベートリスニングの際は、ヘッドホンのご使
用をおすすめします。

ご注意

MAIN COUPLERのPRE OUT端子に外部パワーアンプを接
続している場合（MAIN IN端子に入力信号がない場合）、
PHONES端子から音は出ません。

各部の名称とはたらき

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き
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REMOTE CONTROL
TRANSMITTER

TAPE/MD

CD

TUNER

VCR 1

DVD/LD

PHONO

V-AUX

EXT. DEC.

TV/DBS

VCR 2

TV

VCR
STANDBY

SYSTEM
POWER ON

MUTE
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OPERATION
CONTROL

EFFECT
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BA
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VCR 1

B

DVD/LD

PHONO

EXT. DEC.

EFFECT

ON/OFF
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C

DIR

DISCSTOP

TRANSMIT
/LEARN

LEARNCLEAR MACRO

PRESET A/B/C/D/E

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 12

PARAMETER

SET MENU

SLEEP ON SCREEN

LEVEL

TEST

MASTER VOLUME

TV

VCR
STANDBY

SYSTEM
POWER ON

10

MUTE

REMOTE CONTROL
TRANSMITTER
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G

H
T

M
A

C
R
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Q

U
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K
O

F
F

S
LO

W

カバー開閉認識スイッチ�

各部の名称とはたらき

リモコン

カバー�カバーは360度回転します。

ご注意

カバーを閉めるときは、最初にサイド側のヒンジをカチッと音
がするまで押し込んでから、カバーを閉めます。
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各部の名称とはたらき

送受信窓
リモコンのコントロール信号を送信・受信します。

マクロマーク
マクロ機能のあるキーを示します。

トランスミット ラーン

TRANSMIT/LEARNインジケーター
リモコン操作時に点灯します。　

また、ラーニング中、消去中は点滅/点灯します。

インプットセレクター
再生するソースを選択します。

 キー
リモコンのカバーを閉めた状態で、ヤマハのLDプレーヤー

を操作するときに使います。 キーを押してから、オペ

レーションコントロールキーで操作します。

「空き」キーとしてリモコン信号をラーニングすることもで

きます。

ご注意

このキーにはインプットセレクターの機能はありませんので
入力を切り替えることはできません。

エフェクト

EFFECTキー
音場効果をオン/オフします。

オペレーション コントロール

OPERATION CONTROLキー

カバーを閉じたとき

インプットセレクターで選んだ機器の基本的な操作ができ

ます。

ご注意

ヤマハ以外の機器は、ラーニング後にリモコン操作できます。
　　

カバーを開けたとき

カーソルキー（∧、∨、＋、ー）として働きます。

パラメーターまたはセットメニューを選び、設定するとき

に使います。

ミュート

MUTEキー
押すと音量が下がります。もう一度押すと、もとの音量に

戻ります。また、SLEEP、ON SCREEN、カーソル

キー、 ゾーン／ ゾーン／ ゾーンコントロール

キー、SYSTEM POWER ONキー以外のどのキーを押し

てももとの音量に戻ります。

ミュート中は本体のVOLUMEつまみのインジケーターが

点滅します。

マスター ボリューム

MASTER VOLUMEキー
∧キーを押すとスピーカーシステム全体の音量が大きくな

り、∨キーを押すと小さくなります。

システム パワー オン／スタンバイ

SYSTEM POWER ON/STANDBYキー
本体の電源を入れるときはSYSTEM POWER ONキー

を、電源を切るときはSTANDBYキーを押します。

TV、VCRキー
「空き」キーです。ラーニング後に使うことができます。

クリア

CLEARボタン
ラーニング内容を消去するときに押します。

ラーン

LEARNボタン
ラーニングするときに押します。

マクロ

MACROボタン
マクロ設定するときに押します。

 ゾーンコントロールキー
ヤマハのリモートコントロール対応テープデッキの操作信

号がエリアAに、MDの操作信号がエリアCにプリセットさ

れています。テープデッキを操作するときはA/B/Cスイッ

チをAに、MDを操作するときはCにします。

REC/PAUSE：録音待機状態になります。

A/B： ダブルデッキのデッキAとデッキBを切り

替えます。（テープデッキのみ）

PLAYw： 再生を始めます。

a： 再生または録音を停止します。

e： e方向に早送りします。（MDでは曲の頭

にもどります。）

r： r方向に早送りします。（MDでは次の曲

の頭に進みます。）

DIR A： デッキAのテープ走行方向を選択します。

（テープデッキのみ）（または、オートリ

バーステープデッキのテープ走行方向を

選択します）

DIR B： デッキBのテープ走行方向を選択します。

（テープデッキのみ）

ご注意

VCR 1およびVCR 2は、ラーニング後にリモコン操作できま
す。　　

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き
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 ゾーンコントロールキー
ヤマハのリモートコントロール対応CDプレーヤーの操作信

号がエリアAに、DVDプレーヤーの操作信号がエリアB

に、LDプレーヤーの操作信号がエリアCにプリセットされ

ています。CDを操作するときはA/B/CスイッチをAに、

DVDを操作するときはBに、LDを操作するときはCにしま

す。

STOP： 演奏を停止します。（LDまたはDVDのみ）

DISC： ディスク番号を選びます。（CDチェンジャー

およびDVDチェンジャーのみ）

t： 曲／チャプターの頭に戻ります。

y： 次の曲／チャプターの頭に進みます。

PLAYw： 演奏を始めます。

j： 一度押すと一時停止、もう一度押すと停止し

ます。
e： 前方向に早送りします。
r： 後方向に早送りします。

ゾーンコントロールキー
ヤマハのリモートコントロール対応チューナーの操作信号が

プリセットされています。A/B/CスイッチをエリアAに設定

し、操作します。

PRESET －/＋： プリセットされた放送局を選局します。
A/B/C/D/E： プリセットのグループ(A/B/C/D/E)を

選択します。

ご注意

TV/DBSおよびV-AUX（本体前面のVIDEO AUX入力端子に
接続した機器）は、ラーニング後にリモコン操作できます。

音場プログラムキー
音場プログラムを選びます。

レベル

LEVELキー
スピーカーレベルの調整モードに入ります。

パラメーター セット メニュー

PARAMETER/SET MENUスイッチ
パラメーターモードとセットメニューモードを切り替えます。

テスト

TESTキー
押すとテストトーンを出力します。

スピーカーレベルを調整するときに使います。

スリープ

SLEEPキー
スリープタイマーを設定します。

各部の名称とはたらき

エリアインジケーター
A/B/Cスイッチで選ばれたエリアがオレンジ色で表示されま

す。

オンスクリーン

ON SCREENキー
テレビ画面に本機の操作状態や音場プログラムのパラメー

ター内容などを表示することができます。押すたびにフル

表示→ショート表示→表示オフが切り替わります。

A/B/Cスイッチ
エリアA、B、Cを切り替えます。

エリアAの位置にして操作する機器

ヤマハのテープデッキ： ゾーンのキーを使います。

ヤマハのCDプレーヤー： ゾーンのキーを使います。

ヤマハのチューナー： ゾーンのキーを使います。

エリアBの位置にして操作する機器

VCR 1： ゾーンのキーにラーニング

してから操作できます。

DVDプレーヤー： ゾーンのキーにラーニング

してから操作できます。（ヤマ

ハのDVDがプリセットされて

います。）

TV/DBS： ゾーンのキーにラーニング

してから操作できます。

エリアCの位置にして操作する機器

VCR 2： ゾーンのキーにラーニング

してから操作できます。（ヤマ

ハのMDがプリセットされてい

ます。）

LDプレーヤー： ゾーンのキーを使います。

（ヤマハのLDがプリセットされ

ています。）

VIDEO-AUX： ゾーンのキーにラーニング

してから操作できます。

メモ

音場プログラムキーはA、B、Cの各エリアで操作できます。

ライト

LIGHTボタン
ボタンを押すと、インプットセレクター、OPERATION

CONTROLキ ー、 、 、 マークが点灯し、数秒

後に自動的に消灯します。すぐに消したいときはもう一度

押します。

マクロ

MACROスイッチ
クイック スロー

マクロ機能を使うときに"QUICK" または"SLOW"の位置に
オフ

します。マクロ機能を使わないときは"OFF"の位置にしま

す。（P.47参照）
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リモコン�

30° 30° 6ｍ以内�

■ リモコンの電池の入れ方 ......................................................................................................................

リモコンの準備

リモコンの裏蓋を開けます。

付属の単3乾電池（2本）を、リモコンの電池ケース内の表示に従って、プラス（＋）と

マイナス（－）の向きを間違えないように、正しく入れます。

裏蓋を閉めます。（カチッと音がするまで押してください。）

乾電池についてのご注意
● リモコンの電池ケース内の表示に従って、プラス（＋）とマイナス（－）の向きを間違えない

ように、正しく入れてください。
● 消耗した乾電池は早めに交換してください。
● 新しい乾電池と、一度使用したものを混ぜて使用しないでください。
● 種類の異なる乾電池（アルカリとマンガンなど）を混ぜて使用しないでください。同じ形状

でも性能の異なるものがあります。
● 長い間乾電池を使わないときは、取り出しておいてください。液もれが起こったときは、

電池ケースについた液をよくふき取ってから新しい乾電池を入れてください。

乾電池の交換

乾電池が消耗すると、リモコンの操作可能距離が極端に短くなったり、キーを押しても

TARNSMIT/LEARNインジケーターが点滅しなくなったり、暗くなります。このような

場合は2本とも新しい乾電池に交換してください。
● 乾電池交換の際、電池を外したまま、しばらく（3分以上）放置すると、学習（記憶）した内容

が消えてしまうことがありますので、ご注意ください。
● 消耗した乾電池をそのまま入れておくと、学習した内容が消えてしまうことがあります。

このような場合は、乾電池を新しいものに交換して、再度学習させてください。
● 乾電池を交換した後に、必ずRESETキーをシャープペンシルの先などで押してから使用し
てください。（記憶した内容は消えません。）

RESET

リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本体の受光部に向けて正しく操作してく

ださい。
● 受光部を覆ったり、リモコンと受光部の間に障害物があると動作しません。
● 直射日光や強い照明（インバーター蛍光灯・ストロボライトなど）が、受光部に当たってい
ると、リモコンが動作しにくくなります。照明、または本機の向きを変えてください。

リモコンの取り扱い
● リモコンは丁寧に取り扱ってください。
● 水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。
● 下記のような場所には置かないよう、ご注意ください。
　・ストーブのそばや風呂場など、温度・湿度の高いところ。

　・ほこりの多いところ。

　・極端に寒いところ。

■ リモコンの使用範囲..............................................................................................................................

リ
モ
コ
ン
の
準
備
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≥  Europe Hall A

  INIT.DLY…………29ms

  ROOM SIZE…………1.0

  LIVENESS…………………5

  

P01  CONCERT HALL 1

P01  CONCERT HALL 1

     Europe Hall A

オンスクリーン・ディスプレイ
本機にモニター（テレビ、またはプロジェクター）を接続すると、本機の操作内
容などを映像に重ねて表示させることができます（オンスクリーン表示）。
セットメニューやパラメーターコントロールを設定する際にオンスクリーンを
利用すれば、項目や設定値が分かりやすく表示されるため、本体のディスプレ
イ表示に比べて大変便利です。

メモ
● 映像信号が入力されていないときはモニター画面は青色になります。
● オンスクリーン表示はREC OUTに出力されないので映像と一緒に録画されることはありま
せん。

電源を入れると、モニター画面、および本体のディスプレイに現在選択されている音

場プログラムが表示されます。

リモコンのON SCREENキーを押すと、表示フォーマットが

フル表示→ショート表示→表示OFF（DISPLAY OFF）→フル表示→…の順に切り替

わります。

ご注意

● S-VIDEOとVIDEOの両方を接続しているソースをインプットセレクターで選択し、さらに
MONITOR OUTにS-VIDEOとVIDEOの両方が接続されている場合、映像は両方に出力さ
れますが、オンスクリーンはS-VIDEO側に表示され、VIDEO側には表示されません。（映像
信号が入力されていない場合は、両方に表示されます。）

● セットメニューの「6. MEMORY GUARD」が“ON”になっているとオンスクリーン表示の
切り替えはできません。切り替えるときは、“OFF”に設定してください。

● コピーガード信号が入ったビデオソフトを再生したり、ノイズの多い映像信号を受信した
場合、オンスクリーンの表示がブレたり、ズレたりすることがありますが、本機の故障では
ありません。

オンスクリーン表示には次の3種類があります。

フル表示： 音場プログラムのパラメーターが、常にモニター表示されます。

音場プログラムのパラメーターについては、P.56「音場プログラムのパ

ラメーターを変更する」を参照してください。

ショート表示： 本体のディスプレイと同じ内容（操作状態）が、モニター画面の下に数秒

間表示された後、消えます。

表示OFF： モニター画面の下に「DISPLAY OFF」が表示された後、消えます。ON

SCREENキー以外のキーを操作しても何も表示されません。

メモ
● セットメニューやTEST DOLBY SUR.、TEST DSPは表示の種類にかかわらずモニター
表示されます。

●“フル表示”または“ショート表示”選択時、インプットセレクター／レベルコントロールな
どの操作は、本体ディスプレイと同じ内容が画面下に数秒間表示されます。

■ 表示の切り替え .....................................................................................................................................

■ 表示の種類 .............................................................................................................................................

フル表示例

ショート表示例

THEATER 1 THEATER 2 SURROUND

PARAMETER

SET MENU

SLEEP ON SCREEN

LEVEL

TEST

MASTER VOLUME

TV

SYSTEM
POWER ON

10 11 12
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“LRG   SML  NONE

1A. CENTER SP

ご使用になるスピーカーシステムに合わせて、6種類のスピーカーモード
（センタースピーカー／リアスピーカー／メインスピーカー／バスアウト／
フロントミックス／メインレベル）を設定します。セットメニューの「1.
SPEAKER SET」を呼び出し、各スピーカーモードの確認、および設定を
行ってください。

メモ

外部デコーダー入力のとき（「EXT. DECODER IN」表示）、スピーカーモード1A～1Eの設
定は出力に影響しません。メインスピーカーレベルのみが「1F. MAIN LEVEL」の設定に従っ
て出力されます。

スピーカーモードの設定

セットメニュー「1. SPEAKER SET」の設定内容

項目 設定内容 初期設定 可変範囲
センタースピーカー

1A. CENTER SP センタースピーカーの性能や有無に応じて、出力モードを選択します。 LRG LRG/SML/NONE

リアスピーカー
1B. REAR SP リアスピーカーの性能に応じて、出力モードを選択します。 LARGE LARGE/SMALL

メインスピーカー
1C. MAIN SP メインスピーカーの性能に応じて、出力モードを選択します。 LARGE LARGE/SMALL

エルエフイー バスアウト
1D. LFE/BASS OUT LFE/BASS（低音）信号を出力するスピーカーを選択します。 SW SW/MAIN/BOTH

システムセットアップ
1E. SYS. SETUP フロント・エフェクトスピーカーの有無に応じて、出力モードを選択します。 7ch 7ch/5ch

メインレベル
1F. MAIN LEVEL メインスピーカーレベルを選択します。 Normal Normal/－10dB

メモ

● セットメニュー2～8の詳細と、本体での操作はP.61を参照してください。
● セットメニューの「6. MEMORY GUARD」が“ON”になっているとメモリーガード以外のセットメニューの設定はできません。“OFF”
にしてから行ってください。

PARAMETER/SET MENUスイッチを“SET MENU”に合わせます。

カーソルキー“∨”または“∧”を押して、モニター画面、および本体のディスプレイを

「SET MENU 1. SPEAKER SET　Press +/- key!」表示に切り替えます。

（カーソルキー“∨”を押すと、1. SPEAKER SET→2. DLBY DGTL SET→……→

8. DIMMER→音場プログラム……の順に循環します。また、カーソルキー“∧”を押

すと、逆の順序で循環します。）

メモ

電源を切らない限り、前回選択したセットメニューから表示されます。電源を切るとセッ
トメニュー1から表示されます。

カーソルキー“＋”または“－”を押すと、モニター画面、および本体のディスプレイ

は、「1A. CENTER SP」に切り替わります。

スピーカーモードには1A～1Fの6種類があります。カーソルキー“∨”または“∧”を

押してスピーカーモードを選択し、“＋”または“－”で設定します。（6種類のスピー

カーモードの内容についてはP.30～32を参照してください。）

設定が終わったら、リモコンのPARAMETER/SET MENUスイッチを

“PARAMETER”に戻し、カーソルキー“∨”“∧”“＋”“－”のいずれかを押して、モニ

ター画面、および本体のディスプレイをプログラム表示に切り替えます。

メモ

TEST DOLBY SUR.、およびTEST DSP中に、スピーカーモードの設定を行うと、モニ
ター画面では、テストトーンが出ているスピーカーが点滅表示されます。

■ スピーカーモード（1A～1F）の設定方法 ............................................................................................

THEATER 1 THEATER 2 SURROUND

PARAMETER

SET MENU

SLEEP ON SCREEN

LEVEL

TEST

10 11 12

カーソルキー

PARAMETER/SET MENUスイッチ

セットメニュー「1.SPEAKER SET」画面

  1. SPEAKER SET

   Press +/- Key!

  

        SET MENU

1A. CENTER SPを選ぶと：↓

“を移動して設定する

ス
ピ
ー
カ
ー
モ
ー
ド
の
設
定
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“LRG   SML  NONE

1A. CENTER SP

■ 1A. CENTER SP（センタースピーカーモード）...............................................................................

使用するセンタースピーカーに合わせて、モード（LRG/SML/NONE）を選択します。
ラージ
LRG： センタースピーカーに大型のスピーカーを使用するモードです。

センターチャンネル信号の全帯域を、そのままセンタースピー

カーに出力します。
スモール
SML： センタースピーカーに小型のスピーカーを使用するモードです。

センターチャンネル信号の90Hz以下の低音域は、「1D. LFE/

BASS OUT」（P.31参照）で選択したスピーカーに出力します。
ノン

NONE： センタースピーカーを使用していないときのモードです。セン

ターチャンネル信号は、メインのL, Rスピーカーに同じレベルで

振り分けられます。

モニター画面には、センタースピーカーモードの状態がイラスト表示されます。

LARGEのとき、センタースピーカーは大型になります（観客3人）。SMALLのとき、セ

ンタースピーカーは小型になります（観客3人）。NONEのときはセンタースピーカーはな

くなり、観客も1人になります。センタースピーカーを使用することで画像と音像が一致

し、より多くの観客で楽しめることを表しています。

メモ

センタースピーカーをNONEに設定した場合のモニター画面は、他のスピーカーモードの設
定にかかわらず観客は1人になります。

ノン

■ 1B. REAR SP（リアスピーカーモード）............................................................................................

使用するリアスピーカーに合わせて、モード（LARGE/SMALL）を選択します。
ラージ

LARGE:リアスピーカーに大型のスピーカーを使用したり、リアスピーカーへサブ

ウーファーをスピーカーケーブル結線で接続して使用する場合（P.9参照）の

モードです。リアチャンネル信号の全帯域を、そのままリアスピーカーに出

力します。
スモール
SMALL: リアスピーカーに小型のスピーカーを使用するモードです。リアチャンネル（サ

ラウンド）信号の90Hz以下の低音域は、「1D. LFE/BASS OUT」（P.31参照）

で選択されたスピーカーに出力されます。

モニター画面には、リアスピーカーモードの状態がイラスト表示されます。LARGEのと

きリアスピーカーは大型になり、SMALLのときは小型になります。

スモール

ラージ

ラージ

スモール

 LRG  “SML  NONE

1A. CENTER SP

 LRG   SML “NONE

1A. CENTER SP

“LARGE    SMALL

1B. REAR SP

1B. REAR SP

 LARGE   “SMALL

スピーカーモードの設定
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■ 1C. MAIN SP（メインスピーカーモード）.........................................................................................

使用するメインスピーカーに合わせて、モード（LARGE/SMALL）を選択します。
ラージ
LARGE：メインスピーカーに大型のスピーカーを使用するモードです。メインL, Rチャ

ンネル信号の全帯域を、そのままメインL, Rスピーカーに出力します。
スモール
SMALL： メインスピーカーに小型のスピーカーを使用するモードです。メインL, Rチャ

ンネル信号の90Hz以下の低音域は、LFE/BASS OUT（下記参照）で選択され

たスピーカーに出力されます。

モニター画面には、メインスピーカーモードの状態がイラスト表示されます。LARGEのとき

メインスピーカーは大型になり、SMALLのときはメインスピーカーは小型になります。

メモ

“SMALL”設定時でも、LFE/BASS OUTの設定が“MAIN”の場合は、メインL, Rチャンネル
信号の90Hz以下の低音域はメインに出力されます。

ラージ

スモール

1D.LFE/BASS OUT

“SW   MAIN  BOTH

■ 1D. LFE/BASS OUT（バスアウトモード）.......................................................................................

ボース

メイン

サブウーファー LFE/BASS信号を出力するスピーカーを設定します。
（LFE信号：ドルビーデジタルやDTS動作時に出力される低域効果音……P.16参照）
サブウーファー

SW: サブウーファーを使用する場合。
LFEと、1A～1Cの設定により他チャンネルの低音域（90Hz以下）が、サブウー
ファーに出力されます。

メイン
MAIN: サブウーファーを使用しない場合。

LFEと、1A～1Cの設定により他チャンネルの低音域（90Hz以下）が、メイン
L/Rスピーカーに出力されます。

ボース
BOTH: サブウーファーを使用し、さらにメインスピーカーモードの設定に関わりなく、

メインスピーカーの低音域をサブウーファーにミックスする場合。
LFE、メインチャンネルの低音域（90Hz以下）と、1A～1Bの設定により他チャ
ンネルの低音域（90Hz以下）が、サブウーファーに出力されます。

メモ
●“BOTH”に設定し、なおかつメインスピーカーを“LARGE”に設定すると、メインスピーカー
とサブウーファーの両方でメインの低域を再生することができます。

● バスアウトモードの設定中は、モニター画面では、LFE/BASS OUT信号が出力されるスピー
カーが点滅表示されます。（TEST DOLBY SUR.、およびTEST DSP中は、テストトーン
が出ているスピーカーが点滅表示されます。）

スピーカーモードの設定

“LARGE    SMALL

1C. MAIN SP

 LARGE   “SMALL

1C. MAIN SP

1D.LFE/BASS OUT

 SW  “MAIN  BOTH

1D.LFE/BASS OUT

 SW   MAIN “BOTH

ス
ピ
ー
カ
ー
モ
ー
ド
の
設
定
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L

C

R

RL

RR

SW

L

C

R

RL

RR

LFE

> LARGE
> SMALL

> LARGE
> SMALL

> LARGE
> SMALL

> LARGE
> SMALL
> NONE

> LARGE
> SMALL
> LARGE
> SMALL

> BOTH

> BOTH

> SW > BOTH
> MAIN

+10dB LFE LEVEL�
0～－20dB

LFE LEVEL�
+10～0～－10dB

1C. MAIN SP

1A. CENTER SP

1B. REAR SP

1D. LFE/BASS OUT

2. DOLBY DGTL SET

3. DTS SET

LFE/BASS OUT

90Hz

スピーカーモードの設定

1E.SYS. SETUP

   “7ch   5ch

■ 1E. SYS. SETUP（システムセットアップモード）...........................................................................

フロント・エフェクトスピーカーの有無に応じて出力モードを選択します。
7チャンネル
7ch: フロント・エフェクトスピーカーを使用するときのモードです。フロント・

エフェクトチャンネルの信号をそのままフロント・エフェクトスピーカーに

出力します。
5チャンネル

5ch: フロント・エフェクトスピーカーを使用しないときのモードです。フロン

ト・エフェクトチャンネルの信号をメインチャンネルL、Rにミックスして出

力します。

5チャンネル

■ 1F. MAIN LEVEL（メインレベルモード）..........................................................................................

メインスピーカーの音量レベルを選択します。テストトーンでのスピーカーレベル調整

（P.33）の際に設定しておけば、再度設定する必要はありません。
ノーマル
Normal: 通常はこの設定にします。テストトーンでのスピーカーレベル調整も、まず

この設定で行います。

－10dB: テストトーンでのスピーカーレベル調整の際、フロント／リア・エフェクト

スピーカーおよびセンタースピーカーの音量レベルを最大（＋10dB）にして

もメインスピーカーよりも音が小さい場合は、この設定にします。メインス

ピーカーの音量レベルを約1/3に下げることができます。

モニター画面のメインスピーカーは点滅し続けます。

ノーマル

－10dB

7チャンネル

1E.SYS. SETUP

    7ch  “5ch

1F. MAIN LEVEL

“Normal   -10dB

1F. MAIN LEVEL

 Normal  “-10dB

スピーカーモードの信号経路
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スピーカーのレベル調整
本機内蔵のテストトーンを使ってスピーカーの出力レベルを調整します。調
整にはドルビーサラウンド音場のためのTEST DOLBY SUR.と、DSP音場
のためのTEST DSPがあります。本機の音場プログラムを楽しむにはこれら
2つの調整が必要です。

ご注意

スピーカーレベルの調整は、必ずリスニングポジションで行ってください。

メモ

一度調整すれば、スピーカーや部屋を変えない限り再調整の必要はありません。

TEST DOLBY SUR.
センタースピーカーとリア・エフェクトスピーカーの音量をメインスピーカーに合わせる

ためのテストモードです。（P.34参照）

テストトーンを出力するチャンネル（スピーカー）は、LEFT→CENTER→RIGHT→

RIGHT SURROUND→LEFT SURROUND→…の順で循環し、それに合わせてモニ

ター画面のスピーカーが点滅します。

TEST DSP
フロント・エフェクトスピーカーの音量をメインスピーカーに合わせるためのテストモー

ドです。（P.35参照）

テストトーンを出力するチャンネル（スピーカー）は、MAIN←→FRONTが交互に入れ替

わり、それに合わせてモニター画面のスピーカーが点滅します。

メモ

フロント・エフェクトスピーカーを使わない（スピーカーモード「1E. SYS. SETUP」が

“5ch”に設定されている）場合、TEST DSPでの調整はできません。

■ 2種類のテストモードについて ............................................................................................................

0
BASS

1 1
2 2

3 3

4 4

5– 5 +

0
TREBLE

1 1
2 2

3 3

4 4

5– 5 +

0
BALANCE

1 1
2 2

3 3

4 4

5L 5 R

本体のトーンコントロール（BASS, TREBLE）とBALANCEコントロールを“0”（中央）に

セットします。

リモコンのPARAMETER/SET MENUスイッチをPARAMETERにします。

メモ
● PARAMETER/SET MENUスイッチがSET MENUになっているとスピーカーのレベル
調整はできません。

● セットメニューの「6. MEMORY GUARD」が“ON”になっているとスピーカーのレベル調
整はできません。“OFF”にしてから行ってください。

PARAMETER

SET MENU

■ 調整の前に行うこと..............................................................................................................................

ON/OFFMOVIE
THEATER 1

MOVIE
THEATER 2

     /DTS
SURROUND

PARAMETER

SET MENU

SLEEP ON SCREEN

LEVEL

TEST

MASTER VOLUME

TV

VCR
STANDBY

SYSTEM
POWER ON

10 11 12

MUTE

TESTキー�

∧、∨カーソルキー�
スピーカーを選択する�

＋、－カーソルキー�
レベルを調整する�

MASTER VOLUMEキー�
全体の音量を調整する�

■ 調整に使うキー .....................................................................................................................................

CONCERT HALL 1

Europe Hall A

TEST DOLBY SUR.

     LEFT

   TEST DSP

     MAIN

TESTキーを1回押す�

TESTキーを1回押す�

TESTキーを1回押す�

通常状態�

ス
ピ
ー
カ
ー
の
レ
ベ
ル
調
整
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 EFFECT  LEVEL

 CENTER    0dB

EFFECT  LEVEL

CENTER    0dB

   TEST DOLBY SUR.

TEST DOLBY SUR.

     LEFT

TEST

TEST DOLBY SUR.

ドルビーサラウンド音場のスピーカーレベル調整（センタースピーカー／リア・エフェクトスピーカー）

TESTキーを押し、モニター画面、および本体のディスプレイに「TEST DOLBY

SUR.」を表示させます。

通常お聞きになる音量になるようにMASTER VOLUMEで調整します。

テストトーンは、LEFT（メインスピーカーL）→CENTER（センタースピーカー）→

RIGHT（メインスピーカーR）→RIGHT SURROUND（リア・エフェクトスピーカー

R）→LEFT SURROUND（リア・エフェクトスピーカーL）→…の順で循環し、それ

ぞれ約2.5秒間ずつ聞こえます。

メモ
● センタースピーカーを使用しないNONEモードでは、センターレベルの信号は左右の
メインスピーカーに同じレベルで振り分けられ、調整することはできません。

● テストトーンが聞こえない場合は、MASTER VOLUMEを絞り電源を切ってからスピー
カーの接続を確認してください。

ご注意

LEFT（メインスピーカーL）とRIGHT（メインスピーカーR）のレベルは調整できません。

カーソルキーの“∨”または“∧”を押して調整するスピーカーを選びます。∨キーを押

すと、LEFT（メインスピーカーL）→CENTER（センタースピーカー）→RIGHT（メイ

ンスピーカーR）→RIGHT SURROUND（リア・エフェクトスピーカーR）→LEFT

SURROUND（リア・エフェクトスピーカーL）→…の順に選択できます。∧キーを

押すと逆順に選択できます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して選んだエフェクトスピーカーの音量がメイン

スピーカーの音量と同じになるように調整します。

● センタースピーカー、リア・エフェクトスピーカーのレベルは、MIN、－20dB

～＋10dBの範囲で調整できます。

MINを選択するとスピーカーの音はミュート（消音）されます。

メモ
● リア・エフェクトスピーカーおよびセンタースピーカーの音量レベルを＋10dBまで
上げてもメインスピーカーより音が小さい場合は、セットメニューの「1F. MAIN
LEVEL」を“－10dB”に設定します（P.32)。メインスピーカーの音量レベルを約1/3
に下げることができます。メインレベルを変更した場合は、センタースピーカー、リア・
エフェクトスピーカーのレベル調整をもう一度行ってください。

● 他のアンプにリア・エフェクトスピーカーおよびセンタースピーカーを接続している
とき、これらのスピーカーの音量レベルを＋10dBまで上げてもメインスピーカーよ
り音が小さい場合は、それぞれのアンプで音量を調整してください。

手順3と4を繰り返してセンタースピーカー、リア・エフェクトスピーカーLおよび

リア・エフェクトスピーカーRの音量調節を行ってください。

調整が終わったら、次にTEST DSPのスピーカーレベルの調整（次頁）を行います。

リア・エフェクトスピーカーLの調整中
はL  SUR.表示
リア・エフェクトスピーカーRの調整中
はR  SUR.表示

RL

FR

RR

FL
L C R

テストトーンの循環

センタースピーカー調整中の表示

スピーカーのレベル調整
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TEST DSP
DSP音場のスピーカーレベル調整（フロント・エフェクトスピーカー）

●フロント・エフェクトスピーカーを使用しない場合、この調整は必要ありません。

   TEST DSP

     MAIN

TEST

TESTキーを押して、モニター画面、および本体のディスプレイに「TEST DSP」を

表示させます。

通常お聞きになる音量になるようにMASTER VOLUMEで調整します。

テストトーンは、FRONT（フロント・エフェクトスピーカーL/R）←→MAIN（メイン

スピーカーL/R）が交互に、約2.5秒間ずつ繰り返し聞こえます。（各チャンネルのL/

Rは同時に出力されます。）

メモ

テストトーンが聞こえない場合は、MASTER VOLUMEを絞り電源を切ってから、スピー
カーの接続を確認してください。

ご注意

LEFT（メインスピーカーL）とRIGHT（メインスピーカーR）のレベルは調整できません。

メインスピーカーとフロント・エフェクトスピーカーの音量が同じになるよう、カー

ソルキーの“＋”または“－”キーを押して調整します。

“＋”または“－”キーで調整しているあいだは、テストトーンがフロント・エフェクト

スピーカーから聞こえます。

● フロント・エフェクトスピーカーのレベルは、MIN、－20dB～＋10dBの範囲

で調整できます。MINを選択するとスピーカーの音はミュート（消音）されます。

メモ

● フロント・エフェクトスピーカーの音量レベルを＋10dBまで上げてもメインスピー
カーより音が小さい場合は、セットメニューの「1F. MAIN LEVEL」を“－10dB”に設
定します（P.32)。メインスピーカーの音量レベルを約1/3に下げることができます。
メインレベルを変更した場合は、前頁の「TEST DOLBY SUR.」でセンタースピーカー、
リア・エフェクトスピーカーのレベル調整をもう一度行ってください。

● 他のアンプにフロント・エフェクトスピーカーを接続しているとき、フロント・エフェ
クトスピーカーの音量レベルを＋10dBまで上げてもメインスピーカーより音が小さ
い場合は、フロント・エフェクトスピーカーを接続しているアンプで音量を調整してく
ださい。

調整が終わったら、TESTキーを押してテストトーンを止めます。

以上で音場プログラム再生の準備が完了しました。

フロント・エフェクトスピーカーを使わない場合は、セットメニューの「1E. SYS.

SETUP」を“5ch”に設定します（P.32参照）。DSPのフロント・エフェクト信号がメ

インチャンネルにミックスされてメインスピーカーから出力されるので、フロント・

エフェクトスピーカーを使わない場合でもDSP音場を楽しめます。

●スピーカーモード「1E. SYS. SETUP」が“5ch”に設定されていると、TESTキー

を押してもTEST DSPモードには入りません。

フロント・エフェクトスピーカーの接続をチェックすることができます

TEST DSPモードでは、カーソルキーの“∨”を押すとFRONT R（右フロント・エフェク

トスピーカー）からのみテストトーンが聞こえます。“∧”を押すとFRONT L（左フロン

ト・エフェクトスピーカー）からのみテストトーンが聞こえます。聞こえない場合は、ス

ピーカーコードが正しく接続されているか、確認してください。

RL

FR

RR

FL L C R

テストトーンの循環

フロント・エフェクトスピーカー調整
中の表示

スピーカーのレベル調整

 EFFECT  LEVEL

 FRONT     0dB

EFFECT  LEVEL

FRONT     0dB

      TEST  DSP

ス
ピ
ー
カ
ー
の
レ
ベ
ル
調
整
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PHONES BASS
EXTENSION

TONE
BYPASS

ON OFF

0
BASS
1 1

2 2

3 3

4 4

5– 5 +

0
TREBLE

1 1
2 2

3 3

4 4

5– 5 +

0
BALANCE

1 1
2 2

3 3

4 4

5L 5 R

SOURCE
REC OUT

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER

VCR 2 PHONO

VIDEO AUX

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-A2 CINEMA DSP 7ch
DOLBY

D I G I T A L

STANDBY/ON

POWER

INPUT MODE

INPUT SELECTOR VOLUME

16
20 12

28 8

40 4

60 2

0
–dB

S VIDEO VIDEO
VIDEO AUX

L RAUDIO

A
SPEAKERS

B – +SET MENU NEXT EXT. DECODER EFFECT PROGRAM

V DIGITAL

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER
VCR 2 PHONO
V-AUX

SLEEP

V PRO LOGIC
DSP

SPEAKERS
A B

MOVIE THEATER 1
70mm Spectacle 

TAPE/MD

A/BREC/PAUSE

BA

A

CD

TUNER

VCR 1

B

DVD/LD

PHONO

EXT. DEC.

EFFECT

ON/OFF

TV/DBS

VCR 2

V-AUX

C

DIR

DISCSTOP

TRANSMIT
/LEARN

LEARNCLEAR MACRO

PRESET A/B/C/D/E

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 12

PARAMETER

SET MENU

SLEEP ON SCREEN

LEVEL

TEST

MASTER VOLUME

TV

VCR
STANDBY

SYSTEM
POWER ON

10

MUTE

,

,,

EFFECT

PARAMETER/�
SET MENU

EFFECT

INPUT MODE

－, ＋�

EXT. DECODER

VOLUME

16
20 12

28 8

40 4

60 2

∞ 0
–dB

再 生
● 操作手順のキーイラストはリスニングポジションでの操作を主体に考え、おもにリモコンのキーで示しています。本体のキーで

操作するときは、手順番号のついた下記の本体イラストを参照してください。

VOLUMEコントロールツマミを回し、最小「∞」にします .................................................................

電源を入れます .....................................................................................................................................

SYSTEM POWER ONスイッチを押して電源を入れます。ディスプレイには、前回電源

を切った時のプログラムが表示されます。

STANDBY

SYSTEM
POWER ON
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再 

生

再生するソースのインプットセレクターを押します。（本体では、INPUT SELECTORを
回して選択します。）

DVD/LD: DVDまたはLDを見る。
TV/DBS: テレビ放送、または衛星放送を見る。
VCR 1: ビデオデッキ1のビデオを見る。
VCR 2: ビデオデッキ2のビデオを見る。
V-AUX: 前面のVIDEO AUX端子につないだAV機器を再生する。

PHONO: レコードを聴く。
CD: CDを聴く。
TUNER: AM/FM放送を聴く。
TAPE/MD: テープデッキまたはMDを聴く。

EXT. DEC.: EXTERNAL DECODER INPUT端子につないだビデオ機器の
6チャンネルディスクリート音声を聴く。
キーを押すたびにEXT. DECODER IN←→オフに切り替わり
ます。
6チャンネルディスクリート音声を聴くときは、
「EXT.DECODER IN」表示にします。オフにすると、6チャ
ンネルディスクリート音声の入力はキャンセルされます。

例：DVDプレーヤーの音声をEXTERNAL DECODER
INPUT端子に接続した外部デコーダーからの6チャンネ
ルディスクリートで楽しむには

インプットセレクターでDVD/LDを選び、EXT. DEC.キー
（本体ではEXT. DECODERキー）を押して「EXT.DECODER
IN」表示にします。DVDの映像とともに、DVDの音声を6
チャンネルディスクリートでお楽しみいただけます。音声を
デジタル入力やアナログ2チャンネル入力に戻すには、EXT.
DEC.キー（本体ではEXT. DECODERキー）を押して
「EXT.DECODER IN」表示を消します。選択していた入力
モードが表示されます。

ソースを選択すると、ディスプレイと画面にソース名と入力モード（DVD/LD入力時：
“AUTO／DTS／DGTL／ANALOG”、CD、TAPE/MD、TV/DBS入力時：“AUTO／
DTS／ANALOG”）を数秒間表示した後、入力ソースを表示してから元の画面に戻ります。
TUNER、PHONO、VCR 1、VCR 2、V-AUXでは入力ソース名だけを表示して、元の
画面に戻ります。

ご注意

「EXTERNAL DECODER IN」表示になっていると他の入力ソースを再生できません。外部
デコーダーからの音声を再生しないときは、EXT. DECキー（本体ではEXT. DECODERキー）
を押して、「EXTERNAL DECODER IN」表示を消してください。

TAPE/MD

CD

TUNER

VCR 1

DVD/LD

PHONO

EXT. DEC.

TV/DBS

VCR 2

V-AUX

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER
VCR 2 PHONO
V-AUX

入力がLDでドルビーデジタルのとき：

ソースを選びます..................................................................................................................................

選んだソースのインジ
ケーターが点灯する

ビ
デ
オ
系

 INPUT  DVD/LD

 AUTO:DOLBY DGTL

≥  Europe Hall A

  INIT.DLY…………29ms

  ROOM SIZE…………1.0

  LIVENESS…………………5

  S.DELAY……………10ms

  

P01  CONCERT HALL 1

リモコンのインプットセレクターでソースを選択すると、BGV（バックグラウンドビ

デオ）機能を使うことができます。BGV機能とは、ビデオ系ソースの映像と、オーディ

オ系ソースの音声を組み合わせて楽しむ機能です。

ビデオ系ソースを選択した後、リモコンのインプットセレクターで、オーディオ系ソー

スを選択します。

BGV機能
リモコンのインプットセレクター

TAPE/MD

CD

TUNER

VCR 1

DVD/LD

TV/DBS

VCR 2

再 生

オ
ー
デ
ィ
オ
系

６
チ
ャ
ン
ネ
ル
デ
ィ
ス
ク
リ
ー
ト
音
声
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リアパネルのV DIGITAL RF SIGNAL端子からドルビーデジタルRF信号（P.17参照）を
入力したとき、またはデジタル入力端子からドルビーデジタル信号を入力すると、本体の
ディスプレイに V DIGITAL インジケーターが点灯します。（ただし、2チャンネルで処理
されているソースでは、V PRO LOGIC インジケーターが、点灯します。）また、デジタル
入力端子からDTS信号を入力すると インジケーターが点灯します。DTS対応のCD
やLDを入力すると赤色の  インジケーターが、DTS対応のDVDを入力するとオレ
ンジ色の  インジケーターが点灯します。DTS対応のCDやLDの入力時にオレンジ
色の インジケーターが点灯しても支障ありません。（P.78参照）

ご注意

DTS対応のLDやCDの再生中、“INPUT DATA ERR”と表示され、音が出なくなった場
合は、再生を止めてからプレーヤーの電源を入れ直してください。

 AUTO:DTS 
DTS再生時�

 AUTO:PCM 
PCM再生時�

 AUTO:ANALOG 
アナログ再生時�

 D.D.RF
D. D. RF再生時�

 D.D.RF:---
D. D. RF信号入力がない時�

 DGTL:DOLBY DGTL
ドルビーデジタル再生時�

 DGTL:PCM
PCM再生時�

 DGTL:DTS
DTS再生時�

 DGTL:---
デジタル信号入力がない時�

    ANALOG

 AUTO:DOLBY DGTL
ドルビーデジタル再生時�

● AUTO設定�

● D. D. RF（ドルビー�
　 デジタルRF）固定�

 DTS
DTS再生時�

 DTS:---
DTS信号入力がない時�

● DTS固定�

● DGTL固定�

● ANALOG固定�

ドルビーデジタルRF信号を入力�

DTS信号を入力�

V DIGITAL
V PRO LOGICPRO LOGIC

DSP

V DIGITAL DIGITAL
V PRO LOGICPRO LOGIC

DSP

点灯�

オレンジまたは�
赤が点灯�

再 生

V DIGITAL
V PRO LOGICPRO LOGIC

DSP

V DIGITAL DIGITAL
V PRO LOGICPRO LOGIC

DSP

ドルビーデジタル信号を入力�

DTS信号を入力�

点灯�

オレンジ� 赤�

ドルビーデジタル信号やDTS信号を入力したときの表示

■ 入力モードについて
DSP-A2には、多彩な音声入力端子（ドルビーデジタル RF［DVD/LDのみ］、DIGITAL
OPTICAL［CD、TAPE/MD、DVD/LD、TV/DBSのみ］、DIGITAL COAXIAL［CDの
み］、アナログ）が装備されています。入力モードは、これらの入力端子の優先／固定を切
り替えることにより、ソースに収録されているドルビーデジタル音声、デジタル音声、ア
ナログ音声をそれぞれ楽しんでいただける機能です。入力モードにはこれに加えて、DTS
対応ディスク用に「DTS」固定モードがあります。

AUTO: ドルビーデジタル対応のDVD/LDからドルビーデジタル信号（RF入力）とデ
ジタル信号とアナログ信号が入力された場合、自動的に「ドルビーデジタル
（RF入力）→デジタル（PCM）→アナログ」の優先順位で信号を選択します。

DTS対応のDVD/LDでは、DTS信号が入力されます。

その他の入力（CD、TAPE/MD、TV/DBS）では、「ドルビーデジタル→デジ
タル（DTS）→デジタル（PCM）→アナログ」の優先順位で信号を選択します。

D. D. RF: ドルビーデジタルRF入力固定（DVD/LD入力時のみ）。

DTS: DTS信号固定。

DGTL: デジタル入力固定。デジタルの光端子または同軸端子から入力されたデジタ
ル信号を再生します。

ANALOG: アナログ入力固定。アナログ端子から入力された信号を再生します。ドル
ビーデジタル再生やDTS再生は行われません。

■ 入力モードの切り替え
リモコンのインプットセレクター、または本体のINPUT MODEキーを押すと、現在の入
力モードを表示します。入力モード表示中にもう一度押すと入力モードを切り替えること
ができます。

ご注意
● 再生機器によっては、アナログとデジタルで異なる信号を出力する場合があります。必要に
応じて入力モードを切り替えてください。

● デジタル音声が入っていないLDソフトでは、アナログ接続して、入力モードを“ANALOG”
に設定してください。

● DVD/LD、CD、TAPE/MDでの入力モードの設定は、電源を切ると“AUTO”にリセットさ
れます。

● TV/DBSでの入力モードの設定は、電源を切るとセットメニュー「7. TV/DBS INPUT」
（P.65参照）で設定されたモードにリセットされます。
● DVD/LD入力の“AUTO”モードは、ドルビーデジタル信号を検出すると自動的にデコーダー
が切り替わるため、何も操作しなくてもドルビーデジタル音声が楽しめます。また、LDプレー
ヤーの通常の再生中以外では、ドルビーデジタル信号が検出されなくなるため、自動的にデ
コーダーがPCMに切り替わります。

● LDのドルビーデジタル音声再生時、ポーズ／チャプター送りなどから再生に切り替えると、
ドルビーデジタル音声に切り替わる前に、PCM／アナログ音声が一瞬出力されることがあ
ります。このような場合は、インプットモードを“D. D. RF”（固定）へ切り替えると、音声の
断続は起こりません。

 INPUT  DVD/LD

 AUTO:DOLBY DGTL
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HALL 1 HALL 2

1 2 3
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CONCERT
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CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 1210

DTSソースの再生と入力モードの切り替えについて
● DTS対応のCDやLDを“AUTO”の設定で再生すると、最初に本機がDTS信号を識別してDTSデコーダーが作動するまで短

時間のあいだノイズが発生します。故障ではありませんが、これを避けるためには入力モードを“DTS”にしてください。

また、DTS対応のCDやLDを“AUTO”の設定のまま再生し続けると、本機は自動的に「DTS固定」となりその後のノイズ発生

を防止します（赤色の インジケーターが点灯）。この状態から通常のPCMのCDやLDを再生しても音が出ません（赤色の

インジケーターが点滅）。これらのディスクを再生するには、入力モードを“DTS”から“AUTO”に戻してください。

● DTS対応のCDやLDを“ANALOG”の設定で再生すると、DTSエンコード信号をそのまま再生するためノイズが出力され

ます。DTSソースを再生するときは必ずデジタル入力端子に接続し、“AUTO”または“DTS”に設定してください。

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 1210

MASTER VOLUME“∧”または“∨”キーで音量を調節します。（本体では、VOLUMEつ

まみを回して調節します。）

ご注意

REC OUT端子と接続している機器の電源が切れている場合、再生音が歪んだり、音量が下が
ることがあります。このような場合は、接続している機器の電源を入れて使用してください。

音量を調節します..................................................................................................................................

MASTER VOLUME

MUTE

音場プログラムを選択します ...............................................................................................................

音場プログラムキーで12種類の中から好みの音場プログラムを選択します。

● 本体のPROGRAM“ ”または“ ”キーを押し続けると、音場プログラム名とタイ

プが順に変わります。

メモ

外部デコーダーを入力しているときは（「EXT. DECODER IN」表示、音場プログラムを選択
することはできず、音場効果はかかりません。

機器の再生を始めます ..........................................................................................................................

再生する機器の取扱説明書を参照してください。

6で選択した音場プログラムと同じキーを押して、プログラムのタイプを選択します。

例）「CONCERT HALL 2のLive Concert」を選ぶ：

音場プログラムキーの“HALL 2”をもう一度押すと「Live Concert」が選べます。

● カーソルキーの“＋”または“－”を押して、タイプを選択することもできます。

この場合は、PARAMETER/SET MENUスイッチを“PARAMETER”に合わせてか

ら操作します。

メモ
● 音場プログラムは各入力ソースごとにメモリーされます。入力ソースを選ぶと、前回設定し
た音場プログラムになります。

● 音場プログラム内容については、P.49～52を参照してください。

音場プログラムのタイプを選択します................................................................................................

CONCERT HALL 2

U.S.A. Hall C

CONCERT HALL 2

 Live Concert

再 

生

再 生
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 EFFECT  LEVEL

 CENTER    0dB

 EFFECT  LEVEL

 FRONT     0dB

 EFFECT  LEVEL

 SWFR     0dB

 EFFECT  LEVEL

 R SUR.  0dB

 EFFECT  LEVEL

 L SUR.  0dB

スピーカーレベルの再調節

ソースの再生音を聴きながらメインスピーカー以外のスピーカーレベル調整が行えます。

PARAMETER/SET MENUスイッチをPARAMETERにします。

LEVELキーを押すごとに、センター→リアR・エフェクト→リアL・エフェクト

→フロント・エフェクト→サブウーファー→センターの順でスピーカーを選択で

きます。

調整したいスピーカーをLEVELキーで選んでから、カーソルキーの“－”または

“＋”でレベルを調整します。

センター、リア、フロントスピーカーの調整範囲は、MIN、－20dB～＋10dBで

す。

サブウーファーの調整範囲は、MIN、－20dB～0dBです。

ご注意

LEVELキーでスピーカーレベルを調整すると、TEST DOLBY SUR.およびTEST DSP
で調整したスピーカーレベルは変更されます。

メモ
● PARAMETER/SET MENUスイッチがSET MENUのとき、レベル調整はできません
が、LEVELキーを押すごとに各スピーカーのレベルが表示されるのでスピーカーレベ
ルの確認ができます。

● LEVELキーでレベル表示にすると、リモコンの“∧”または“∨”キーでもスピーカーを
選択することができます。“∨”キーを押すとLEVELキーと同じ順序でスピーカーが選
択でき、“∧”キーを押すと逆方向に選択できます。

THEATER 1 THEATER 2 SURROUND

PARAMETER

SET MENU

SLEEP ON SCREEN

LEVEL

TEST

MASTER VOLUME

10 11 12

PARAMETER/SET MENU

LEVEL

－、＋

センター

リアR・エフェクト

フロント・エフェクト

サブウーファー

   EFFECT  OFF

通常のステレオ再生

EFFECTキーを押して「EFFECT OFF」にすると、通常のステレオ再生になります。

メモ

EFFECT OFFの時は、フロント、リア、センタースピーカーから音は出ません。

ご注意

ドルビーデジタルソフトによっては、セットメニュー「2B. D-RANGE」（ダイナミックレ
ンジ）の“MIN”設定時や、「EFFECT OFF」時に音量が極端に下がる場合があります。この
ような場合は「EFFECT ON」にしてください。

リアL・エフェクト

再 生
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A/BREC/PAUSE

BA DIR

DISCSTOP

PRESET A/B/C/D/E

TAPE/MD

A

CD

TUNER

A/BREC/PAUSE

BA DIR

DISCSTOP

PRESET A/B/C/D/E

VCR 1

B

DVD/LD

TV/DBS

A/BREC/PAUSE

BA DIR

DISCSTOP

PRESET A/B/C/D/E

VCR 2

V-AUX

C

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 1210

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 1210

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 1210

ゾーン�
�

エリアA

オレンジ色で�
表示�

ヤマハの�
CDプレーヤー�

ヤマハの�
チューナー�

音場プログラムキー�

エリアAのキーには学習できません。�

ゾーン�
� ヤマハの�

LDプレーヤー�

ゾーン�
�

ゾーン�
�

ヤマハの�
テープデッキ�

ゾーン�
�ヤマハの�

MDプレーヤー�

エリアBとCのキーは学習可能です。（P.66参照）�

空き(VCR 1の�
リモコン信号を�
ラーニングしてから�
操作できる)

空き(TV/DBSの�
リモコン信号を�
ラーニングしてから�
操作できる)

ゾーン�
�

エリアB

ヤマハの�
DVDプレーヤー�

ゾーン�
�

ゾーン�
�

オレンジ色で�
表示�

空き(VIDEO-AUX端子�
に接続した機器の�
リモコン信号を�
ラーニングしてから�
操作できる)

エリアC

ゾーン�
�

音場プログラムキー�

オレンジ色で�
表示�

音場プログラムキー�

リ
モ
コ
ン
で
操
作
す
る

リモコンで操作する
本機のリモコンでは、ヤマハ各機器の操作はもちろんのこと、各機器の
基本的な操作を集中的に行えます（オペレーションコントロール機能）。
また、一連の操作を一つのキーにインプットしたマクロ機能により、操
作性が格段に向上しました。

メモ

本機のリモコンには、他のリモコンの信号をラーニング（学習）する機能もあります。ラー
ニングについては、P.66をご覧ください。

機器個別の操作をする　カバーを開けて操作します
● ゾーンにはヤマハのリモコン対応テープデッキおよびMD、 ゾーンにはヤマハのリモコン対応CD、DVDおよびLDプレー
ヤー、 ゾーンコントロールキーにはヤマハのリモコン対応チュナーをコントロールする信号がプリセットされており、各機器
に対応するエリアを切り替えることで操作できます。マークが同じヤマハの機器のリモコンのキーと同様の操作ができます。詳
細は各機器の取扱説明書をご覧ください。

● VCR 1、TV/DBS、VCR 2、およびV-AUXを操作するには、あらかじめ各機器のリモコン信号をエリアB、Cのゾーンコント
ロールキーにラーニングすることが必要です。ラーニングについてはP.66をご覧ください。

Aの位置�

A/BREC/PAUSE

BA DIR

カバーを開けます。

入力ソースに合わせてA/B/Cスイッチを切り替えます。

インプットセレクターで入力を切り替え、対応するゾーンコントロールキーで操作します。

例） ヤマハのテープデッキを再生する場合： A/B/CスイッチをAの
位置にする

ゾーンのwを押す

メモ

● ヤマハのテープデッキ、CDプレーヤー、チューナーの操作はエリアAの 、 、 の各
ゾーンコントロールキーにプリセットされています。ヤマハのDVDプレーヤーの操作はエ
リアBの ゾーンコントロールキーにプリセットされています。ヤマハのMDプレーヤー、
LDプレーヤーの操作はエリアCの 、  の各ゾーンコントロールキーにプリセットさ
れています。ただし、ヤマハMDプレーヤーMDX-9、DVDプレーヤーDVD-1000、DVD-
S700はプリセットされている信号では操作できませんので、これらの機器のリモコン信
号をラーニングしてからお使いください。（P.66参照）

●“空き”のキーは、ラーニング後に操作することができます。（P.66参照）

A、B、C各エリアで操作できるキー
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テープデッキ、MD、ビデオデッキの操作
ゾーンコントロールキーを使います。

● ヤマハのテープデッキはエリアAに、MDはエリアCにプリ

セットされています。他社のMD、テープデッキ、VCR

は、これらの機器のリモコン信号をエリアB、Cにラーニン

グしてから操作できます。
● ヤマハMDプレーヤーMDX-9はプリセットされている信号

では操作できません。リモコン信号をラーニングしてから

お使いください。（P.66参照）

CD、DVDプレーヤー、LDプレーヤーの操作
ゾーンコントロールキーを使います。

● ヤマハのCDプレーヤーはエリアAに、DVDプレーヤーはエリ

アBに、LDプレーヤーはエリアCにプリセットされています。
● ヤマハDVDプレーヤーDVD-1000、DVD-S700はプリ

セットされている信号では操作できません。これらの機器

のリモコン信号をラーニングしてからお使いください。

（P.66参照）
● エリアB、Cにはヤマハのリモコン信号がプリセットされて

いますが、他社のDVD、CDプレーヤーまたはLDプレー

ヤーのリモコン信号をラーニングして操作することもでき

ます。

ヤマハLDプレーヤーの操作について

インプットセレクターのDVD/LDキーで入力をDVD/LDに切

り替え、A/B/CスイッチをエリアCに設定してから ゾーン

コントロールキーで操作します。

A/BREC/PAUSE

BA DIR

デッキA、Bを選択�
（テープデッキのみ）�

録音／一時停止�
（MD、テープデッキのみ）�
再生�

巻き戻し／早送り�
（テープデッキ）�
後方向／前方向スキップ（MD）�
停止�

テープ走行方向A�
（テープデッキのみ）�

テープ走行方向B�
（テープデッキのみ）�

DISCSTOP

ディスクスキップ�
（DVD/CDチェンジャーのみ）�

停止�
（DVD/LDプレーヤーのみ）�

再生�

トラック／チャプター�
スキップ（後方向／前方向）�

一時停止／停止�

後方向へ早送り�
（CD、DVD、LDプレーヤーのみ）�

前方向へ早送り�
（CD、DVD、LDプレーヤーのみ）�

チューナー、TVチューナーおよびVIDEO-AUX端子に
接続した機器の操作
ゾーンコントロールキーを使います。

● ヤマハのチューナーはエリアAにプリセットされています。

他社のチューナー、TV/DBSやV-AUXは、これらの機器

のリモコン信号をエリアB、Cにラーニングしてから操作す

ることができます。

プリセット局番号を選ぶ�

プリセットグループ�
A／B／C／D／Eを選ぶ�

PRESET A/B/C/D/E

A/B/Cスイッチ、入力機器およびゾーンコントロールキーの関係を、キーやシンボル
マークの点灯で表します。
● A/B/Cスイッチで選んだエリアのインプットセレクターを押すと、インプットセレ
クターに対応するゾーンコントロールキーのシンボルマーク（ 、 、 ）が点
灯します。

● ゾーンコントロールキーを押すと、シンボルマークとインプットセレクターが点灯
し、操作する機器を示します。

点灯機能について

メモ

EFFECT、MASTER VOLUME、MUTE、TV、 VCRの各キーは、カバーを開閉しても機能は
変わりません。
インプットセレクター、 、SYSTEM POWER ON、STANDBYの各キーはMACROスイッ
チがOFFであれば、カバーを開閉しても機能は変わりません。

リモコンで操作する

TAPE/MD

A/BREC/PAUSE

BA

A

CD

TUNER

VCR 1

B

DIR

DISCSTOP
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REMOTE CONTROL
TRANSMITTER

TAPE/MD

CD

TUNER

VCR 1

DVD/LD

PHONO

V-AUX

EXT. DEC.

TV/DBS

VCR 2

TV

VCR
STANDBY

SYSTEM
POWER ON

MUTE

MASTER
VOLUME

OPERATION
CONTROL

EFFECT

TRANSMIT

リモコンで操作する

プリセット�
グループ�
A/B/C/D/E�
の切り替え�

プリセット局＋UP

プリセット局�
－DOWN

TUNER

OPERATION
CONTROL

オペレーションコントロール機能を使う カバーを閉めて操作します

CD 再生�

CD�
トラックスキップ�
（正方向）�

CD�
一時停止／停止�

CD �
トラックスキップ�
（逆方向）�

CD

OPERATION
CONTROL

入力を選んだあと、OPERATION CONTROLキー
で主要な4つの操作ができます（信号はプリセットさ
れています）。

例えばを CD 押すと、OPERATION CON-
TROLキーは下図のようにはたらきます。

各機器のリモコン信号を で示したゾーンコ
ントロールキーにラーニンングしてから、OP-
ERATION CONTROLキーで主要な3～4つの
操作ができます。ゾーンコントロールキーを操作
するにはリモコンのふたを開けます。

A/BREC/PAUSE

BA DIR

DISCSTOP

PRESET A/B/C/D/E

＜ゾーンコントロールキー＞

VCR 1およびVCR
2（ラーニング必要）
のゾーンコントロー
ルキー
（ヤマハのテープ
デッキおよびMDは
プリセット済み）

CD、DVDおよびLD
のゾーンコントロー
ルキー（ヤマハの機
器はプリセット済み
／他社のCD、DVD
およびLDはラーニ
ング必要）

TV/DBSおよびV-
AUX（ラーニング必
要）のゾーンコント
ロールキー
（ヤマハのチューナー
はプリセット済み）

● OPERATION CONTROLキーには、ヤマハのリモコン対応テープデッキ、DVD、MD、CDプレーヤー、チューナーおよびLD

プレーヤーをコントロールする信号がプリセットされています。マークが同じヤマハの機器のリモコンのキーと同様の操作がで

きます。詳細は各機器の取扱説明書をご覧ください。

● VCR 1、TV/DBS、VCR 2、およびV-AUXをOPERATION CONTROLキーで操作するには、あらかじめ各機器のリモコン信

号をゾーンコントロールキーにラーニングしておきます。ラーニングについてはP.66をご覧ください。

TUNER を押すと、OPERATION CONTROL
キーは下図のようにはたらきます。

リ
モ
コ
ン
で
操
作
す
る

キーについて

キーは「空き」キーで入力切替機能はありま

せんが、このキーを押すと、OPERATION

CONTROLキーでLDプレーヤーの操作ができ

ます。
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R FF

Y SKIP

（DVD）

R FF

Y SKIP

E REW

T SKIP

OPERATION CONTROLキーと各操作の対応
OPERATION CONTROLの各キーは、入力に従って、対応するエリアのゾーンコントロールキーにプリセットしてある信号やラーニング

した信号を出力します。下の表の  で示した機器を操作するときは、あらかじめ対応するゾーンのキーにラーニング（学習）が必要です。

（ラーニングのしかたはP.66をご覧ください。）

例えば、入力がTV/DBSのときは、OPERATION CONTROLキーのwキーを押すと、エリアB、 ゾーンコントロールキーの∧キーに

ラーニングさせた操作をすることができます。

ご注意

OPERATION CONTROLキーで操作するときは、エリアA/B/Cを切り替える必要はありません。

入力

OPERATION CONTROLキーと対応する機能 信号を出力する
ゾーンとエリア

ゾーン

W PLAY

W PLAY

プリセット局番号を選ぶ
＋　UP　　　　－　DOWN

プリセットグループ
A/B/C/D/Eを選ぶ

PRESET A/B/C/D/E

A STOP

J PAUSE/STOP

PRESET A/B/C/D/E

W PLAY

W PLAY

（DVD）

A STOP

J PAUSE/STOP

（DVD）

E REW

T SKIP

（DVD）

(UP)　 (DOWN)

PRESET A/B/C/D/E

W PLAY

（MD）

W PLAY

（LD）

A STOP

（MD）

J PAUSE/STOP

（LD）
CHAPTER ＋

（LD）

R FF

（MD）

 E REW

（MD）

CHAPTER －

（LD）

(UP)　　　　 (DOWN)

A

B

C

エリア

B

C

A

V-AUX

VCR 2

TV/DBS

VCR 1

TUNER

CD

TAPE/MD

DVD/LD

メモ

カバーを閉めているときに操作できる機器は、入力中の機器だけです。入力を切り替えずに
裏操作をするとき、例えばCDを再生中にビデオデッキのテープを巻き戻すときは、次のよう
に操作します。
カバーを開け、A/B/Cスイッチを切り替え　 ゾーンコントロールキーの（ラーニ

ング済みの）Eを押す

リモコンで操作する

＊

＊ キーは「空き」キーで入力切替機能

はありませんが、このキーを押すこ

とで、OPERATION CONTROL

キーはLDプレーヤーを操作する信号

を送ります。
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点灯機能について

インプットセレクターとOPERATION CONTROLキーの関係を、キーの点灯で示します。

TUNER

TUNER

● インプットセレクターを押すと、OPERAT ION

CONTROLキーの操作可能な（プリセットまたはラーニン

グ済み）キーが点灯します。

TUNER

● OPERATION CONTROLキーを押すと、同時に

インプットセレクターが点灯し、操作をしている

機器を示します。

リモコンで操作する

リ
モ
コ
ン
で
操
作
す
る
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TAPE/MD

2番目　

入力切換：TAPE/MD

入力切換：CD

入力切換：TUNER

入力切換：VCR 1

入力切換：DVD/LD

入力切換：TV/DBS

入力切換：VCR 2

入力切換：なし、または
キーにラーニングし

た信号（＊4）

入力切換：V-AUX

入力切換：PHONO

入力切換：EXT.
DECODER

テレビの電源が入る（＊5）

TVキーにラーニング
したテレビ電源オン
の信号が出る

3番目

ヤマハのテープデッキの再生
開始（＊2）

ヤマハのCDの再生開始（＊2）

（メモリー受信（＊3））

VCR 1の再生開始（＊4）

ヤマハのDVDの再生開始（＊2）

またはDVD/LDの再生開始（＊4）

ヤマハのMDの再生開始（＊2）

またはVCR 2の再生開始（＊4）

ヤマハのLDの再生開始（＊2）

ビデオデッキの電源が入る（＊5）

マクロ機能を使う　カバーを閉めて操作します

マクロ機能とは、ソースを再生するときに行う一連のキー操作を１つのキー操作でできるようにする機能です。

例えばCDを再生する場合、通常、 システムの電源を入れる→ CDに入力切換→ PLAYキー（再生開始）・・などの操作が必

要です。マクロ機能を使うと、一連のキー操作の代りにインプットセレクターのCDキーを押すだけで、CDを再生することができ

るようになります。

下の表に示すように、本リモコンのマクロキー（マクロマーク表示のインプットセレクターおよびSYSTEM POWER ON/

STANDBYキー）には、マクロ機能があらかじめプリセットされています。

また、マクロキーにはオリジナルのマクロ操作を設定することもできます（P.69参照）。

プリセットされているマクロ動作

マクロキー 1番目　

エリアAの ゾーン
のw信号が出る

エリアAの ゾー
ンのw信号が出る

エリアBの ゾーン
のw信号が出る

エリアBの ゾー
ンのw信号が出る

エリアCの ゾーン
のw信号が出る

エリアCの ゾー
ンのw信号が出る

VCRキーにラーニン
グしたビデオデッキ電
源オンの信号が出る

TV

CD

TUNER

VCR 1

TV/DBS

VCR 2

V-AUX

PHONO

SYSTEM
POWER ON

VCR

本体の電源が切れる
（接続した機器の電源
が切れる）STANDBY

本体の電源が入る
（接続した機器の
電源が入る＊1）

DVD/LD

EXT. DEC.

リモコンで操作する
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＊１接続した機器の電源を入れるためには、接続機器の電源プラグを本機のSWITCHED AC
OUTLETSに接続し、電源のオン/オフを本機に同期させるようにします。

＊２再生がスタートするのは、リモコン信号がプリセットされているヤマハのリモコン対応テープデッ
キ、CDプレーヤー、MD、DVD、LDプレーヤーです。他の機器はラーニングが必要です。

＊３ヤマハのチューナーは電源を切る前に受信していた局を受信します。
＊４ヤマハ以外の機器をマクロ操作するときは、対応するエリア（B/C）の各ゾーンコントロールキー
にラーニングしておくことが必要です。P.66をご覧ください。

＊5 キーを押すごとに電源のオン/オフが切り替わるテレビやビデオデッキの場合は、希望の操作にな
らないことがあります
例：すでに電源の入っているテレビでは、SYSTEM POWERキーを押すと電源が切れます。

■ マクロ機能で操作する ..........................................................................................................................

M
A

C
R

O
Q

U
IC

K
O

F
F

S
LO

W

MACROQUICK OFFSLOW

MACROスイッチ�

カバーを閉め、MACROスイッチを、「SLOW」または「QUICK」の位置にします。

QUICK：マクロ信号が0.5秒間隔で出力されます。

SLOW：マクロ信号が３秒間隔で出力されます。

希望のマクロキーを押します。

ご注意
● 機器の動作が始まるまでに時間がかかる場合や、希望の動作にならないときは“SLOW”の
位置にします。
 マクロ機能を使わないときは“OFF”の位置にします。 （“OFF”にしないと、マクロ機能が
優先され、通常操作ができなくなります。）

● マクロ操作中は、すべてのマクロ信号の出力が終わるまで、（TRASMIT/LEARNインジケー
ターが消灯するまで）他のキーの操作は受け付けません。「SLOW」で操作中は、特にご注意
ください。

● マクロ操作中は、すべてのマクロ信号の出力が終わるまで、本リモコンの送受信窓を本体お
よび操作する機器のリモコン受光窓の方向に向け続けてください。「SLOW」で操作中は、特
にご注意ください。

リモコンで操作する

リ
モ
コ
ン
で
操
作
す
る
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音場効果を楽しむ

信
号
の
強
さ
（
レ
ベ
ル
）�

直接音�
初期反射音�

時間�

直接音�

音源�

図A

図B

反射音�

後部残響音�

初期反射音�

音源�

後部残響音�

音源�

音場とは
「その空間が持つ特有な音の響き」を音場と呼んでいます。

コンサートホールなどで、私たちは、楽器の音や歌手の声が直接聴こえてくる「直接音」のほかに、床や壁・天井などに一回反射してか

ら聴こえてくる「初期反射音」、さらに何回も反射をくり返し、次第に減衰していく「後部残響音」を聴くことになります。（図A）

私たちは、直接音、初期反射音、後部残響音の一連の流れを一つの音として聴いているわけです。

反射音は、壁などに反射してから耳に到達するため、直接音より遅れてきます。そして時間経過とともに、壁や床・天井などに吸音さ

れ、直接音よりレベルが小さくなります。（図B）

これらの初期反射音と残響音の構成は、建物内部の形状や広さ、内装材料の種類などによって異なり、そのホール特有の響きが生まれ

ます。

それが「音場」です。

ヤマハでは、世界の著名なコンサートホールやオペラハウスなどで、反射音の方向・強さ・帯域特性・遅延時間などの音場情報を実際

に測定し、その膨大なデータをROMに蓄積しています。

本機は、音場を再現するヤマハDSP（デジタルサウンドフィールドプロセッサー）を搭載、この音場実測データをもとに作成された音場

プログラムを自由に選択し、著名ホールやライブハウスの音場をリスニングルームに再現することができます。

本機は、ドルビームービーサウンドを忠実に再生するムービーサウンド
音場や、より幅広い表現力を持つCINEMA DSP音場プログラムに加
え、世界各国の著名な演奏会場での実測データをもとに作成されたHiFi-
DSP音場プログラムを内蔵しています。メモリーされている音場プログ
ラムは12種類36パターン。再生するときに音場を呼び出し、その臨場
感と効果をお楽しみください。

音場プログラムの詳細は49～52ページをご覧ください。
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CINEMA DSP音場プログラムの特長
映画製作者の意図するサウンドは、セリフは明瞭にスクリーン上に定位し、効果音はその奥、音楽はさらにその奥に拡がり、そしてサ

ラウンドは視聴者を取り囲んでスクリーンの映像と一体になるようにデザインされています。

ヤマハDSPをAV再生用に進化させたプログラムが「CINEMA DSP」です。映画のサラウンドデコーダーであるドルビープロ・ロジッ

クやドルビーデジタルとヤマハDSPを融合し、映画のサラウンドを最良の状態でデザインするダビングステージ（最終的な映画のサウ

ンドデザインを完成させるファイナルミックス）でのクオリティをAVルームに再現するサラウンド音場です。

CINEMA DSPの音場プログラムでは、メインL/R、センターチャンネルにもヤマハDSP処理を加えることで、視聴者はセリフの実

在感や効果音、音楽の奥行き感とともに、スムースな音源の移動感とスクリーンまで回り込むサラウンド音場に包まれます。

また、本機のCINEMA DSP音場プログラムは、ドルビーデジタル信号が入力されると、自動的にドルビーデジタルに対応した音場処

理に最適化されます。プログラムNo.2と3でのドルビーデジタル入力時はプログラム名も変わりますが、音場の目的とする効果のコン

セプトは変わりません。

●入力モードが“AUTO”に設定されている場合、CINEMA DSP音場プログラムでドルビーデジタルまたはDTS信号を入力すると自

動的にドルビーデジタルまたはDTSに対応した音場処理になり、プログラムの名前も変わりますが、各音場効果のコンセプトは変

わりません。

メイン左 センター メイン右�

リア左 リア右�

メイン左 センター メイン右�

リア左 リア右�

メイン左 センター メイン右�

リア左 リア右�

効果音�

映画館の音場再生 家庭でのサラウンド再生 CINEMA DSPによる音場再生
CINEMA DSP＋ドルビーデジタル/

DTSによる音場再生

音場プログラム名と最適ソース
■ HiFi-DSP音場プログラム名と最適ソース

No.

P01

P02

プログラム名

コンサート ホール

CONCERT HALL 1

コンサート ホール

CONCERT HALL 2

特長および最適ソース

ヨーロッパに多くみられる内装材にシックな木の内張りが使

われた、ミュンヘンにある2500席程度のコンサートホール

です。繊細な美しい響きが豊かに拡がり、落ち着いた雰囲気

を持っています。座席の位置は、1階の中央左寄りです。

1700席程度のウィーンの伝統的なシューボックス型の中規

模コンサートホールです。周囲の柱や彫刻により、全方向か

らの複雑な反射音を生み出しています。豊かな響きが特長で

す。

ヨーロッパの伝統をふまえて設計された、ボストンにある大

規模なコンサートホールです。客席数は2600席程度で、内

装はよりシンプルにまとめられ、アメリカ的な処理が感じら

れます。中高音の豊かな響きが特長です。

円形ホールをイメージさせる広大な音場で、全周囲に反射音

が拡がり、サラウンド感が強く、豊麗な響きが特長です。

タイプ

ヨーロッパ ホール

Europe Hall A

ヨーロッパ ホール

Europe Hall B

ユーエスエー ホール

U.S.A. Hall C

ライブ コンサート

Live Concert

音場効果を楽しむ

音
場
効
果
を
楽
し
む

＜次ページへ続く＞
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No.

P03

P04

P05

P06

P07

プログラム名

チャーチ

CHURCH

ジャズ クラブ

JAZZ CLUB

ロック コンサート

ROCK CONCERT

エンターテイメント

ENTERTAIMENT

スタジアム

STADIUM

特長および最適ソース

ドイツ南部の120m近い尖塔を持つ大きな教会です。

石を積み上げて造られており、天井が高く、細長い空間を

持っています。残響時間は非常に長くなりますが、逆に初期

反射は少なくなります。そのため、直接音の厚みは余りあり

ませんが、響きが多く、教会特有の音場を再現します。

パリ近郊ロワイヨーモンにある美しい中世ゴシック建築の修

道院の食堂大広間の音場です。

天井をささえる石柱毎に構成されるドーム状の多くの天井空

間に残響が響きあい、余韻の美しい音場です。

ニューヨークにあるライブハウスで、比較的広いことから小

ホールのような響きです。ステージに向かい中央左寄りの音

場です。

ニューヨークで話題のライブハウス“ザ ボトム ライン”のス

テージ正面の音場です。フロアは300席ある左右に幅広い客

席で占められ、リアルでライブな音場です。

ロサンゼルスにあるロック系ライブハウスで、客席は最高時

で約460程です。客席中央左寄りの音場です。

広いアリーナの音場です。

ディスコミュージックに包まれる乗りの良い音場空間を演出

するプログラムです。

後方からも直接音が聴け、広いエリアで楽しめる効果が特徴

のホームパーティーを演出する音場プログラムです。

ロサンゼルスにある直径300m以上もある大きなスタジアム

の音場です。遠く離れた場所からの反射音が遅れて聞こえ、

野外にいる雰囲気が再現されます。

すり鉢状に客席が並ぶ野外スタジアムの音場です。遠く離れ

た客席からの反射音が全周囲方向に感じられます。

タイプ

フライブルグ

Freiburg

ロワイヨーモン

Royaumont

ビレッジ ゲート

Village Gate

ザ ボトム ライン

The Bottom Line

ロキシー シアター

Roxy Theatre

アリーナ

Arena

ディスコ

Disco

パーティ

Party

アナハイム

Anaheim

ボール

Bowl

● メインスピーカーL、Rからは入力されたままのステレオ音声が出力されます。エフェクトスピーカーによってリスニングルームに

プログラム通りの音場を再現します。

●センタースピーカーから音は出ません。

●入力が2チャンネル以外でエンコードされたドルビーデジタルおよびDTS信号のときは、センタースピーカーから音が出ます。

●ドルビーデジタルおよびDTS入力時もプログラム名は変わりません。

●実測データを採用しているため、プログラムによっては効果音の左右バランスが異なるものがあります。

音場効果を楽しむ
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■ CINEMA DSP音場プログラム名と最適ソース

No.

P08

P09

P10

プログラム名

コンサート ビデオ

CONCERT VIDEO

テレビ シアター

TV THEATER

ムービー シアター

MOVIE THEATER 1

特長および最適ソース

ロック、ジャズ等のライブコンサート会場のイメージです。

サラウンド音場に広いホールのデータを使用しているため、

間接音成分が豊かに回り込み、スクリーン周囲への映像空

間、音場空間がいっぱいに拡がり、熱狂的な雰囲気にひたれ

ます。

響きの量を適度に抑えてあり、声の奥行き感、明瞭度に優れ

ています。オペラではステージでの定位や臨場感と共に、

オーケストラボックスの響きが眼前にくり広げられます。サ

ラウンド音場は控えめながら、コンサートホールのデータを

使用することで音楽の美しさを演出。長時間のオペラもので

も疲れません。

古いモノラル名作映画専用のポジションです。オペラハウス

系のプレゼンス音場と適度な残響処理により、往年の名作映

画のモノラル音声が臨場感を持って再生されます。

様々なバラエティーや中継番組に、適用範囲の広い音場効果

を再現。スポーツ中継のステレオ放送では、解説者は中央に

定位し、歓声や場内の雰囲気は周囲へと拡がります。後方回

り込みは適度に抑えてあるので、長時間使用しても違和感が

ありません。

70mm映画の大画面シアターそのものの超ワイドな空間に

映画の空気がそのまま存在するようなスペクタクルな音場で

す。微妙な音の響きまでも再現する表現力をもち、映像と空

間に今までにないリアリティを生みだします。70mm映画

初期の作品から最新のドルビーソフトおよびDTSソフトま

で、幅広くスペクタクルな世界が楽しめます。

最新のSFX映画のサウンドデザインをセリフと音楽効果音に

クールに描き分け、静けさの中に広大なシネマ空間を演出し

ます。高度なテクニックを駆使したドルビーステレオ、ドル

ビーデジタル、DTSソフトまで、Science Fictionの世界

を仮想空間音場で楽しめます。

タイプ

ポップ ロック

Pop/Rock

クラシカル オペラ

Classical/Opera

モノ ムービー

Mono Movie

バラエティー スポーツ

Variety/Sports

スペクタクル

70mm Spectacle

（ドルビーデジタル時：DGTL

Spectacle）

（DTS時：DTS Spectacle）

サイファイ

70mm Sci-Fi

（ドルビーデジタル時：DGTL

Sci-Fi）

（DTS時：DTS Sci-Fi）

音場効果を楽しむ

音
場
効
果
を
楽
し
む

＜次ページへ続く＞
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No.

P11

P12

プログラム名

ムービー シアター

MOVIE THEATER 2

V/DTS SURROUND

特長および最適ソース

最新の映画サウンドデザインを最高に再現するプログラムで

す。70mm／ドルビーデジタルおよびDTSマルチトラック

にデザインされた演出を忠実に再現すると共に音場プログラ

ム自体の響きをできるだけ抑え、響きをデットにした最新の

映画館とコンセプトを同じにしています。プレゼンス音場に

オペラハウス音場データを使用。会話の定位、立体感に優れ

ています。サラウンド音場にはコンサートホールのデータを

使用、力強い響きと共にアクション、アドベンチャーなどの

デザインされたサウンドを明確に再現し、痛快な臨場感をも

たらします。

70mm／ドルビーデジタルおよびDTSマルチトラックのサ

ウンドを再現するプログラムで、全体に柔らかい拡がり感の

ある響きが特長です。

プレゼンス音場はやや狭い印象で、セリフの響きを抑え明瞭

度を損なわずにスクリーン周囲とスクリーンの奥に立体的に

再現されます。サラウンド音場は後方の広い空間に音楽や

コーラス等のハーモニーが美しく響く印象です。

ドルビープロ・ロジック／ドルビーデジタルデコーダーまた

はDTSデコーダーで正確に処理されたムービーサウンドをス

トレートに再生します。セパレーション特性に優れ、スムー

ズで正確な音源の移動や定位が得られます。

ドルビーサラウンドまたはDTSサラウンドのオリジナル定位

を乱すことなく、正確なデコード動作とDSP処理を行いま

す。

35mm映画館のマルチサウンドスピーカーを、より理想的

なものへシミュレーションした音場です。サラウンド音場

は、視聴者を左右後方から美しい響きで包み込みます。その

ため、音の移動は後方から左右、スクリーンに自然につなが

り、映画制作側の意図する効果を再現します。

タイプ

アドベンチャー

70mm Adventure

（ドルビーデジタル時：DGTL

Adventure）

（DTS時：DTS Adventure）

ジェネラル

70mm General

（ドルビーデジタル時：DGTL

General）

（DTS時：DTS General）

プロ ロジック ノーマル

PRO LOGIC/Normal

（ドルビーデジタル時：DOLBY

DIGITAL/Normal）

（DTS時：DTS DIGITAL

SUR/Normal）

プロ ロジック エンハンスト

PRO LOGIC/Enhanced

（ドルビーデジタル時：DOLBY

DIGITAL/Enhanced）

（DTS時：DTS DIGITAL

SUR/Enhanced）

音場効果を楽しむ

● P10～12は、ビジュアルソフト  と表示されているドルビーエンコードソース、および  と表示されているDTS
エンコードソースの再生に最適なプログラムです。

●ドルビープロ・ロジックデコーダー、方向性強調回路、ドルビーデジタルデコーダーまたはDTSデコーダーが使用されます。
●メインL/R、センター、リアL/Rから出力されます。センタースピーカーを使用した場合は、良好なセンター定位が得られます。
●メインL、Rも方向性強調回路で信号処理されるので、ソースによっては左右メインスピーカーの音量が極端に異なる場合がありま
す。（ドルビーデジタルおよびDTS時を除く）

●プロ・ロジックおよびプロ・ロジックエンハンストは、方向性強調回路を使用するため、ソースがモノラルの場合、リアスピーカー
から音は出ません。

●音場プログラムは名前にこだわらず、聴感上最も気に入ったものを選択してください。また、実際に聴くときは、プログラムの音場
にリスニングルーム自体の音場が付加されます。プログラムの音場を楽しむには、リスニングルームをできるだけデッドに（反射音
が無いように）調整しましょう。
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PHONES BASS
EXTENSION

TONE
BYPASS

ON OFF

0
BASS
1 1

2 2

3 3

4 4

5– 5 +

0
TREBLE

1 1
2 2

3 3

4 4

5– 5 +

0
BALANCE

1 1
2 2

3 3

4 4

5L 5 R

SOURCE
REC OUT

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER

VCR 2 PHONO

VIDEO AUX

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-A2 CINEMA DSP 7ch
DOLBY

D I G I T A L

STANDBY/ON

POWER

INPUT MODE

INPUT SELECTOR VOLUME

16
20 12

28 8

40 4

60 2

0
–dB

S VIDEO VIDEO
VIDEO AUX

L RAUDIO

A
SPEAKERS

B – +SET MENU NEXT EXT. DECODER EFFECT PROGRAM

V DIGITAL

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER
VCR 2 PHONO
V-AUX

SLEEP

V PRO LOGIC
DSP

SPEAKERS
A B

MOVIE THEATER 1
70mm Spectacle 

REC OUTセレクター�

録音と録画
本機はREC OUTセレクターを装備しているので再生中のソースを録音／録画、ま
たは、再生中のソースとは別のソースを録音／録画することができます。

メモ
● 録音／録画する場合、事前に「試し録音」「試し録画」を行ってください。
● 本機の電源を切ると、接続した機器間の録音／録画は行えません。
● トーンコントロール（BASS, TREBLE）、BASS EXTENSION、BALANCEコントロール、
MASTER VOLUME、音場プログラムなどを操作しても、録音／録画には影響しません。

ご注意
● 入力ソースと同一のREC OUTには出力されません。（たとえば、ソースがVCR1のときはVCR1
のビデオデッキで録音／録画することはできません。）

● S-VIDEO端子からの録画は、S-VIDEO端子同士のみ有効です。
● DIGITAL端子からの録音は、DIGITAL端子同士のみ有効です。
● EXTERNAL DECODER INPUT端子から入力した信号は録音できません。
● ドルビーデジタルRF信号は、REC OUT出力されません。
● DTS信号はREC OUT出力されますが、録音機器（MD、DATなど）によっては再生時にDTSデコー
ドできない機器もあります。また、DTS信号は通常のPCM音楽信号とは周波数成分の異なった
デジタルのデータですから、DTSデコーダーを通さずに録音・再生するとノイズが出力され、ス
ピーカーが破損する恐れがあります。ご注意ください。

再生する機器の電源を入れます ...........................................................................................................

見ている（聴いている）ソースを録音／録画する

VOLUMEつまみを回し、最小「∞」にします........................................................................................
VOLUME

16
20 12

28 8

40 4

60 2

∞ 0
–dB

録
音
と
録
画
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SOURCE
REC OUT

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER

VCR 2 PHONO

VIDEO AUX

VOLUME

16
20 12

28 8

40 4

60 2

∞ 0
–dB

見ている（聴いている）ソースとは別のソースを録音／録画する

VOLUMEつまみを回し、最小「∞」にします........................................................................................

REC OUTセレクターを「SOURCE」の位置にします .......................................................................

テープデッキ、またはビデオデッキで録音／録画を開始します。

メモ

録音レベルの調整は、それぞれのデッキで行います。ご使用になる機器の取扱説明書を参照
してください。

録音／録画を開始します ......................................................................................................................

P.36の「再生」の手順で録音／録画するソースを再生します。

ソースを再生します ..............................................................................................................................

BGV録画 リモコンのインプットセレクターでソースを選択すると、BGV（バックグラウンドビデ

オ）録画を行うことができます。BGV録画とは、ビデオ系ソースの映像と、オーディオ

系ソースの音声を組み合わせて録画する機能です。

録画するビデオ系の映像を選択した後、リモコンで録音するオーディオ系の音声を選

択して録画します。

リモコンのイン
プットセレクター

TAPE/MD

CD

TUNER

VCR 1

DVD/LD

PHONO

TV/DBS

VCR 2

V-AUX

録音と録画
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SOURCE
REC OUT

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER

VCR 2 PHONO

VIDEO AUX

録音ソースのアナログ音声信号は、TAPE/MD、VCR 1、およびVCR 2のアナログ音声

出力端子にREC OUTされ、映像信号はVCR 1およびVCR 2の映像出力端子にREC OUT

されます。（フルレックアウト機能）

ご注意

デジタル録音はデジタル接続している機器の間でのみ可能です。本機では、DIGITAL SIGNAL
CD、DVD/LD、TB/DBS端子の音声入力信号をDIGITAL SIGNAL TAPE MD端子にREC
OUTします。

REC OUTセレクターを録音／録画したいソースの位置にします ...................................................

ソースを再生します..............................................................................................................................

P. 36の「再生」の手順で録音／録画するソースを再生します。

録音／録画を開始します ......................................................................................................................

INPUT SELECTORで録音／録画とは別に再生するソースを選択します。

再生するソースを選択します ...............................................................................................................

＜リモコン＞＜本体＞

VOLUMEつまみを回し、再生ソースの音量を調節します。

再生ソースの音量を調節します。.........................................................................................................

VOLUME

16
20 12

28 8

40 4

60 2

∞ 0
–dB

MASTER VOLUME

MUTE

＜リモコン＞＜本体＞

テープデッキ、またはビデオデッキで録音／録画を開始します。

メモ

録音レベルの調整は、それぞれのデッキで行います。ご使用になる機器の取扱説明書を参照
してください。

INPUT SELECTOR

TAPE/MD

CD

TUNER

VCR 1

DVD/LD

PHONO

EXT. DEC.

TV/DBS

VCR 2

V-AUX
DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER
VCR 2 PHONO
V-AUX

INPUT SELECTORを�
回して再生ソースの�
インジケーターを�
点灯させる�

録音と録画

録
音
と
録
画
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≥  Europe Hall A

  INIT.DLY…………29ms

 *ROOM SIZE…………2.0

  LIVENESS…………………5

  S.DELAY……………10ms

  

P01  CONCERT HALL 1

プログラムNo.

カーソル� パラメーター�

プログラム名� プログラム�
タイプ�

PHONO

EXT. DEC.

EFFECT

ON/OFF

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

PARAMETER

SET MENU

SLEEP ON SCREEN

LEVEL

TEST

10 11 12

音場プログラムのパラメーターは、プリセット値のままで十分お楽しみい
ただけます。基本的に設定を変更する必要はありませんが、音場プログラ
ムの一部のパラメーターは、プリセット値を変更することができます。パ
ラメーターを変更すれば、音場キャラクターを活かしたまま、ソースや部
屋の音響に合わせて音場プログラムをアレンジして楽しめます。

メモ

● リモコンで操作します。
● 音場プログラムごとにDSP処理の構造が違います。そのため、パラメーターの種類も異な
ります。

● 変更したパラメーターはメモリーに記憶されるため、コンセントを抜かない限り電源を
切っても消えません。（P.73の「メモリーバックアップについて」参照）

PARAMETER/SET MENUスイッチをPARAMETERにします。

音場プログラム、およびタイプを選択します。

カーソルキーの“∨”または“∧”を押して、パラメーターを選択します。パラメーター

名の左側にカーソル（→）が表示されます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、パラメーターの設定値を変更します。

モニター画面では、初期設定値以外に変更すると、パラメーター名の前にアスタリス

ク（＊）が表示されます。

「MEMORY GUARD!」が表示された場合：

メモリーガードが「ON」に設定されている場合は、パラメーターを変更できません。

パラメーターを変更する場合は、セットメニュー「6. MEMORY GUARD」（P.65）

で、メモリーガードを“OFF”に設定してください。

必要に応じて、2～4の手順を繰り返し、他のプログラムのパラメーターを変更します。

■ パラメーターの変更 ..............................................................................................................................
音場プログラムを選ぶ

パラメーターを選択、変更する

● パラメーターの一部を初期設定値に戻すには

パラメーターをカーソルキーの“∨”または“∧”で選択し、“＋”または“－”を押し続け

ます。パラメーター値が続けて変化し、初期設定値で一旦表示が止まります。（モニ

ター画面では、パラメーター名の前のアスタリスク（＊）が消えます。）

● 音場プラグラム内のパラメーターをすべて初期設定値に戻すには

SET MENUの設定で、各音場プログラムごとにパラメーターをすべて初期設定値に

戻せます。P.64のセットメニュー「5. PARAMETER INI」をご覧ください。

ドルビーデジタルやDTS音場タイプを含み、各パラメーターが初期化されます。

■ パラメーターを初期設定値に戻すには................................................................................................

ドルビーデジタル再生時の表示例

音場プログラムのパラメーターを変更する

≥  Europe Hall A

  INIT.DLY…………29ms

 *ROOM SIZE…………2.0

  LIVENESS…………………5

  S.DELAY……………10ms

  

P01  CONCERT HALL 1

消える�
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音
場
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ム
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を
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音場プログラムのパラメーターを変更する

時間�

反射面�

音源�

小 1 ms 大 99 ms

レ
ベ
ル�

INIT. DLY INIT. DLY INIT. DLY

時間�

初期反射音�

ソースの原音�
レ
ベ
ル�

時間�

レ
ベ
ル�

機能 ： サラウンド音場の遅延時間を調整。

（「フロント2チャンネル（または3チャンネル）＋リア2チャンネル」以上で、ド

ルビーデジタルおよびDTS入力時のみ有効）

可変範囲 ： 1ms～49ms

解説 ： 直接音とサラウンド音場との時間遅れをコントロールするパラメーターです。

値を大きくするほどサラウンド音場が遅れて発生します。

■
サラウンド イニシャル ディレイ

S. INIT DLY　（Surround Initial Delay）........................................................................................

機能 ： プレゼンス音場の遅延時間を調整。

可変範囲 ： 1ms～99ms

解説 ： 直接音からプレゼンス音場が始まるまでの時間をコントロールするパラメーターです。

値を大きくするほど、プレゼンス音場が遅れて発生します。

■
プレゼンス イニシャル ディレイ

P. INIT DLY　（Presence Initial Delay）.......................................................................................

機能 ： 音源と壁面との距離感を調整。

可変範囲 ： 1ms～99ms

解説 ： 直接音から初期反射音が始まるまでの時間（遅延

時間）をコントロールするパラメーターです。

初期反射音の遅れは、音源と反射面との距離に

よって決まります。つまり、遅延時間を短くする

と、音源が壁面に近づいた感じになり、逆に遅延

時間を長くすると、音源は壁面から離れた感じに

なります。

INIT. DLYを調整することにより、ソースの原音

から周りの壁までの距離感、空間の大きさ感、音

像のできかた等がコントロールできます。

＊ 遅延時間を長くした場合、組み合せによっては違
和感のある音になることがあります。

■
イニシャル ディレイ

INIT. DELAY　（Initial Delay）.........................................................................................................

パラメーターガイド
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S. DELAY S. INIT. �
DELAY

時間�

L/R信号�
SORROUND（LS/RS）�
S音場�レ

ベ
ル�

S. DELAY

時間�

直接音�
S音場�レ

ベ
ル�

ドルビーデジタル／DTS以外の入力時�
（サラウンド音源は存在しない）�

ドルビーデジタル／DTS入力時�

■
サラウンド ディレイ

S.DELAY（Surround Delay）............................................................................................................

機能 ： サラウンド音場の遅延時間を調整

可変範囲 ： 0ms～15ms（ドルビーデジタル／DTS時）、

15ms～30ms（ドルビー プロ・ロジック動作

時）、15ms～49ms（その他の場合）

解説 ： ドルビーデジタル／DTS入力時：

L/R信号とサラウンド音源との時間遅れをコント

ロールするパラメーターです。値を大きくするほ

どサラウンド音源が遅れて発生します。

機能 ： 拡がり感の調整。

可変範囲 ： 0.1～2.0

解説 ： 空間の拡がり感をコントロールするパラメーター

です。

値を大きくするほど広い空間（部屋）になり、値を

小さくするほど狭い空間になります。音が反射を

繰り返すとき、壁と壁の間が広い大きなホールほ

ど、反射音と反射音の時間的な間隔が長くなりま

す。このことから、反射音同士の時間間隔をコン

トロールすれば、拡がり感を変えることができる

ということになります。

1.0で実測値そのまま、2.0にすると、一辺の長

さが倍の空間になります。

■
ルーム サイズ

ROOM SIZE ........................................................................................................................................

■
プレゼンス ルーム サイズ

P. ROOM SIZE　（Presence Room Size）...................................................................................

機能 ： プレゼンス音場の拡がり感の調整。

可変範囲 ： 0.1～2.0

解説 ： プレゼンスの拡がり感をコントロールするパラメーターです。

値を大きくするほど、プレゼンス反射音同士の時間間隔が長くなり、ソースに含

まれる音楽や効果成分に拡がり感が出てきます。

時間�
値：小� 値：大�

音源�

小 0.1 大 2.0

レ
ベ
ル�

時間�

初期反射音�
ソースの原音�

レ
ベ
ル�

時間�

レ
ベ
ル�

ドルビーデジタル／DTS以外の入力時：

直接音とサラウンド音場との時間遅れをコント

ロールするパラメーターです。値を大きくするほ

どサラウンド音場が遅れて発生します。

サラウンド音源は存在しません。

音場プログラムのパラメーターを変更する



59

時間�時間�

後部�
残響音�

レ
ベ
ル�

ソースの原音�

初期反射音�

60 dB

音源� 残響音短い� 残響音長い�

REV. TIME

後部�
残響音�

レ
ベ
ル�

60 dB

REV. TIME

時間�
後部残響音�

レ
ベ
ル�

60 dB

REV. TIME

小 1.0 s 大 5.0 s

■
サラウンド ルーム サイズ

S. ROOM SIZE　（Surround Room Size）....................................................................................

機能 ： サラウンド音場の拡がり感の調整。

可変範囲 ： 0.1～2.0

解説 ： サラウンド音場の拡がり感をコントロールするパラメーターです。値を大きくするほど、

サラウンドの音場空間が拡がります。

■
リバーブ タイム

REV. TIME　（Reverb Time）...........................................................................................................

機能 ： 余韻の長さを調整。

可変範囲 ： 1.0s～5.0s

解説 ： 後部残響音が減衰していく時間をコントロールす

るパラメーターです。

約1kHzの残響音が60dB減衰するのにかかる時間

を基準にしています。値を小さくするほど、残響音

が早く減衰します。

REV. TIMEを調整することにより、デッド気味

のソースやリスニングルームに少し長めの残響時

間を設定したり、逆にライブ気味のソースやリス

ニングルームには、短い残響時間を設定して自然

な残響音となるようにコントロールすることがで

きます。

■
サラウンド ライブネス

S. LIVENESS　（Surround Liveness）..........................................................................................

機能 ： サラウンド音場の響き具合の調整。

可変範囲 ： 0～10

解説 ： サラウンド音場の減衰量をコントロールするパラメーターです。値を大きくするほど、

サラウンド音場の響きが強くなります。

機能 ： 響き具合の調整。

可変範囲 ： 0～10

解説 ： 初期反射音の減衰特性を決めるパラメーターで

す。値を大きくするほど、反響が多くライブな音

場になり、値を小さくするほど反響が少ないデッ

ドな音場になります。実際のホールでのライブ感

／デッド感は、反射面の吸音特性によって決定さ

れ、反射音の減衰が早ければデッドに、遅ければ

ライブに感じられます。

■
ライブネス

LIVENESS ...........................................................................................................................................

時間�
デッド�

反射音小�
音源�

小 0 大 1 0

レ
ベ
ル�

反射音大�

時間�

レ
ベ
ル�

ソースの原音�

時間�

ライブ�
レ
ベ
ル�

音
場
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
パ
ラ
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を
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音場プログラムのパラメーターを変更する
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音場プログラムのパラメーターを変更する

■
リバーブ レベル

REV. LEVEL　（Reverb Level）.......................................................................................................

機能 ： 余韻の強さを調整。

可変範囲 ： 0％～100％

解説 ： 後部残響音のレベルをコントロールするパラメー

ターです。

値を大きくするほど後部残響音のレベルが大きく

なり、余韻が強く感じられます。値を小さくする

ほど後部残響音のレベルが小さくなり、余韻が弱

く感じられます。
時間�

レ
ベ
ル�

ソースの原音�

REV LEVEL
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1A.
センター スピーカー

CENTER SP
センタースピーカーの性能や有無に応じて出力モードを選択しま

す。（P.30参照）

1B.
リア スピーカー
REAR SP リアスピーカーの性能に合った出力モードを選択します。（P.30参照）

1C.
メイン スピーカー
MAIN SP メインスピーカーの性能に合った出力モードを選択します。（P.31参照）

1D.
エルエフイー バス アウト
LFE/BASS OUT LFE/BASS信号を出力するスピーカーを選択します。（P.31参照）

1E.
システムセットアップ
SYS. SETUP フロント・エフェクトスピーカーの有無に応じて出力モードを選

択します。（P.32参照）

1F.
メインレベル

MAIN LEVEL メインスピーカーの音量レベルを選択します。（P.32参照）

2A.
エルエフィー レベル

LFE LEVEL ドルビーデジタルでのLFE信号の再生レベルを設定します。

2B.
ダイナミックレンジ

D-RANGE ドルビーデジタル再生時のダイナミックレンジを設定します。

3A.
エルエフィー レベル

LFE LEVEL DTSでのLFE信号の再生レベルを設定します。

4.
センター ディレイ

CENTER DELAY センタースピーカーのディレイタイムを設定します。

5.
パラメーター イニシャライズ

PARAMETER INI プログラムのパラメーターを元の初期設定値に戻します。

6.
メモリー ガード

MEMORY GUARD 設定したパラメーターやレベルなどを保護します。

7.
インプット

TV/DBS INPUT
TV/DBSの入力モードの「電源投入時の初期値」を設定します。

（DVD/LD, CD, TAPE/MDは、電源投入時は常に“AUTO”に設定されています。）

8.
ディマー

DIMMER 本体ディスプレイの明るさを調整します。

1.
スピーカー セット
SPEAKER SET

2.
ドルビー デジタル セット

DLBY DGTL SET

3.
ディーティーエスセット

DTS SET

セットメニューの設定
本機には、8項目のセットメニューがあります。使用するスピーカーシステムに
合わせて設定するスピーカーモード（P.29参照）や、センターディレイ、パラ
メーターイニシャライズなどの便利な機能もセットメニューに納められていま
す。必要に応じてセットメニューを呼び出し、設定します。

メモ
● 再生中もセットメニューの設定を行えます。
● セットメニューはモニター画面を見ながら設定することをおすすめします。本体のディスプレ
イ表示でも設定できますが、モニター画面の方が視覚的に分かりやすく設定できます。

ご注意
● セットメニューの「6. MEMORY GUARD」が“ON”になっていると、メモリーガード以外のセッ
トメニューの設定はできません。“OFF”にしてから行ってください。

セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
設
定
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セットメニューの設定

  4.CENTER DELAY    

             0dB

  

        SET MENU

SET MENU– +

NEXT

セットメニューの操作手順
操作手順はリモコンを使って説明します。本体で操作する場合は（　）内のキーを操作します。

PARAMETER/SET MENUスイッチを“SET MENU”に合わせます。

カーソルキーの“∨”または“∧”（本体ではNEXT）を押します。モニター、および本体

ディスプレイがセットメニュー表示に切り替わります。

カーソルキーの“∨”または“∧”（本体ではNEXT）を押すたびに、セットメニューが切

り替わります。1～8のメニューから変更したいセットメニューを選択します。

メモ

本体のNEXTキーは、リモコンのカーソルキーの“∨”と同じはたらきをします。本体では、
リモコンのカーソルキーの“∧”（逆順に切り替える）と同じ操作はできません。

PARAMETER

SET MENU

カーソルキーの“＋”または“－”（本体ではSET MENU“＋”または“－”）を押して、設

定値を変更します。

「Press ＋/－ Key !」が表示された場合：

カーソルキーの“＋”または“－”を押して表示を切り替えた後、カーソルキーの“∨”ま

たは“∧”（本体ではNEXT）を押してメニュー（項目）を切り替え、カーソルキーの“＋”

または“－”（本体ではSET MENU“＋”または“－”）を押して、各メニューの設定値を

変更します。

例：「2. DLBY DGTL SET」の操作

1. 「2. DLBY DGTL SET Press ＋/－ key!」表示でカーソルキーの“＋”または“－”

を押す。「2A. LFE LEVEL」が表示される。必要ならば、カーソルキーの“＋”ま

たは“－”で設定値を変更する。

2. カーソルキーの“∨”を押す。「2B. D-RANGE」が表示される。必要ならば、カー

ソルキーの“＋”または“－”で設定値を変更する。

3. カーソルキーの“∨”を押す。「2. DLBY DGTL SET Press ＋/－ key!」表示に

戻る。他のメニューに移るには、カーソルキーの“∨”または“∧”を押す。

メモ

カーソルキーの“∨”または“∧”を押し続けると、セットメニューの切り替え画面（Press
+/- Key !の画面）に戻ります。

設定が終わったら、リモコンのPARAMETER/SET MENUスイッチを

“PARAMETER”側に切り替え、カーソルキーの“∨”または“∧”を押して、セットメ

ニュー表示からプログラム表示に戻します。

（本体で操作する場合は、プログラム表示になるまでNEXTを押します。）

＜リモコン＞ ＜本体＞

＜本体＞＜リモコン＞

  2.DLBY DGTL SET

   Press +/- Key!

  

        SET MENU

PARAMETER

SET MENU

→
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セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
設
定

セットメニューの設定

セットメニュー1～8の設定内容
● 各セットメニューの操作文は、カーソルキーの“∨”または“∧”を押して設定したいセットメニューを選択したところから記載され

ています。

1. SPEAKER SET（スピーカーセット）.................................................................................................

1.SPEAKER SET

 Press +/- Key !

スピーカーの種類に合った出力モードを設定します。1A. CENTER SP ～ 1F. MAIN

LEVELの設定が含まれています。

詳細はP.29「スピーカーモードの設定」を参照してください。

サブウーファーを使用するときも、スピーカーモードを設定してください。

ドルビーデジタルでのLFE信号の再生レベルを設定します。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「2A. LFE LEVEL」表示に切り替えます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、LFEレベルを調整（－20dB～0dB）します。

LFE信号は、ドルビーデジタルやDTSソースにおいて、意図されたシーンでのみ出力さ

れる特殊な低域効果音です。ドルビー社の推奨により、LFE LEVEL 0dB時は、他の5ch

のレベルより＋10dBに設定されています。使用するサブウーファーなどの能力に応じ

て、LFE LEVELを調整して使用してください。

2. DLBY DGTL SET(ドルビーデジタルセット）...................................................................................

2A. LFE LEVEL（LFEレベル）

2A. LFE LEVEL

            0dB

2B. D-RANGE

 ‚MAX  STD  MIN

2B. D-RANGE（ダイナミックレンジ）

ドルビーデジタル再生時のダイナミックレンジを、MAX、STDまたはMINの3種類から

設定します。

「2A. LFE LEVEL」表示から、カーソルキーの“∨”を押して、「2B. D- RANGE」表示

に切り替えます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、MAX、STDまたはMINを選びます。

MAX: オリジナルソースそのままのダイナミックレンジです。

STD（STANDARD）: 一般家庭用として推奨するダイナミックレンジです。

MIN: 小音量でも聴きやすく、深夜の視聴に適したダイナミックレ

ンジです。

メモ

ドルビーデジタルソフトによっては、ダイナミックレンジの“MIN”に対応していないた
め、音量が極端に下がる場合があります。このようなときは、ダイナミックレンジを“MAX”
または“STD”に設定してご使用ください。



64

3A. LFE LEVEL

            0dB

3. DTS SET(DTSセット）.......................................................................................................................

3A. LFE LEVEL（LFEレベル）
DTSでのLFE信号の再生レベルを設定します。

「カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「3A. LFE LEVEL」表示に切り替えます。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、LFEレベルを調整（－10dB～＋10dB）し

ます。

LFE信号は、ドルビーデジタルやソースにおいて、意図されたシーンでのみ出力される特

殊な低域効果音です。使用するサブウーファーなどの能力に応じて、LFE LEVELを調整

して使用してください。

4. CENTER DELAY

            0ms

センタースピーカーのディレイタイムを設定します。

● カーソルキーの“＋”または“－”を押して、ディレイタイム（0～5 ms）を設定しま

す。

センターディレイの必要性

通常センタースピーカーはメインL, Rスピーカーと同一線上に置きますが、本来ならば同

時に出た音が同時にリスナーの耳に届くように、3つのスピーカーとリスナーの距離が同

一になるのが理想的です。ディレイタイムを設定することによって、仮想的にセンタース

ピーカーの位置を遠ざけ、等価的にリスナーと3つのスピーカーとの距離を合わせること

ができます。目安として1ms増すと約30cm遠ざかったことになります。センターディ

レイは、特にスモールモードでセンタースピーカーを使用している時、セリフの量感を増

すのに効果があります。

● スピーカーモードの「1A. CENTER SP」が“NONE”に設定されている場合、ディレ

イタイムの設定は必要ありません。

4. CENTER DELAY（センターディレイ）..............................................................................................

L C

C
R

仮想センター位置�

  5.PARAMETER INI

   Press +/- Key !

  

        SET MENU

   *1   2   3   4

 

    5   6   7   8

 

    9  10  11  12

 

   Press  No. Key  

    5.PARAMETER INI

5.PARAMETER INI

 *1   2   3   4




音場プログラムのパラメーターを、プログラムごとにイニシャライズします（初期設定値

に戻します）。

ご注意

各音場プログラムには2タイプの音場がありますが、タイプごとのイニシャライズは行
えません。ドルビーデジタル用、DTS用、およびステレオ入力用でパラメーターが異なる
場合でも、個別にパラメーターイニシャライズは行えません。

カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「5. PARAMETER INI」表示に切り替えます。

パラメーターが変更されている音場プラグラムは、そのプログラムナンバーの前にア

スタリスク（＊印）が付いています。リモコンの音場プログラムキー（1～12）を押す

と、その音場プラグラムがイニシャライズされます。

メモ
● アスタリスク（＊）が付いていないプログラムをイニシャライズしても、何も変わりま
せん。

● ディスプレイにはカーソルキーの“∨”を押すごとに4音場ずつ表示されます。

ご注意

● イニシャライズした音場プログラムを、元の状態（パラメーターが変更された状態）に
戻すことはできません。

● MEMORY GUARDの設定（P.65参照）がONの時は、イニシャライズできません。

5. PARAMETER INI（パラメーターイニシャライズ）...........................................................................

セットメニューの設定
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6. MEMORY GUARD

     OFF “ON

6. MEMORY GUARD（メモリーガード）...............................................................................................

設定したパラメーターやスピーカーレベルなどを保護します。「ON」に設定しておけば、

誤操作によるパラメーターやスピーカーレベルの変更を防ぐことができます。

● カーソルキーの“＋”または“－”を押して、ON/OFFを切り替えます。

メモリーガードで保護される設定

・音場プログラムのパラメーター設定値

・MEMORY GUARD以外のセットメニュー

・センター／フロント／リア／サブウーファーのレベル

・オンスクリーン表示の設定

ご注意
● メモリーガードを「ON」に設定すると、テストモードに入れません。

● メモリーガードを「ON」に設定すると、他のセットメニュー（1～5, 7, 8）は呼び出せませ
ん。

セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
設
定

セットメニューの設定

7. TV/DBS INPUT

   ‚AUTO  LAST

8.  DIMMER

    ----|   0||

7. TV/DBS INPUT（TV/DBSインプット）...........................................................................................

TV/DBSの入力モードの「電源投入時の初期値」を設定します。

AUTO: 電源投入時“AUTO”に設定されます。

LAST: 入力モードの最後の設定をメモリーして、それを電源投入時の初期値とします。

● カーソルキーの“＋”または“－”を押して、入力モード（AUTOとLAST）を切り替えます。

本体のディスプレイの明るさを調整します。本機の使用環境に応じて、ディスプレイ表示

が明るすぎる場合はマイナス側に（値を小さく）設定します。

● カーソルキーの“＋”または“－”を押して、ディマーを調整（－4～0）します。

8. DIMMER（ディマー）.............................................................................................................................
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�

A B C

A/B/CスイッチがA
のときはラーニング
できません。�

エリアB、Cのキーがラーニングできます。
ラーニングさせるときはA/B/Cスイッチ
をBまたはCに切り替えます。�
● ヤマハのMD、LD、DVDプレーヤーを
操作するための信号がプリセットされ
ていますが、ラーニングすることもで
きます。�

TAPE/MD

A/BREC/PAUSE

BA

A

CD

TUNER

VCR 1

B

DVD/LD

PHONO

EXT. DEC.

EFFECT

ON/OFF

TV/DBS

VCR 2

V-AUX

C

DIR

DISCSTOP

TRANSMIT
/LEARN

LEARNCLEAR MACRO

PRESET A/B/C/D/E

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 12

PARAMETER

SET MENU

SLEEP ON SCREEN

LEVEL

TEST

MASTER VOLUME

TV

VCR
STANDBY

SYSTEM
POWER ON

10

MUTE

REMOTE CONTROL
TRANSMITTER

A/BREC/PAUSE

BA DIR

DISCSTOP

PRESET A/B/C/D/E

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 1210

A/BREC/PAUSE

BA DIR

DISCSTOP

PRESET A/B/C/D/E

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 1210

A/BREC/PAUSE

BA DIR

DISCSTOP

PRESET A/B/C/D/E

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 1210

LEARNボタン�

TVキー�

VCRキー�

TRANSMIT/�
LEARN�
インジケーター�

A/B/C�
スイッチ�

キー�

A、B、Cエリア�
インジケーター�

オレンジ色で�
表示�

オレンジ色で�
表示�

オレンジ色で�
表示�

本機のリモコンは、他の機器のリモコン信号を学習するラーニング機能を
持っています。ラーニングさせておけば、本リモコンでヤマハ以外のAV
機器をコントロールすることができます。

● TVキー、VCRキー、 キー、エリアBとCの  で示したキーがラーニングできます（下図参照）。エリアBとCのプリ

セット済みのキーもラーニングすることができます。ラーニングしても、プリセットされている機能は消去されません。ラー

ニング内容を消去すると、再度プリセット機能を使うことができます。

● 押してもTRANSMIT/LEARNインジケーターが点灯しないキーは「空き（プリセットもラーニングもされていない）」キーです。

■ ラーニングできるキーについて ...........................................................................................................

メモ
● ラーニングするときは、本リモコンのキーマークと、他の機器のリモコンのキーマークを一
致させておくと便利です。

● TVキーやVCRキーには、テレビやビデオデッキの電源スイッチの信号をラーニングするこ
とをおすすめします。

● ラーニングできるキー数はヤマハ機器の信号で約50キーです。（ラーニングの内容により
異なります。）

ご注意

エリアA（A/B/CスイッチがAのとき）のすべてのキーはラーニングできません。

リモコンの学習機能（ラーニング機能）

ラーニングの前に
● 本リモコンは赤外線方式を使用しています。外部機器のリモコンが同じ赤外線方式で
あれば、ほとんどのリモコン信号をラーニングできますが、特殊な信号や非常に長い
信号の場合、ラーニングできないことがあります。
また、メモリー容量がいっぱいになっている場合は、TRANSMIT/LEARNインジケー
ターが早く点滅（エラー表示）し、それ以上のラーニングはできません。新しいラーニ
ングをするときは、ラーニング済みのキーから不要のものを消去してください。

● ラーニング中にカバーを閉めると、5秒後にTRANSMIT/LEARNインジケーターが早
く点滅、ラーニングモードは解除されます。
5秒以内にカバーを開けると、再びラーニングモードに戻ります。
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本リモコン�
他のリモコン�

TAPE/M
D

A
/B

REC/PAUSE

B
A

A

C
D

TU
N

ER

VC
R

 1

B

D
IR

D
ISC

STO
P

TR
AN

SM
IT

/LEAR
N

LEAR
N

C
LEAR

M
AC

R
O

例：�
PRESET＋キー�
を押します�

リモコンの学習機能（ラーニング機能）

リ
モ
コ
ン
の
学
習
機
能
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
機
能
）

TRANSMIT
/LEARN

LEARN

ゆっくり�
点滅�

ラーニングのしかた

カバーを開け、LEARNボタンを押します ...........................................................................................

ボタンはボールペンなど先の細いもので押します。

TRANSMIT/LEARNインジケーターがゆっくり点滅し、ラーニングモードを

示します。

ご注意

手順の操作は約30秒以内に行ってください。30秒を経過すると自動的にラーニン
グモードは解除されます。その場合はもう一度LEARN ボタンを押します。

ここでは例として、エリアＣの PRESET“＋”キーに、「テレビをビデオ入力に切り替える」信号をラーニングします。次に、

TVキーにテレビの電源をオン/オフさせる信号をラーニングします。

本リモコンの送受信部と、外部機器リモコンの送信部を５～10cm間隔で向かい合わせます...........

5～10cmの間隔を�
あける�

本リモコン�
他のリモコン�

TAPE/M
D

A
/B

REC/PAUSE

B
A

A

C
D

TU
N

ER

VC
R

 1

B

D
IR

D
ISC

STO
P

TR
AN

SM
IT

/LEAR
N

LEAR
N

C
LEAR

M
AC

R
O

ご注意

A/B/CスイッチをBまたはCに切り替え、ラーニングさせるエリアを選びます ..............................

本リモコンのラーニングするキーを押します.....................................................................................

ご注意
● エリアAのすべてのキーはラーニングできません。
● TVキーやVCRキーにラーニングするときはエリアを選ぶ必要はありません。ラーニ
ング後も、どのエリアを選んでいてもこれらのキーで機器を操作することができます。

TRANSMIT/LEARNインジケーターが点灯します。

ご注意

ラーニングできないキーを押すとTRANSMIT/LEARNインジケーターが早く点滅（エ
ラー表示）します。他のキーを押してください。

C

オレンジ色
で表示

点灯

例：Ｃの位置に

　　切り替えます。
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リモコンの学習機能（ラーニング機能）

LEARN

他の機器のリモコンのラーニングさせたいキーを、TRANSMIT/ LEARNインジケーターが消える
まで押し続けます..................................................................................................................................

● 再びインジケーターがゆっくり点滅すると次のラーニングができます。

例：TVキーにテレビの電源のオン/オフをラーニングさせるときは、手順4でTVキーを

押してから手順5でテレビのリモコンの電源ボタンを押します。

他のキーをラーニングさせる場合は、3～5の操作を繰り返します...................................................

ラーニングを終えるときは、LEARNボタンを押します.....................................................................

乾電池を２本とも新しい乾電池に交換する

（本リモコン場合はRESETボタンを押す）
本リモコンまたは相手のリモコンの電池が消耗している

リモコンの間隔を5～10cmにして操作

をする
向かい合わせたリモコンの間隔が離れすぎている、または近すぎる

電池ケース内のRESETボタンを押す内蔵のマイコンが応答しない

ラーニングができない（TRANSMIT/LEARNインジケーターが点灯/点滅しない）ときは、下記の方法で、もう一度操作をし直してください。

カバーの裏側や�
本体の裏面に貼ります。�

リモコンシート�

ラーニング後は、付属のリモコンシートに名称/

機能などを記入して活用してください。

TAPE/M
D

A
/B

REC/PAUSE

B
A

A

C
D

TU
N

ER

VC
R

 1

B

D
IR

D
ISC

STO
P

TR
AN

SM
IT

/LEAR
N

LEAR
N

C
LEAR

M
AC

R
O

本リモコン�
他のリモコン

点灯→消灯→ゆっくり点滅�

例：�
テレビのリモコンの�
入力切替ボタンを押�
します�

入力切換�
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リモコンの学習機能（ラーニング機能）

リ
モ
コ
ン
の
学
習
機
能
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
機
能
）

TRANSMIT
/LEARN

消灯→点灯�

TV
PRESET

例：あらかじめラーニングさせておいた�
　　（67ページ）TVキー、PRESET＋�
　　キーの順に押します�

TRANSMIT
/LEARN

点灯�

例：TV/DBSキーを�
　　押します。�

TV/DBS

TRANSMIT
/LEARN

MACRO

ゆっくり�
点滅�

マクロ設定のしかた

TRANSMIT/LEARNインジケーターがゆっくり点滅し、マクロ設定モードを示します。

ご注意

以下の手順の操作は約30秒以内に行ってください。
30秒を経過すると自動的にマクロ設定モードは解除されます。そのような場合は、もう一度
MACROボタンを押します。

カバーを開けたまま、設定するマクロキーを押します ........................................................................

TRANSMIT/LEARNインジケーターが点灯し、押したキーにマクロ設定ができることを

示します。

ご注意

マクロキー以外のキーを押すとTRANSMIT/LEARNインジケーターが早く点滅（エラー表
示）します。

各操作をラーニングしておいたキーを、TRANSMIT/ LEARNインジケーターが消えるまで押し続けます..........

マクロ機能とは、ソースを再生するときに行う一連のキー操作を１つのキー操作でできるようにする機能です。

本リモコンのマクロキー（マクロマーク表示のインプットセレクターおよびSYSTEM POWER ON/STANDBYキー）には、マクロ機

能があらかじめプリセットされていますが、オリジナルのマクロ操作を設定することもできます。

1つのマクロキーには、最大７種類の操作を設定することができます。使いやすいマクロを設定して、システムの操作に役立ててください。

ここでは例として、「テレビの電源を入れ」→「入力をビデオに切り替える」操作をTV/DBSキーにマクロ設定します。これらの一

連の操作をマクロ設定するためには、「テレビの電源を入れる」「テレビをビデオ入力に切り替える」を本リモコンにあらかじめラー

ニングさせておきます。このラーニングのしかたは、P.67の例がそのまま使えるので参照してください。

カバーを開け、MACROボタンを押します..........................................................................................

ご注意
● 新しいマクロを設定しても、あらかじめプリセットしてあるマクロ機能は消去されません。
設定したマクロの内容を消去すると再度プリセットマクロを使うことができます。

● プリセットしてあるマクロに裏操作として、新しい信号を追加することはできません。マク
ロ設定をすると、すべて新しい内容に変わります。

● マクロ設定は、本リモコンのラーニング済み（またはプリセット）のキー信号をマクロキー
に設定（転送）させて行います。必要に応じてあらかじめ他の機器のキーをラーニングして
おいてください。

● 音量の操作など、連続的に操作するキー信号は、本リモコンは短時間のコードとしてラーニン
グします。したがって、そのようなキーのマクロ設定はおすすめしません。

最初のキーを押してから再び点灯すると、次のキーをマクロ設定できます。

ご注意

TRANSMIT/ LEARNインジケーターが早く点滅するときは、そのキーはマクロ設定できま
せん。

メモ

最大7種類のキー信号を設定することができます。7つ目のキー信号を設定するとTRANSMIT/
LEARNインジケーターが早く点滅、自動的にマクロ設定モードは解除されます。
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リモコンの学習機能（ラーニング機能）

TRANSMIT
/LEARN

MACRO MACRO

ゆっくり�
点滅�

TRANSMIT
/LEARN

点灯�

TRANSMIT
/LEARN

点灯�

TRANSMIT
/LEARN

点灯�

終了�

TRANSMIT
/LEARN

消灯�

TRANSMIT
/LEARN

消灯�

SYSTEM
POWER ON

STANDBY STANDBY

MACRO
これでTV/DBSキーを押すだけで、テレビの電源が入り、テレビの入力がビデオに切り

替わります。

他のマクロキーに他のマクロ設定をするときは、手順1から操作を繰り返します。

マクロ設定を終えるときは、MACROボタンを押します ...................................................................

マクロ機能で操作するには

リモコンのカバーを閉め、MACROスイッチを「SLOW」または「QUICK」の位置にし、マ

クロ設定したキーを押します。詳しくは、P.47を参照してください。

マクロ機能での操作が希望どおりにならないとき：

● “QUICK”位置で操作している場合は、“SLOW”位置に切り替え、もう一度操作する。

● または、マクロ操作の中に「空きキー」または同じ「操作」をマクロ設定してください。

例：ビデオが再生できない、または再生までに時間がかかる場合

M
A

C
R

O
Q

U
IC

K
O

F
F

S
LO

W

MACROQUICK OFFSLOW

MACROスイッチ�

ビデオデッキ�
ON

空キー�

ビデオデッキ�
再生�

または� マクロ設定を�
しなおす。�

ビデオデッキ�
再生�

ヤマハBSチューナーDBS-1000を接続している場合は

DBS-1000の電源がオンのときに、本機の電源をリモコンでオン/オフするとBSチャンネルが切り替わってしまいます。

次のような手順で設定してください。

DBS-1000と本機の電源の入り/切りを同時にするため、DBS-1000の電源コードを本機のAC OUTLET につなぐ。

リモコンSTANDBYキーに、SYSTEM POWER、STANDBYの順でマクロ設定する。
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リモコンの学習機能（ラーニング機能）

リ
モ
コ
ン
の
学
習
機
能
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
機
能
）

TRANSMIT
/LEARN

3回点滅�

CLEAR

押しながら�

TRANSMIT
/LEARN

MACROLEARN

ゆっくり�
点滅�

または�

Bの位置�

Cの位置�

B

C

学習内容の消去

ラーニングの内容を消去するときはLEARNボタンを、マクロラーニングの内容を消去するときは
MACROボタンを押します..................................................................................................................

消去されたキーの信号は、もともとプリセットされていた信号に戻ります。

「空き」キーは、もとの信号の無い状態に戻ります。
CLEAR

消去を終えるときはCLEARボタンを離します ..................................................................................

消去したいキーのエリアに合わせて、A/B/CスイッチをBまたはCの位置に切り替えます............

マクロラーニングの内容を消去するときは、この操作は不要です。

CLEARボタンを押しながら、消去したいキーを押し続けます..........................................................

TRANSMIT/LEARNインジケーターが3回点滅すると消去は完了です。

● 消去したいキーが複数あるときは、CLEARボタンを押し続けながら、次のキーを押し

ます。

TRANSMIT/LEARNインジケーターがゆっくり点滅します。

キーごとに消去するには

ラーニングの内容
を消去するとき：

マクロラーニングの内
容を消去するとき：
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リモコンの学習機能（ラーニング機能）

TRANSMIT
/LEARN

7回点滅�

押しながら�

CLEAR MUTE

TRANSMIT
/LEARN

ゆっくり点滅�

CLEAR

OFF： すべてのラーニング内容を消去する場合

QUICK： すべてのマクロ設定を消去する場合

SLOW： すべてのラーニング内容およびマクロ設定を消去する場合

MACROQUICK OFFSLOW

MACROスイッチを消去する内容に合わせます ................................................................................

すべてのキーを消去するには

TRANSMIT/LEARNインジケーターがゆっくり点滅します。

ご注意

MACROスイッチを切り替えたり、他のキーを押したり、30秒以上何の操作をしない場合は、
TRANSMIT/ LEARNインジケーターが早く点滅（エラー表示）したあと、消去モードは解除
されます。そのような場合は、もう一度CLEARボタンを押してください。

CLEARボタンを押します....................................................................................................................

もう一度CLEARボタンを押しながら、MASTER VOLUMEキーの“∨”と“∧”キーを同時に押し続けます ..........

ラーニングのメモリーバックアップについて
ラーニングした内容は、乾電池の交換時など、電池が外された時間が短時間の場合はメモリーされます。ただし、消耗した

乾電池を使用したり、長時間乾電池が外されていたときは消えます。そのようなときは、もう一度ラーニングし直してくだ

さい。

TRANSMIT/ LEARNインジケーターが７回点滅すると、消去は完了です。

消去されたキーの信号は、もともとプリセットされていた信号に戻ります。

「空き」キーは、もとの信号の無い状態に戻ります。
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タ
イ
マ
ー
再
生
／
録
音

本機は、電源を切る前の状態を内蔵のマイコンが記憶しているので、市
販のオーディオタイマーを組み合わせて、タイマー再生やタイマー録音
ができます。

メモ

使用する機器／オーディオタイマーにより、操作方法が異なる場合があります。それら
の取扱説明書も併せて参照してください。

■ タイマー再生 .........................................................................................................................................

● 接続 本機の電源プラグをオーディオタイマーに接続します。

本機のAC OUTLETにタイマー再生する機器の電源プラグを接続します。この時、本機に接続す

る機器の消費電力の合計がAC OUTLETの供給電力を越えないようにご注意ください。

■ タイマー録音 ........................................................................................................................................

本機の電源プラグをオーディオタイマーに接続します。

チューナーなど、録音する機器、およびデッキの電源プラグを本機のAC OUTLETに接続します。

この時、本機に接続する機器の消費電力の合計がAC OUTLETの供給電力を越えないようにご注意

ください。

● 接続

● 操作 すべての機器の電源をONにします。

本機のインプットセレクターで、タイマー再生する機器を選択します。

再生する機器を操作して、タイマー再生が可能な状態にセットします。

本機のVOLUMEを適当な音量に調節します。

タイマーの再生開始時間、および終了時間をオーディオタイマーでセットします。

セットした時間になるとタイマー再生が始まります。

すべての機器の電源をONにします。

本機のインプットセレクター、およびREC OUTセレクターで、録音するソースを選択します。

チューナーなど、録音する機器、およびデッキを操作して、録音できるようにセットします。

録音の開始時間、および終了時間をオーディオタイマーでセットします。

セットした時間になるとタイマー録音が始まります。

メモ

タイマー録音で、音声が不要な場合はボリュームを絞ります。

● 操作

メモリーバックアップについて
本機の電源を切っても、パラメーター、セットメニュー、レベルなどの設定内容はメモリー（記憶）されています。

本機では、メモリー内容を保持するために、特殊なコンデンサーを内蔵してバックアップしています。約2週間は電源コードをコ

ンセントから外しても、メモリー内容はそのまま記憶されています。ただし2週間を過ぎると、コンデンサーが放電し、メモリー

内容が消去されることがあります。このような場合は再度、設定を行ってください。

メモ

電源コードをコンセントに接続し、電源が供給されている場合は、電源を切ってもメモリー内容は常にバックアップされています。

タイマー再生／録音
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設定した時間が経過すると電源が切れるので、聴きながらおやすみになれ
ます。リモコンで操作します。

再生します。...........................................................................................................................................

ご注意

本機のSWITCHED AC OUTLETに接続した機器（ソース）を選びます。それ以外の機器を選
ぶと、本機の電源は切れますが、ソース側の電源は切れません。

SLEEPキーを押して時間を設定します。............................................................................................

THEATER 1 THEATER 2 SURROUND

PARAMETER

SET MENU

SLEEP ON SCREEN

LEVEL

TEST

MASTER VOLUME

TV

SYSTEM
POWER ON

10 11 12

スリープタイマー

DVD/LD TAPE/MD
TV/DBS CD

VCR 1 TUNER
VCR 2 PHONO
V-AUX

SLEEP

T HALL 2
 Hall C

点灯

押すごとに次のように切り換わります。

（単位：分）

設定時間を数秒間表示したあと入力ソース表示に戻ります。スリープタイマーの動作中

は、SLEEPインジケーターが点灯します。

●スリープタイマーは、電源を切ると解除されます。

スリープ動作を途中でやめるには
SLEEPキーを押して、SLEEP OFF表示にします。

SLEEP 120min SLEEP 90min

SLEEP 60minSLEEP 30minSLEEP OFF
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パ
ラ
メ
ー
タ
ー
一
覧
表

パラメーター一覧表

パラメーター名 変更値1 変更値2 パラメーター名 変更値1 変更値2

● パラメーターを変更したときには、変更値を一覧表に記入しておいてください。

操作ミスで大事なパラメーターをイニシャライズしたときや、記憶した内容が消えたとき（2週間以上、本機の電源コードを

コンセントから抜いたとき）に便利です。

1. CONCERT HALL 1

Europe Hall A

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

Europe Hall B

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

2. CONCERT HALL 2

U. S. A. Hall C

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

Live Concert

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

3. CHURCH

Freiburg

INIT. DELAY

◇S. DELAY

REV. TIME

REV. LEVEL

Royaumont

INIT. DELAY

◇S. DELAY

REV. TIME

REV. LEVEL

パラメーター名 変更値1 変更値2

4. JAZZ CLUB

Village Gate

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

The Bottom Line

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

5. ROCK CONCERT

Roxy Theatre

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

Arena

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

6. ENTERTAIMENT

Disco

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

Party

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

7. STADIUM

Anaheim

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

Bowl

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

8. CONCERT VIDEO

Pop/Rock

P. INIT. DLY

P. ROOM SIZE

S. DELAY

◇S. INIT. DLY

S. ROOM SIZE

Classical/Opera

P. INIT. DLY

P. ROOM SIZE

S. DELAY

◇S. INIT. DLY

S. ROOM SIZE
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パラメーター一覧表

パラメーター名 変更値1 変更値2

9. TV THEATER

Mono Movie

INIT. DELAY

ROOM SIZE

LIVENESS

◇S. DELAY

Variety/Sports

P. INIT. DLY

P. ROOM SIZE

S. DELAY

◇S. INIT. DLY

S. ROOM SIZE

10. MOVIE THEATER 1

70mm（DGTL/DTS）Spectacle

P. INIT. DLY

P. ROOM SIZE

S. DELAY

◇S. INIT. DLY

S. ROOM SIZE

70mm（DGTL/DTS）Sci-Fi

P. INIT. DLY

P. ROOM SIZE

S. DELAY

◇S. INIT. DLY

S. ROOM SIZE

パラメーター名 変更値1 変更値2

11. MOVIE THEATER 2

70mm（DGTL/DTS）Adventure

P. INIT. DLY

P. ROOM SIZE

S. DELAY

◇S. INIT. DLY

S. ROOM SIZE

70mm（DGTL/DTS）General

P. INIT. DLY

P. ROOM SIZE

S. DELAY

◇S. INIT. DLY

S. ROOM SIZE

12. PRO LOGIC（DOLBY DIGITAL/

DTS DIGITAL SUR.）

Normal

S. DELAY

Enhanced

S. DELAY

◇S. INIT. DLY

S. ROOM SIZE

S. LIVENESS

※ ◇印のパラメーターは、ドルビーデジタ
ルおよびDTS入力時のみ有効で、ステ
レオ入力時は設定できません。又、ドル
ビーデジタルおよびDTS再生時のみ
データが表示され、ステレオ入力時は
“--”が表示されます。

※ No.8～No.12までの音場プログラム
は、ステレオ再生時、ドルビーデジタ
ル/DTS再生時、個別にサラウンド音場
のパラメーター（S.INIT DLY、S.
DELAY、S. ROOM SIZE、S.
LIVENESS）を設定できます。（No.1
～No.7の音場プログラムは不可）
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故障かな？と思ったら
ご使用中に本機が正常に動作しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。下記以外で異常が認められ

た場合や、対処しても正常に動作しない場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、

お買上店、または最寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。

● 本機使用中に、強い外来ノイズ（落雷・過大な静電気など）を受けた場合や誤った操作をした場合などは、

本機が正常に動作しないことがあります。このような場合は、電源を切った後に電源コードを抜き、約

30秒後に再び接続して操作してください。

現象 原因 解決方法

電源プラグをコンセントにしっかり差し込みま
す。

LEVELキーを押してフロント・エフェクトの音
量調整モードを選び、カーソルキーの“＋”を押
してレベルを上げます。再度、テストトーンで
のスピーカーレベル調整をおすすめします。

POWERスイッチを押しても電源
が入らない。

ボリュームが絞られている。
VOLUMEつまみ、またはリモコンのVOLUME
キーで音量を上げます。

接続が不完全。 接続を確認してください。

SPEAKERS スイッチA、B両方ともOFFに
なっている。

使用するメインスピーカーA、Bにあわせて
SPEAKERSスイッチA、BをONにします。音が出ない。

接続を確認してください。接続が不完全。片側チャンネルの音が出ない。

BALANCEコントロールでバランスを調整して
ください。

バランスが反対側のチャンネルに偏ってい
る。

ハム音が出る。 ピンプラグコードの接続が不完全。 ピンプラグをしっかり差し込みます。

EFFECT OFFになっている。 EFFECTを押して、EFFECT ONにします。エフェクト音が出ない。

フロント側のエフェクト音が出
ない。

フロントレベルが絞られている。

センタースピーカーモードが“NONE”に
なっている。

センターレベルが絞られている。

SET MENUでセンタースピーカーモードを正
しくセットします。

LEVELキーを押してセンターの音量調整モード
を選び、カーソルキーの“＋”を押してレベルを
上げます。再度、テストトーンでのスピーカー
レベル調整をおすすめします。

センタースピーカーの音が出ない。

電源プラグの接続が不完全。

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

ミューティングになっている。
（“MUTE ON”が表示され、VOLUMEつま
みのインジケーターが点滅。）

リモコンのMUTEキー、またはSLEEP、ON
SCREEN、カーソルキー、 ゾーン、
ゾーン、 ゾーンコントロールキー以外のど
のキーを押してもミューティングは解除され、
もとの音量に戻ります。いちど音量を下げてか
らミューティングを解除することをおすすめし
ます。

メインの片側チャンネルの音が出
ない。
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故障かな？と思ったら

現象 原因 解決方法

音場プログラムNo.1～7を選択している。 音場プログラムNo.1～7では、センターの音は
出ません。（ドルビーデジタル／DTS信号入力
時を除く）

他の音場プログラム（No.1～11）を選択して再
生します。

音場プログラムNo.12でモノラルソースを
再生している。

LEVELキーを押してリア・エフェクトの音量調
整モードを選び、カーソルキーの“＋”を押して
レベルを上げます。再度、テストトーンでのス
ピーカーレベル調整をおすすめします。

リアレベルが絞られている。

リア側の音が出ない。

通常のPCM CDやLDを再生する
と音が出ない。

入力モードが“DTS”固定になっている。（赤
色の インジケーターが点滅）

DTSソースを再生すると“ザーッ”
というノイズが出る。

入力モードが“ANALOG”になっている。

入力モードを“AUTO”に戻して再生してくださ
い。

必ずデジタル接続を行い、入力モードを“AUTO”
または“DTS”固定にして再生してください。

DTS対応のLDまたはCDを再生
するとオレンジ色の インジ
ケーターが点灯する。

プレーヤー側でディスクの種類を誤認識し
ている。

DTSデコードに支障はありませんが、プレーヤー
の電源をいったん切り、再度電源を入れてくださ
い。ほとんどの場合、正常にインジケーターが点
灯するようになります。

乾電池を2本とも交換します。乾電池が消耗している。

本体のリモコン受光窓から6m以内、角度30°
以内の範囲で操作してください。

リモコン操作範囲から外れている。

受光部に日光や照明（インバーター蛍光灯・
ストロボライトなど）が当たっている。

照明、または本体の向きを変えてください。

RESETスイッチを押してください。記憶した内容は消えません。

サラウンド効果が付加された音が
録音できない。

本機に接続した録音機器で、サラウンド効果を付加した音を録音することはできません。

本機を使用していると、チュー
ナーやテレビから雑音が出る。

本機とチューナーやテレビの設置場所が近
すぎる。

本機はデジタル信号を扱います。電波を扱う機
器と離して設置してください。

本機に接続している機器にヘッド
ホンを接続して聴いていると、音
が歪む。

本機の電源が切れている。 必ず本機の電源を入れてください。

リモコンで操作できない。

センタースピーカーの音が出ない。
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オーディオ部

定格出力

メイン（20Hz～20kHz、0.02% THD、6Ω）100W＋100W

センター（20Hz～20kHz、0.02% THD、6Ω） 100W

リア（20Hz～20kHz、0.02% THD、6Ω） 100W＋100Ｗ

フロント（1kHz、0.05% THD、6Ω） 25W＋25Ｗ

実用最大出力（EIAJ、 6Ω）

メイン 140W＋140W

センター 140W

リア 140W＋140W

フロント 40W＋40W

パワーバンド幅

（0.08% THD、50W、8Ω） 10Hz～50kHz

ダンピングファクタ（20Hz～20kHz L/R、8Ω） 200

入力感度/インピーダンス

PHONO 2.5mV/47kΩ

CD他 150mV/47kΩ

MAIN IN（100W/8Ω換算） 1V/47kΩ

最大許容入力（1kHz 0.05% THD）

PHONO 110mV

CD他（EFFECT ON） 2.2V

出力電圧/出力インピーダンス

REC OUT 150mV/1.0kΩ

PRE OUT   MAIN、CENTER、REAR、FRONT 1.0V/1.5kΩ

SUB WOOFER

（EFFECT OFF、MAIN SP：SMALL） 4.0V/1.5kΩ

最大出力

（20Hz～20kHz、1% THD、PRE OUT、MAIN L/R） 3V

ヘッドホン出力/出力インピーダンス

CD他（1kHz 150mV、8Ω） 0.5V/440Ω

周波数特性

CD他、20Hz～20kHz、MAIN L/R 0±0.5dB

RIAA偏差

PHONO（20Hz～20kHz） 0±0.5dB

全高調波歪率（20Hz～20kHz）

アナログ入力

PHONO→REC OUT  3V 0.01%

CD他→PRE OUT MAIN L/R、1V 0.005%

CD他→SP OUT L/R、50W/8Ω 0.015%

MAIN IN→SP OUT  L/R、50W/8Ω 0.008%

S/N比

PHONO（入力ショート、2.5mV EFFECT OFF） 80dB

CD他（入力ショート、EFFECT OFF） 96dB

残留ノイズ

MAIN L/R SP OUT 170μV

チャンネルセパレーション（EFFECT OFF、Vol.ー30dB）

PHONO（入力ショート）1kHz/10kHz 60dB/55dB

CD他（入力5.1kΩショート）1kHz/10kHz 60dB/45dB

トーンコントロール

BASS 可変幅 ±10dB  50Hz

ターンオーバー周波数 350Hz

TREBLE 可変幅 ±10dB  20kHz

ターンオーバー周波数 3.5kHz

BASS EXTENSION（MAIN L/R） ＋6dB  50Hz

フィルター特性

MAIN、CENTER、REAR

（SP：SMALL） H.P.F  fc=90Hz  12dB/oct.

SUB WOOFER L.P.F fc=90Hz  18dB/oct.

ギャングエラー

MAIN L/R （0～ー60dB） 3dB

ミューティング ー∞

ビデオ部

ビデオ信号方式 NTSC

ビデオ信号 1.0Vp-p/75Ω

Sビデオ信号 Y：1.0Vp-p/75Ω

C：0.286Vp-p/75Ω

最大許容入力 1.5Vp-p

S/N 50dB

モニターアウト周波数帯域 5Hz～10MHz、ー3dB

DSP部

デジタル信号処理LSI YAMAHA YSS918-F

テストトーン L→C→R→RS（RR）→RS（RL）

FRONT←→MAIN

プログラム数

HiFi-DSP 14

CINEMA DSP 19

DOLBY PRO LOGIC 1

DOLBY DIGITAL 1

DTS 1

参考仕様

参
考
仕
様
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入出力部

入力端子

デジタル音声信号 光：4（CD、TAPE/MD、

DVD/LD、TV/DBS）

同軸：1（CD）

ドルビーデジタルRF信号 1（DVD/LD）

アナログ音声信号 10（PHONO、CD、TUNER、TAPE/MD、

DVD/LD、TV/DBS、VCR 1、VCR 2、

EXTERNAL DECODER、VIDEO AUX）

コンポジット映像信号 5（DVD/LD、TV/DBS、VCR 1、

VCR 2、VIDEO AUX）

S映像信号 5（DVD/LD、TV/DBS、VCR 1、

VCR 2、VIDEO AUX）

出力端子

REC OUT アナログ音声信号 3（TAPE/MD、

VCR 1、VCR 2）

デジタル音声信号 1（TAPE/MD、OPTICAL）

コンポジット映像信号 2（VCR 1、VCR 2）

S映像信号 2（VCR 1、VCR 2）

PRE OUT 7ch（MAIN L/R、CENTER、

FRONT L/R、REAR L/R）

SUBWOOFER 1ch L.P.F. 90Hz、18dB/oct

SPEAKERS 7ch、9端子（MAIN L/R ［A、B］、

CENTER、FRONT L/R、

REAR L/R）

MONITOR OUT コンポジット映像信号 1

S映像信号 1

　

総合
電源電圧 AC100V   50/60Hz

消費電力 360W

ACアウトレット SWITCHED×3

TOTAL 100W max.

寸法(W×H×D) 473×171.5×470mm

重量 21.0kg

サイドパネル 木目調サイドパネル

付属品 リモコン、単3乾電池(2本)、

リモコン操作チャート、リモコンシート

＊仕様および外観は改良のため、予告なく変更することがあります。

参考仕様
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×�

×� ×�

×�

V : VIDEO    S :S-VIDEO

V 映像モニター出力�

S 映像モニター出力�

V 映像入力�

S 映像入力�

V / S ともに映像入力がない場合�

V 映像モニター出力�

S 映像モニター出力�

V 映像入力�

S 映像入力�

● Sの映像入力があり、Sモニターの出力が接続されていない場合も同様です。�

● Sモニターの出力は、Sコネクターの本体への接続を検出しています。�
ケーブルの先にモニターが接続されていなくても同様になります。�

V の映像入力があり、S の映像入力がない場合�

V 映像モニター出力�

S 映像モニター出力�

V 映像入力�

S 映像入力�

V / S ともに映像入力がある場合�

オンスクリーン（ブルーバック）�

オンスクリーン�

オンスクリーン�

オンスクリーン信号経路図

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を充分にしましょう。

静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わぬところに

迷惑をかけてしまいます。適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも

一つの方法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りましょう。
「音のエチケット」�

これは日本電子機械工業会
「音のエチケット」キャンペー
ンのシンボルマークです。

ご注意

S-VIDEO端子とピンジャックのVIDEO端子間の信号経由は独立しているため、ピンジャッ
クから入った信号はピンジャックに出力され、S-VIDEO端子から入った信号はS-VIDEO端
子に出力されます。（REC OUTも同様です。）また、Y／C分離、Y／Cミックスはできません。

オ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
信
号
経
路
図
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ヤマハホットラインサービスネットワーク

ヤマハホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。

●保証期間
お買い上げ日より1年間です。

●保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは
保証書をご覧ください。

●保証期間が過ぎているとき
修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料
にて修理いたします。

●修理料金の仕組み
◆ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、
一般管理費等が含まれています。

◆ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す
る部材等を含む場合もあります。

◆ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で
す。別途、駐車料金をいただく場合があります。

●補修用性能部品の最低保有期間
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年(テープデッ
キは6年)です。この期間は通商産業省の指導によるものです。補
修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品
です。

●持ち込み修理のお願い
故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気音響製品
サービス拠点へお持ちください。

●製品の状態は詳しく
サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお
知らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知
らせください。
※品番、製造番号は本機背面パネルに表示してあります。

●摩耗部品の交換について
本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が
使用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用
時間等によって大きく異なります。
本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部
品を交換されることをお薦めします。
摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマハ電気音響製品
サービス拠点へご相談ください。

摩耗部品の一例
ボリュームコントロール、スイッチ・リレー類、接続端子、
ランプ、ベルト、ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など

■ヤマハ電気音響製品サービス拠点
（ヤマハAV製品の故障に関するご相談窓口および修理受付、修理品お持ち込み窓口）

北海道 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50ヤマハセンター内
TEL (011) 512 - 6108

仙　台 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7
仙台卸商共同配送センター3F
TEL (022) 236 - 0249

首都圏 〒211-0025 川崎市中原区木月1184
TEL (044) 434 - 3100

浜　松 〒435-0048 浜松市上西町911　ヤマハ（株）宮竹工場内
TEL (053) 465 - 6711

名古屋 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2
ヤマハ（株）名古屋流通センター3F
TEL (052) 652 - 2230

大　阪 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16
ヤマハ（株）千里丘センター内
TEL (06) 6877 - 5262

広　島 〒731-0113 広島市安佐南区西原6-14-14
TEL (082) 874 - 3787

四　国 〒760-0029 高松市丸亀町8-7 ヤマハミュージック神戸高松店内
TEL (087) 822 - 3045

九　州 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
TEL (092) 472 - 2134

★永年ご使用の本機の点検を！

愛情点検

こんな症状はありませんか？

● 電源コード・プラグが異常に熱い。
● コゲくさい臭いがする。
● 電源コードに深いキズか変形がある。
● 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。
● 電源を入れても正常に作動しない。

● その他の異常・故障がある。

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、必ず販
売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は販売店にご相談ください。

すぐに使用を中止してください。

ヤマハAV製品に対するお問合せ窓口

AVお客様ご相談センター
TEL (03) 5488－5500

〒430-8650 浜松市中沢町10-1
AV機器事業部
営　業　部 TEL (053) 460－3451
品質保証室 TEL (053) 460－3405

住所および電話番号は変更になることがあります。

ヤマハホットラインサービスネットワーク
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メモ



Printed in Japan   ****  V287350



REMOTE CONTROL
TRANSMITTER

TAPE/MD

CD

TUNER

VCR 1

DVD/LD

PHONO

V-AUX

EXT. DEC.

TV/DBS

VCR 2

TV

VCR
STANDBY

SYSTEM
POWER ON

MUTE

MASTER
VOLUME

OPERATION
CONTROL

EFFECT

TRANSMIT

マクロマーク�
マクロ機能があるキーを示します。�
�
�

EFFECTキー�
音場効果を入／切します。�
�
OPERATION CONTROLキー�
インプットセレクターで選んだ機器をコントロー
ルします。各機器に対応した主要3キー～4キー
の操作ができます。�
ヤマハのテープデッキ、CDプレーヤー、チュー
ナー、DVDプレーヤー、LDプレーヤー、MDの
コントロール信号はプリセットされています。�
・その他の機器はラーニング後に操作できます。�
�
�
�
�
�
SYSTEM POWER キー�
電源を入れます。�
�
TVキー�
現在空きキーです。�
�
マクロマーク�
�
VCRキー�
現在空きキーです。�
�
STANDBYキー�
電源を切ります。�
�
MASTER VOLUMEキー�
音量を調節します。�

TRANSMIT/LEARNインジケーター�
＊操作のためにキーを押しても点灯しないときは、
そのキーに信号が入っていないか、電池が消
耗しています。�

�
インプットセレクター�
入力を切り換えます。�
また、プリセットマクロが働きます。�
（MACROスイッチがQUICK、SLOW時）�
マクロ操作例：�
　電源オン（本体の電源オフ時）→ 　入力切換 
→ 　再生開始、など�
�
�
　　キー�
このキーを押すとヤマハのLDプレーヤーを
OPERATION CONTROLキーで操作できます。�
・インプットセレクターの機能はありません。�
�
LIGHTボタン�
押すとキーが点灯します。�
�

MACROスイッチ�
OFF：マクロ機能を使わないとき。�
�
QUICK：マクロ機能を使うとき。�
�
SLOW：マクロ機能を使うとき。�

�
MUTEキー�
押すと音量が下がります。�
もう一度押すと、もとの音量に戻ります。または、
SLEEP、ON SCREEN、TV、VCR以外のどの
キーを押してももとの音量に戻ります。�

←→�
←→�

M
A

C
R

O
Q

U
IC

K
O

F
F

S
LO

W （通常はこの位置で使います。）�

（QUICKでは操作できないとき。）�

リモコン操作チャート カバーを閉めて使う

詳細は取扱説明書をご覧ください。
DSP-A2 V287350



TAPE/MD

A

CD

TUNER

VCR 1

B

DVD/LD

PHONO

EXT. DEC.

EFFECT

ON/OFF

TV/DBS

VCR 2

V-AUX

C

TRANSMIT
/LEARN

LEARNCLEAR MACRO

PARAMETER

SET MENU

SLEEP ON SCREEN

LEVEL

TEST

MASTER VOLUME

TV

VCR
STANDBY

SYSTEM
POWER ON

MUTE

REMOTE CONTROL
TRANSMITTER

A/BREC/PAUSE

BA DIR

DISCSTOP

PRESET A/B/C/D/E

HALL 1 HALL 2

1 2 3

CLUB
JAZZ

CONCERT
ROCK

TAINMENT
ENTER-

THEATER 1
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

SURROUND
/DTS

CHURCH

4 5 6

STADIUM VIDEO
CONCERT

THEATER
TV

7 8 9

11 1210

TV

VCR

CLEARボタン�
ラーニングした内容やユーザーマクロ設定を消
去するときに使います。�
�

LEARNボタン�
　　 で示した、エリアBまたはCのキーにラーニ
ングさせるときに使います。(エリアAのキーに
はラーニングできません。)�
ラーニングのさせかた�
　 LEARNボタンを押します。�
　 ラーニングさせる本機のキーを押します。�
　 相手方リモコンのキーを押します。�
　 LEARNボタンを押して終了します。�
�

ゾーンコントロールキー�
　　テープゾーン、　　ディスクゾーン、�
　　チューナーゾーンの3つのゾーンで構成され
ています。A/B/C切換スイッチで選んだエリア
に含まれる機器を操作できます。エリアAではヤ
マハのテープデッキ、CD、チューナーが、エリ
アBではDVDが、エリアCではヤマハのMDおよ
びLDが操作できます。�
・エリアBとC（DVD、MD、LD以外）の機器
はラーニング後に操作できます。�

�

音場プログラムキー�
音場プログラムを選びます。�
�

LEVELキー�
スピーカーレベル調整モードに入ります。�
�

TESTキー�
スピーカーレベル調整のテストトーンを入／切
します。�
�

SLEEPキー�
スリープタイマーを設定します。�
　120分 → 90分 → 60分 → 30分 → 解除�
� →
�

MACROボタン�
マクロ設定するときに使います。�
例：SYSYTEM POWERキーを押すだけでTV、
VCRの電源も入れる。（TV、VCRキーに各リモコ
ンの電源オンの信号をあらかじめラーニングしておく）�

�
�
�
�
�
�
�
�

A/B/Cスイッチ�
操作する機器に合わせてエリアを切り替えます。�
　　で示したキーは3つのエリア（A、B、C）を
持っています。�
�

エリアインジケーター�
A/B/Cスイッチで選んだエリアがオレンジ色で
表示されます。�
�

カーソルキー（∧、∨、－、＋）�
スピーカーレベル、パラメーター、およびセットメ
ニューなどの項目選択や設定をするときに使います。�
PARAMETER/SET MENUスイッチ�
パラメーターモードとセットメニューを切り替え
ます。�
PARAMETER：音場プログラムのパラメーター

やスピーカーレベルの設定�
SET MENU: スピーカーモードなど8種類のセッ

トメニューの設定�
�

ON SCREENキー�
モニター画面の表示を、フル表示→ショート表示
→表示オフに切り替えます。�

MACRO MACRO

SYSTEM
POWER

SYSTEM
POWER

マクロキー�
選択� マクロ内容�

リモコン操作チャート カバーを開けて使う

詳細は取扱説明書をご覧ください。
V287350
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